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ֶϝοηʔδ

　岐阜大学は2016年 4 月から2022年 3 月まで 6 年間の第 3 期த期
目標・த期計画期間において「学び究めݙߩする岐阜大学をʰ人
が育つॴʱという෩のதで実現し、Ҭ活性化のʰத֩的ڌ
大学ʱとして発展させる」ことを目ࢦします。この౸ୡ目標を
実現するため教育、研究、国際化、ࣾ会ݙߩ、大学පӃの 5 大戦
略を設定し、それͧれのもとに上記期間தにୡ成する取り組みを
明示して、ࢲͲも岐阜大学のকདྷϏジϣンとしています（httQ���
XXX�HiGu�u�ac�KQ�aCout�oCKectiWes�Wision�htNl）。この時期に߹Θせ、とくに国際化の発ࣹを
確認する基ૅࢿྉとして、ࡢ年、岐阜大学国際交流年報2015 Wol� 1 が刊行されました。今ճお
ಧけする岐阜大学国際交流年報2016 Wol� 2 は国際化戦略の P%CA サイクルをճసさせるツー
ルという大มॏཁなҙٛを有し、刊行に͝ਚ力いたླ文昭ཧ事を始め関係の教職員ॾࢯに
。ҙを表しますܟとँײ
　さて岐阜大学が目ࢦす国際化は広くയવとした国際化ではなく、「Ҭにࠜ͟した国際化と
成ՌのҬؐݩ」です。日本国内の一定Ҭと海外の一定Ҭとが教育、研究、あるいは࢈官
学ۚ連ܞなͲࣾ会・ࡁܦ活動についてϚッνする課題を共有し、それをղ決することによって
得られる成ՌがํのҬ振興に結実するという実ફ的な国際化が目標です。近年しし用
いられる「グローカル」という言༿が、ࢲͲもが目標とする国際化の本࣭を最もྑく表してい
ると考えます。
ઌはೆΞジΞ、A4&ANܞͲもの主な連ࢲ　 ॾ国内の一定Ҭにଘ在する大学（܈）や（܈）ۀا
なͲの事ۀ体であり、協ಇによりグローόル人ࡐཆ成プログラムをඋॆ実させています。と
くに活動のڌとなる海外オϑΟスや共ಉ実ݧ室なͲが計 6 まで育ってきました。さらにڌ
本学Ωϟンύスにおける国際教ཆコースの設置、日本人学生・留学生のࠞ在ܕ教育のॆ実、ӳ
語ٛߨのみによる୯Ґ習得の実現、ํのҬにおけるインターンシップの֦ॆなͲもฒ行し
て進Μでいます。また、事務職員を対象とした海外研修制度、留学生を対象としたब職支援も
ཱͪ上がりました。࣍は2019年に༧定される、インυ工科大学グϫϋςΟ校、ϚϨーシΞ国ຽ
大学とのジϣイントσΟグリー設置です。
　これらの取り組みにより、岐阜大学の国際化が毎年大きくスςップΞップして行くとࢲͲも
は確信しており、そのΤϏσンスは今後とも岐阜大学国際交流年報で͝ཡきます。Ͳうͧ͝
期下さい。

2017年 4 月21日
岐阜大学　　 ོٱ

岐阜大学ɹོٱ�

�ใྲྀަࡍࠃෞେֶذ
ୈ � ߸ͷൃߦʹ͋ͨͬͯ
　岐阜大学の国際交流に関する年報、「岐阜大学国際交流年報」
第 2 号を、グローカル推進本部からおಧけします。平成28年度は
第 3 期த期目標・計画の初年度であり、本学が掲げる戦略の 1 つ

「戦略 4 ：国際化」活動の初年度に相応しい内容として、本学の
国際交流活動をまとめることができました。本年報の発行をܧଓ
するதで、本学のグローカル化のஈ֊的進展の༷子と実࣭的に国
際化した࢟をօ༷と共有できることを確信しています。本ࢽでは、
この 1 年間における大学としての国際活動（含：岐阜大学国際交流χϡーζϨター記事）、そ
して各部ہにおける主な国際活動を౷߹して掲載しましたので、本学の全Ҭにおいて国際化࣠
がՔಇし始めていることがかります。平成28年度は、Ҭ科学部国際教ཆコース 1 期生（ީ
ิ）の入学、事務職員の協定大学への短期海外研修の実ٴࢪび、ത࢜課ఔμブルσΟグリープ
ログラムへの受け入れの開始、そしてジϣイントσΟグリー・プログラムについては、平成31
年度開設に向けてਃ書ྨඋに入りました。
　岐阜大学グローカル推進本部（(iGu 6niWersitZ )eaE 0⒏ce Gor (locali[ation ()0(-）は2015
年 4 月 1 日に設置され、種々のا画ཱҊ・推進、ٴび本学の国際化に関するੳ・ධՁと IR

（Institutional Research）等の機能を୲う、学直轄の「特ผな全学組織（教職協ಇϞσル組織）」
であります。留学生センターや保݈ཧセンターをは͡め、各部ہと連ܞして種々の活動を進
めています。（httQ���XXX�HiGu�u�ac�KQ�international�o⒏ce�HuoaH�htNl）
　օ༷の͝ཧղと͝協力をおئいਃし上げます。

2017年 4 月21日
ཧ事（広報・国際୲当）・෭学　グローカル推進本部 本部　ླ 文昭
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1 Խࡍࠃෞେ学のذ． QPMJDZ と WJTJPO

ᶗɽࡍࠃԽਪਐମ੍

� Խਪਐମ੍ࡍࠃෞେ学のذ．

　岐阜大学グローカル推進本部は、これまでの「岐阜大学国際戦略本部」をվ組し、「岐阜大学の国際化
QolicZ と Wision（2013年11月21日制定）」に基づき、国際化にܨがるࢪ策を推進するとともに、その成Ռを
Ҭにؐݩし、Ҭࣾ会のグローカル（グローόル � ローカル）化にݙߩするために、2015年 4 月 1 日に
設置された。
　ཧ事（国際・広報୲当）・෭学を本部として、国際協ಇ教育推進部、国際交流推進ٴび国際交流 IR
部、留学基൫教育推進部を設置し、全学的な組織として各部ہとの連ܞにより岐阜大学のさらなる国際
化を目ࢦしている。

ʮ � ޙのذෞ大学ʯ
˓　岐阜大学が、全学として「国際化 QolicZ」の内容をཧղしている。
˓　岐阜大学が、組織的な支援体制のもとに、ଞ国にまたがる教育と研究ٴび交流活動を進めている。
˓　岐阜大学が、ݩ・Ҭの行う国際交流活動へ、ࢀՃと支援をੵۃ的に行っている。
˓　岐阜大学が、海外ڌをඋして、国際的な交流事ۀを展開している。
˓　岐阜大学が、開発్上国なͲ、ޓいに連ܞをཁする海外の学術機関とີに協力している。
˓　在学生が、留学に関する各種の支援を受けて、海外で学びやすい環ڥで修学している。
˓　在学生が、語学や文化のཧղのもとに、国際化に関係するコϛϡχέーシϣン能力を高めている。
˓　在学生が、気֓とやりがいを࣋って、留学に戦している。
˓　外国人留学生が、組織的な支援体制のもとに、҆৺してษ学しઌ進ࣝをԢ盛にٵऩしている。
˓　外国人留学生が、本学で学Μだઐ性と国際性を生かして、Ҭや国の発展にݙߩしている。
˓　外国人留学生が、ଔۀ・修ྃ後も、自ら本学の教育研究活動に協力している。

()0(- ϩΰϚʔΫ

 G
ifu

 University Head Of�ce for Glocaliza
tio

n 
 

　岐阜大学グローカル推進本部の略号、l()0(-z（ΰーグル）
についてհします。気流やਫ流தをҠ動する際、ࢹքを明ྎ
にするためににணけるޢ用ϝΨネをΰーグル（HoHHles）と
。Μでいます。そのことにって略号（Ѫশ）をけましたݺ
本学のグローカル化（実࣭的な国際化）を進めるために、その
ํ向性と度をଌりద正に推進する組織としてグローカル推進
本部（()0(-）をҐ置けての象໊でもあります。()0(-
が真に本学そしてҬࣾ会のグローカル化のための「ΰーグル」
として機能するようめてまいります。
　օ༷の͝ཧղと͝協力をにおئいਃし上げます。

ʮੑࡍࠃΛࣾͪ࣋ձʹ͢ݙߩΔذෞ大学ʯ� ��1�11݄�1

　今、日本の大学は、学術のとして国際的な関係がΘれている。一部の国ཱ大学は、ઌ科学をࢤ向して、
世քの科学ٕ術をリーυする研究を行おうとしている。一ํで、Ҭの学びのத৺としてཱ٭し、国際性を掲
げながら研究と人ࡐ育成を展開している国ཱ大学もある。岐阜大学は、このようなঢ়گのதで、自らにඞཁな
国際化の QolicZ をଧͪ出すものである。
　「岐阜大学は、学生の主体的な学びを推進し、教育の࣭保証シスςムをॆ実させ、高度なઐ職ۀ人のཆ成
とҬ୯Ґでの 5each Gor CoNNunities を実現する。ཧ工ܥの大学Ӄ修࢜課ఔに、σβインࢥ考の教育をಋ入
し、リベラルΞーツに関する共௨教育をॏ的に行うことによってイϊベーシϣンを支える人ࡐのཆ成を強く
進める。また、国際ਫ४の医学教育開発の推進なͲにॏ的に取り組む。Ҭにࠜ͟した国際化と成ՌのҬ
による国際教ཆコースの設置、日本人学生と留学生のࠞܕによってグローカル化を実現する。多文化共生ݩؐ
在ܕ教育のॆ実、留学生の組織化やब職支援のॆ実なͲ、国際化につながるࢪ策を推進する。」
　この岐阜大学のཧ೦と目標は、「大学がഓってきた科学ٕ術のもとに、๛かなࣝと広いࢹをࣾͪ࣋会か
ら信頼される人ࡐをҬにૹり出す」という、本学の基本的なスタンスとともに、そのためにඞཁな国際化の
ҙٛを示すものである。近年、我が国では、グローόル化がਁಁし、人ݮޱগと高ྸ化にࡽされるようになっ
た。しかも我が国の大学では、海外へ留学する日本人学生数、ٴび海外からの留学生数がݮগする向を見せ
ている。語学力とコϛϡχέーシϣン能力を࣋つこと、ҟ文化の相ޓཧղなͲ、本学が国際性の追ٻのもとに
ഓうきཁૉは、以લよりॏཁ度が増している。
　岐阜大学の全ߏ成員は、本学のҙਤする国際性をୡ成するために、その教育と研究の基൫をॆにえる
く力する。研究໘においては、教職員・研究者が世քので活༂できるよう支援制度と研究環ڥを実に
߹Θせてඋし、世քで活༂する研究者をটへいする。これらを人ࡐཆ成の基൫とするとともに、国際協力を
推進し、ٴびҬに応͡たࣾ会連ܞを推進するために有ޮな۩体策を展開する。教育໘においては、日本人学
生に対して、国内と海外の事に௨͡、༄ށΩϟンύスでӳ語をは͡めとする外国語のコϛϡχέーシϣン能
力を研ᮎする機会と、実際に海外で学習する機会をՄ能な限り༩える。外国人留学生に対しては、日本事に
௨͡る学習機会を༩える。そして留学生が日ৗ生活と修学でࠔにؕらない環ڥを࡞り、日本人学生と一ॹに
学習し、岐阜Ҭのॅຽやۀا等と交流する機会を設ける。ଔٴۀび修ྃ後は、本学で体得したઐ的ࣝや
国際性を生かし、ݝ内をத৺としたҬや国の発展にݙߩすることを期する。
　岐阜大学は、この国際化の QolicZ をୡ成するために海外ڌをඋする。活発に学術交流を行っている協定
大学等をબΜで本学の国際化のڌとし、的・人的に相ޓ交流をਂ化させ教育・研究をともに進める。特に
協力をٻめる開発్上国等の機関と連ܞしてឺを強化する。

Խࡍࠃ WJTJPO

ԽQPMJDZࡍࠃ
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1908年に設ཱされたカナμの૯߹大学の一つで、カナμを含む150以上の国々か
らूまった39000人の学生が学Μでいる。ΞルόータभΤυϞントンのμ
ンタンにྡするϝインΩϟンύスのଞ、 4 つのΩϟンύスを有する。カ
ナμ政府が認定する研究ڌ大学（615）の一つとして、医ྍ、ナϊςクϊロジー、
ݍۃ研究、環ڥΤネルΪー、学等の研究ྖҬを強みとしている。そのଞ、
国語をӳ語としない学生へのオーμーϝイυܕ短期ӳ語教育、Ҭॅຽの生
֔学習教育やઐ職ཆ成教育等のॆ実したプログラムも提ڙしている。

目的

応用生科学部の部ہ間学術交流協定ઌとして始まり、教員、学生をΘͣ
研究交流が活発に行Θれてきた。今後は、工学部、連߹学研究科を含むෳ
数部ہでの教育・研究活動における交流が期されるଞ、ಉ大学Τクスςン
シϣン学部が提ڙする、学部学年࣍からのӳ語語学教育プログラム等、全
学を対象とした学生交流事ۀの発展も見込まれる。

協定発ޮ日 2017年 3 月21日 協定期間 5 年間

年間交換留学Մ能学生数 ແ

ฏ��ʹ大学間学術交流協定のߋ৽Λͨྃ͠大学

協定大学໊ 国 最৽発ޮ日 有ޮ期間

1 ルンυ大学 スΣーσン 4 月 1 日 5 年間

2 ランポン大学 インυネシΞ 4 月25日 5 年間

3 ύンϊン大学 ϋンΨリー 6 月16日 5 年間

4 νΣンϚイ大学 タイ 8 月 2 日 5 年間

5 όングラσシϡۀ大学 όングラσシϡ 8 月23日 5 年間

6 ϰΟータタス・Ϛグψス大学 リトΞχΞ 2017年 1 月19日 5 年間

7 内ݹ大学 த国 2017年 2 月 6 日 5 年間

8 内ൣࢣݹ大学 த国 2017年 3 月14日 5 年間

෦ہ間

ฏ��ʹ৽نʹ締結ͨ͠学術交流協定大学

部ہ 締結ઌ 国 締結日

医学部 ϋϫイ大学医学部 Ξϝリカ 8 月24日

医学部・保݈ཧセンター ೆϑロリμ大学医学学܈ Ξϝリカ 10月20日

工学部
χϡーサスΣールζ大学 オーストラリΞ 4 月25日

東ςΟϞール国ཱ大学工学部 東ςΟϞール 8 月29日

応用生科学部 ラジシϟώ大学学部 όングラσシϡ 12月27日

� ．ւ֎େ学ɾؔػとの学術ɾ学生交流協定

　本学では、組織的・計画的な研究者・学生の交流ٴび教育研究に関する報交換等を推進するため、ੵۃ
的に大学間学術交流協定を締結している。2017年 3 月31日現在、18ϱ国47大学 1 機関との大学間学術交流協
定を締結している΄か、各部ہにおいても༷々な学術交流協定を締結している。
　一ཡはᶚɽࢿྉに掲載し、本年度に৽規締結した協定大学等のৄࡉを以下に記載する。

本に৽ن締結ͨ͠協定େ学

大学間

ฏ��ʹ৽ن締結ͨ͠学術交流協定大学ɿ � ϱࠃ � 大学
ᶃϚϨʔγΞࠃຽ大学ʢϚϨʔγΞʣ

֓ཁ

1970年に設ཱされたϚϨーシΞを代表する 5 つの研究大学のͻとつ。首ク
Ξラルンプールೆ東セランΰールभόンΪにҐ置する。27000໊の学生が
13の学部ٴび研究科で学Ϳ૯߹大学である。研究だけでなく国際Ϩベルでの
Ξカσϛックなプログラム等の実が高いධՁを得ており、༷々な大学ラン
ΩングでৗにϚϨーシΞ国内最上ҐにҐ置している。ϚϨー語での໊শ
6niWersiti KeCanHsaan .alaZsia の಄文ࣈを取って 6K. とݺれる。

目的

本学の工学部、教育学部、応用生科学部、連߹学研究科をத৺としたෳ
数の部ہでの教育・研究活動における交流が期できる。また、本学におけ
る戦略的にॏཁな大学の一つとҐ置け、ジϣイントσΟグリープログラム
の開発が進められている。

協定発ޮ日 9 月21日 協定期間 5 年間

年間交換留学Մ能学生数 2 ໊

ᶄϚΪϧ大学ʢΧφμʣ

֓ཁ

1821年に設ཱされたカナμで最も歴史ある大学の一つで、Ϟントリオールࢢ
のத৺部とセントルイスބ൞に 2 つの๛かなΩϟンύスを有する。
学生40000人の25ˋを留学生がめる国際的な大学である。各におい
て༏れた教育研究が行Θれており、学際的な交流も活発である。特に医学
における人ࡐ育成は高い実をތり、医学ത࢜のഐ出数は12年連ଓでカナ
μ国内トップをҡ࣋している。

目的
医学教育における交流が年々増Ճしており、本学医学教育開発研究セン
ターの教員だけでなく、医学部・医学部ෟଐපӃ、岐阜ݝ医ࢣ育成・確保コ
ンιーシΞムなͲの教育スタッϑとの更なる交流が期される。

協定発ޮ日 2017年 3 月 8 日 協定期間 5 年間

年間交換留学Մ能学生数 ແ
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Gifu

େ学ؒ学術交流協定締結େ学ɾؔػ�
ʢ��1� �݄�1ݱ在ʣ

Gifu

パンノン大学／ハンガリー
（���1�݄�協定క݁）

パリ第11大学／フランス
（��1�1�݄1�協定క݁）

ノーザンケンタッキ一大学／アメリカ
（1����݄��協定క݁）

アンダラス大学／インドネシア
（���1�݄��協定క݁）

木浦大学校／韓国
（�����݄��協定క݁）

バングラデシュ農業大学／バングラデシュ
（���1�݄��協定క݁）

ソウル科学技術大学校／韓国
（1����݄1�協定క݁）

エルフルト大学／ドイツ
（����1�݄�協定క݁）

シバジ大学／インド
（�����݄1�協定క݁）
インド工科大学
グワハティ校／インド
（��15�݄��協定క݁）

シドニー工科大学／オーストラリア
（�����݄1�協定క݁）
シドニー大学／オーストラリア
（��1�1�݄5協定క݁）

カセサート大学／タイ
（1����݄5協定క݁）

バイロイト大学／ドイツ
（�����݄��協定క݁）

ダッカ大学／バングラデシュ
（�����݄1�協定క݁）

ユタ大学／アメリカ
（1���5݄��協定క݁）

モンクット王トンブリ工科大学／タイ
（���51݄1�協定క݁）

タイ教育省基礎教育委員会／タイ
（��15�݄1�協定క݁）

ユタ州立大学／アメリカ
（1���5݄��協定క݁）

カンピーナス大学／ブラジル
（1����݄��協定క݁）

電子科技大学／中国
（1����݄�1協定క݁）

サンディエゴ州立大学／アメリカ
（1��55݄�協定క݁）

ベンハ一大学／エジプト
（�����݄1�協定క݁）

江南大学／中国
（1����݄�協定క݁）

高麗大学校／韓国
（��1�1݄15協定క݁）

広西大学／中国
（1����݄��協定క݁）

ハノイ工科大学／ベトナム
（1����݄��協定క݁）

華僑大学／中国
（���5�݄��協定క݁）

カウナス工科大学／リトアニア
（��1��݄�協定క݁）

ヴィータウタス・マグヌス大学／リトアニア
（��1�1݄1�協定క݁）

西南交通大学／中国
（�����݄5協定క݁）

浙江大学／中国
（1����݄�1協定క݁）

ウェストバージニア大学／アメリカ
（1���1�݄1�協定క݁）

マギル大学／カナダ
（��1��݄�協定క݁）

スブラス・マレット大学／インドネシア
（��1��݄�協定క݁）

マレーシア国民大学／マレーシア
（��1��݄�1協定క݁）

チェンマイ大学／タイ
（�����݄�協定క݁）

同済大学／中国
（�����݄1�協定క݁）

ランポン大学／インドネシア
（�����݄�5協定క݁）
ボゴール農科大学／インドネシア
（��1�1�݄�協定క݁）
ガジャマダ大学／インドネシア
（��1��݄1�協定క݁）

吉林大学／中国
（����5݄��協定క݁）

内蒙古師範大学／中国
（��11�݄�協定క݁）

アルバータ大学／カナダ
（��1��݄�1協定క݁）

内蒙古大学／中国
（������協定క݁）ルンド大学／スウェーデン

（1����݄1�協定క݁）

グリフィス大学／オーストラリア
（1��5�݄�協定క݁）

内蒙古農業大学／中国
（�����݄�協定క݁）
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本学学生のւ֎派遣࣮

　本学学生の大学を௨͡た海外渡航実は以下の௨りである。なお、ࢲ事渡航に対してもਃがあり࠾さ
れた߹、岐阜大学基ۚ等から支援している߹があるが、本リストには掲載していない。
　本学学生の海外渡航支援内容については、̡ 海外渡航支援事ۀ（一部ൈਮ）r（Q�15）をࢀরされたい。

ຊ学学ੜのւ֎ߤ
種ผ 渡航学生 渡航ઌ 期間 උ考ʲ助成ۚなͲʳ学部学科 学年 国 大学・機関等

部
局
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
渡
航

教
育
学
部

૯߹文化海外実習

教育学部ӳ語教育 4

Ξϝリカ ϊーβンέンタッΩー大学 2016�8�26ʵ9�16

ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部ӳ語教育 4 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部ӳ語教育 1 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部ӳ語教育 1 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部国語教育 1 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部ཧ科教育 1 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部ӳ語教育 1 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部ӳ語教育 1 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部ࣾ会教育 1 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部ӳ語教育 1 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
応用生科学研究科応用
生໋科学ઐ߈ . 1

医
学
部

海外ྟচ実習プログラム

医学部医学科 6 オーストラリΞ シυχー大学 2016�6�6ô7�1
医学部医学科 6 オーストリΞ Οーン医科大学 2016�5�1ô6�5 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部医学科 6 オーストラリΞ シυχー大学 2016�4�2ô5�5 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部医学科 6 オーストラリΞ 2016�5�1ô5�31 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ

医学部医学科 6 Ξϝリカ、オース
トラリΞ

カリϑΥルχΞ大学サンϑラ
ンシスコ校、シυχー大学 2016�4�25ô7�1

医学部医学科 6 カナμ ϚΪル大学 2016�5�29ô7�1
医学部医学科 6 Ξϝリカ ϛシΨン大学 2016�5�4ô6�4 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部医学科 5 Ξϝリカ オϨΰン݈߁科学大学 2017�3�13ô3�24 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部医学科 5 オーストラリΞ シυχー大学 2017�2�5ô3�4
医学部医学科 5 2017�3�4ô4�2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部医学科 5 イΪリス プリϚス大学 2017�3�4ô4�1
医学部医学科 5 オーストラリΞ シυχー大学 2017�2�5ô3�7

医学部医学科 5 Ξϝリカ、
オーストラリΞ

シυχーΩϝルϝσΟカル大学、
オϨΰン݈߁科学大学、ϑロリ
μ国際大学

2017�1�9ô3�5

医学部医学科 5 Ξϝリカ ϰΝージχΞ大学 2017�3�4ô5�1

医学部医学科 5 オーストラリΞ、
カナμ シυχー大学、ϚΪル大学 2017�3�31ô6�4

短期ޢ研修

医学部ޢ学科 2

χϡージーランυ Ϛψカ工科大学 2017�2�25ô3�5

ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
医学部ޢ学科 2 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ

工
学
部
・
工
学
研
究
科

グローカルリーμーཆ
成のためのインストラ
クシϣナル・インター
ンシッププログラム

工学研究科生໋工学ઐ߈ . 1
ϚϨーシΞ ϚϨーシΞ国ຽ大学 

2016�9�5ô10�12 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学研究科生໋工学ઐ߈ . 1 2016�9�5ô10�12 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学研究科環ڥΤネル
Ϊーシスςムઐ߈ . 1 インυネシΞ ブラϰΟジϟϠ大学 2016�8�18ô9�28 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ
工学研究科環ڥΤネル
Ϊーシスςムઐ߈ . 1 ϛϟンϚー ϚンμϨー大学 2016�8�16ô9�26 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ
工学研究科環ڥΤネル
Ϊーシスςムઐ߈ . 1 オーストラリΞ χϡーサスΣールζ大学 2016�8�18ô9�29 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ
工学研究科環ڥΤネル
Ϊーシスςムઐ߈ . 1

Ξϝリカ
Ϛサνϡーセッツ工科大学 2016�8�22ô9�4 ʦ工学部後援会ʧ

工学研究科環ڥΤネル
Ϊーシスςムઐ߈ . 1 カリϑΥルχΞ大学Ξーόイ

ン校 2016�8�22ô9�16 ʦ工学部後援会ʧ

工学部海外派遣プログ
ラム（協定派遣）

工学研究科人間報シス
ςム工学ઐ߈ . 1 スϖイン Ϛυリッυ・カルロス 3 世大

学 2016�9�7ô9�28 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学研究科生໋工学ઐ߈ . 1 Ξϝリカ ユタ大学 2016�9�12ô10�8 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学研究科機ցシスςム
工学ઐ߈ . 2 υイツ υルトムント工科大学 2016�10�27ô

2017�1�23
ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

ਓཹ学生在੶ࠃ֎

　2016年 5 月 1 日現在の岐阜大学の外国人留学生在੶者数は329໊（૯学生数7422໊の4�4ˋ）で、લ年 5 月
1 日現在の311໊とൺ18໊（5�8ˋ）増Ճした。
　出国ผに見た߹、上Ґ 3 ϱ国はத国148໊（45ˋ、લ年度ʴ11໊）、インυネシΞ37໊（11ˋ、લ年度
ʴ 7 ໊）、ϚϨーシΞ26໊（ 8 ˋ、લ年度ʵ 1 ໊）であり、࣍いでόングラσシϡ23໊（ 7 ˋ、લ年度ʴ 5 ໊）、
ベトナム17໊（ 5 ˋ、લ年度ʵ 3 ໊）、ؖ国14໊（ 4 ˋ、લ年度ʵ 2 ໊）、タイ14໊（ 4 ˋ、લ年度ʴ 4 ໊）
のॱとなる。Ҭผに見た߹、 9 ׂがΞジΞからの学生であり、࣍いでத東（2�7ˋ）、Ξϑリカ、Ϥーロッ
ύ（共に2�4ˋ）という内༁となっている。

学෦ɾڀݚՊผ༁�
学部 修࢜ ത࢜ ඇ正規生

（日研生等） 計
正規 ඇ正規 正規 ඇ正規 正規 ඇ正規

教育学部ʗ教育学研究科（修࢜） 1 6 4 1 12

Ҭ科学部ʗҬ科学研究科（修࢜） 8 19 17 1 45

医学部（医学科・ޢ学科）ʗ
医学ܥ研究科（修࢜・ത࢜・લ期・後期）

2 1 0 0 10 0 13

工学部ʗ工学研究科（લ期・後期） 32 8 42 2 30 0 114

応用生科学部ʗ
応用生科学研究科（修࢜）

4 3 35 1 43

連߹学研究科（ത࢜） 43（38） 0 43（38）

連߹्医学研究科（ത࢜） 40（12） 0 40（12）

連߹創ༀ医ྍ報研究科（ത࢜） 2（ 2 ） 0 2（ 2 ）

流Ҭݍ科学研究センター 1 1

留学生センター 16 16

生໋科学૯߹研究支援センター 0 0

計 47 37 98 5 125（92） 1 16 329（296）
（ ）� 置校が岐阜大学の学生

˞外国人留学生のඇ正規生の在੶は以下のとおり
　研究生、（外国人）特ผ研究学生、科目等ཤ修生、ௌߨ生、（外国人）特ผௌߨ学生、日本語・日本文化研修留学生、国費日

本語研修留学生等（サϚースクール、Οンタースクール等のࢀՃ者は含まない）

ԉࢧΑΔཹ学ੜのʹۚجෞ大学ذ
ۀࣄԉࢧਓཹ学ੜࠃ֎
本学に在੶する外国人留学生の教育研究に関する各種活動を支援し、学生生活の݈全な発展をਤる。
　ᶃࢲ費外国人留学生学ࢿ援助：月ֹ 3 万ԁʷ 5 ໊
　ᶄࢲ費外国人留学生の学生教育研究ࡂই保ٴݥびಉଳഛঈ任保ݥの支援：257໊
　ᶅそのଞにି出修ཧ・ߪ入、留学生関係ॾ行事援助、留学生一時ۚି等



1� 1�国際化推ਐମ੍ 国際化推ਐମ੍

ᶗ ᶗ

部
局
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
渡
航

連
合
農
学
研
究
科

国際学会研究発表等

連߹学研究科生ࢿ源
科学ઐ߈ % 3 νリ 4onesta )otel ConceQcion 2016�11�11ô11�18 ˞留学生

連߹学研究科生生࢈
科学ઐ߈ % 3 スリランカ BerKaZa )otel ColoNCo 2016�10�18ô10�23 ˞留学生

連߹学研究科生生࢈
科学ઐ߈ % 3 ϛϟンϚー Ϡンΰン大学 2016�12�2ô12�11 ˞留学生

研究
インターンシップ

連߹学研究科生環ڥ
科学ઐ߈ % 2 インυネシΞ ΨジϟϚμ大学、(reat PinaQQle 

Co�、ランポン大学 2016�10�11ô11�11 ʦ機能強化ܦ費（教育）ʧ
˞留学生　

連߹学研究科生ࢿ源
科学ઐ߈ % 2 タイ νϡラロンコン大学 2016�11�20ô11�30 ʦ機能強化ܦ費（教育）ʧ

˞留学生　
連߹学研究科生ࢿ源
科学ઐ߈ % 2 タイ νϡラロンコン大学 2017�1�6ô2�18 ʦ機能強化ܦ費（教育）ʧ

˞留学生　
連߹学研究科生ࢿ源
科学ઐ߈ % 1 インυ インυ工科大学グϫϋςΟ校 2017�1�6ô2�28 ʦ機能強化ܦ費（教育）ʧ

連
合
獣
医
学
研
究
科

国際学会研究発表等

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2

 国ཱத興大学

2017�2�19ô2�21 ˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 3 2017�2�19ô2�21 ˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 3 2017�2�19ô2�21

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 2017�2�19ô2�21

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 2017�2�19ô2�21 ˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 2017�2�19ô2�21 ˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 2017�2�19ô2�21 ˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 2017�2�19ô2�21 ˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 2017�2�19ô2�21 ˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 2017�2�19ô2�21 ˞留学生　

海外派遣プログラム

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 4 Ξϝリカ A N e r i c a n  4 o c i e t Z  G o r 

7iroloHZ 2016 2016�6�18ô6�22 ʦ海外派遣プログラム
（研究科ܦྔࡋ費）ʧ

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 ϑランス、ベル

Ϊー

18th International ConHress on 
AniNal ReQroEuction 5he 
International &Ruine &NCrZo 
5ransGer 4ZNQosiuN 

2016�6�26ô7�3 ʦ海外派遣プログラム
（研究科ܦྔࡋ費）ʧ

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 3 Ξイルランυ 8orlE Buiatrics ConHress

（8BC
 2016 2016�7�3ô7�8 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ　˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 3 Ξϝリカ 2016 Joint Annual .eetinH 

（JA.
 2016�7�19ô7�23 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ　˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 4 ϑΟンランυ

5 h e  1 2 t h  & u r o Q e a n 
. u l t i c o l l o R u i u N  o G 
ParasitoloHZ

2016�7�20ô7�24 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ　˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 4 トルコ

I C 7 P ' . B  2 0 1 6  �  1 8 t h 
International ConGerence on 
7eterinarZ PoultrZ 'arNinH 
.atinH anE BreeEinH

2016�7�21ô7�22 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ　˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 4 Ξϝリカ

4 1 s t  A N N 6 A - 
I N 5 & R N A 5 I 0 N A - 
)&RP&47IR64 80RK4)0P

2016�7�23ô7�27 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 3 த国 17th International ConHress oG 

&nEorcrinoloHZ 2016�8�31ô9�4 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ　˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 ルーϚχΞ 5he 7 th &uroQean conHress 

oG aQiiEoloHZ 2016�9�7ô9�9 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ　˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 4 スΣーσン

ConHress oG the &uroQean 
C o l l e H e  o G  7 e t e r i n a r Z 
International .eEicine

2016�9�8ô9�10 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ　˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 スϖイン 14th &uroQean ConHress oG 

5oYicoloHic PatholoHZ 2016�9�20ô9�23 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 3 スϖイン 14th &uroQean ConHress oG 

5oYicoloHic PatholoHZ 2016�9�20ô9�23 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 3 υイツ the 6 th &uroQean ConHress 

oG 7iroloHZ 2016�10�19ô10�22 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ　˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 3 Ξϝリカ Neuroscience 2016 2016�11�12ô11�16 ʦ海外派遣プログラム（研究

科ܦྔࡋ費）ʧ
連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 4 Ξϝリカ Cel l  Bio loHZ 2016 A4CB 

Annual .eetinH 2016�12�3ô12�7 ʦ海外派遣プログラム（研究
科ܦྔࡋ費）ʧ　˞留学生　

若ख研究者
育成プログラム

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 2 Ξϝリカ 2016 AC7P anE A47CP 

Concurrent Annual .eetinH 2016�12�3ô12�10 ʦ若ख研究者育成プログラム
（研究科ܦྔࡋ費）ʧ

そのଞ（研究・ௐࠪ等含む）

医学部ޢ学科 1 ϑΟリピン 5AR(&5 (loCal &nHl ish 
AcaEeNZ 5AR(&5 5 2016�8�6ô9�4 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ

医学部ޢ学科 3 ϑΟリピン C 2  6Cec &nHlish AcaEeNZ 2016�8�21ô9�10 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ

工学部化学・生໋工学科 2 ϑΟリピン C 2  6 B & C  & N ( - I 4 ) 
ACA%&.: 2017�2�26ô4�1 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ

応用生科学研究科生࢈
環ڥ科学ઐ߈ . 1 ラオス ArEa -aos 2017�2�18ô3�31 ˞留学生　

連߹学研究科生ࢿ源
科学ઐ߈ . 2 ポルトΨル BioencaQsulation Research 

(rouQ 2016�9�19ô9�24 ˞留学生　

連߹学研究科生生࢈
科学ઐ߈ . 2 த国 内Ϟンΰル自治۠・ๆࢢ 2017�2�17ô3�9 ˞留学生　

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ . 2 Ψンμ ϚέϨϨ大学 2017�2�5ô2�19 ˞留学生　

工学研究科生໋工学ઐ߈ . 1 Ξϝリカ 国ཱӴ生研究ॴ 2015�10�11ô
2016�10�10 ʦ岐阜大学基ۚ（ 3 ） ᶃʧ

応用生科学研究科応用
生໋科学ઐ߈ . 1 オランμ ϫーήχンήン大学 2016�10�13ô2017�9�30ʦトϏタςʂ留学 JAPANʧ

部
局
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
渡
航

工
学
部
・
工
学
研
究
科

工学部海外派遣プログ
ラム（協定派遣）

工学研究科ࣾ会基൫工学
ઐ߈ . 2

オーストラリΞ

グリϑΟス大学
2016�9�13ô11�11 ʦ工学部後援会ʧ

工学研究科環ڥΤネル
Ϊーシスςムઐ߈ . 1 2016�8�4ô10�7 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ
工学研究科機能ࡐྉ工学
ઐ߈ . 1

χϡーサスΣールζ大学
2016�8�30ô9�29 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部化学・生໋工学科　 4 2016�8�30ô9�29 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学研究科ࣾ会基൫工学
ઐ߈ . 1

ؖ国

ೆ大学校 2016�8�8ô9�5 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部化学・生໋工学科　 4

全ೆ大学校

2016�8�31ô9�21 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部化学・生໋工学科　 4 2016�8�31ô9�21 ʦ工学部後援会ʧ
工学研究科環ڥΤネル
Ϊーシスςムઐ߈ . 1 2016�8�31ô9�21 ʦ工学部後援会ʧ

工学研究科機能ࡐྉ工学
ઐ߈ . 1 2016�8�31ô9�21 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ
工学研究科機能ࡐྉ工学
ઐ߈ . 1 大学校工科大学ܚ 2016�7�25ô8�26 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部化学・生໋工学科　 3

インυネシΞ

Ξンμラス大学 2016�8�27ô9�30 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部化学・生໋工学科　 4 2016�8�27ô9�30 ʦ工学部後援会ʧ
工学部ి気ి子・報工
学科 3 ベングル大学 2016�9�3ô9�30 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ
工学部ి気ి子・報工
学科 3 ブラϰΟジϟϠ大学 2016�8�18ô9�16 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部数ཧσβイン工学科 4 ύμンभཱ大学 2016�8�27ô9�20 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部応用化学ઐ߈ . 1

ϚϨーシΞ

ϚϨーシΞ国ຽ大学 2016�9�5ô9�27 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部化学・生໋工学科　 3 2016�9�12ô9�30
工学研究科環ڥΤネル
Ϊーシスςムઐ߈ . 1 トΡンク・ΞブυΡル・ラー

Ϛン大学 
2016�8�8ô8�26 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部化学・生໋工学科　 3 2016�8�8ô9�12 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学研究科環ڥΤネル
Ϊーシスςムઐ߈ . 1 タイ νϡラロンコン大学 2016�8�10ô9�3 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部化学・生໋工学科　 4 ϋンΨリー ύンϊン大学 2016�9�3ô9�27 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部化学・生໋工学科　 4 2016�9�3ô9�27 ʦ工学部後援会ʧ

工学部ࣾ会基൫工学科 3
インυ

サー・ύラシϡラムブ大学 2016�9�7ô9�30 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部機ց工学科 4 インυ工科大学グϫϋςΟ校 2016�9�13ô10�4
工学部機ց工学科 4 2016�9�13ô10�4

工学部ࣾ会基൫工学科 4 έχΞ σΟμンΩϚςΟ工科大学 2016�8�21ô9�22 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

工学部機ց工学科 4 ブラジル カンピーナス大学 2016�9�15ô10�14 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣） 工学部後援会ʧ

応
用
生
物
科
学
部
・
応
用
生
物
科
学
研
究
科

৯・環ڥόイオςク
ϊロジーのグロー
όル職ۀ人ཆ成プログ
ラム

応用生科学部生࢈環ڥ
科学課ఔ 4

カナμ Ξルόータ大学
2016�11�1ô12�15 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学研究科生࢈
環ڥ科学ઐ߈ . 1 2016�11�1ô12�15 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学部生࢈環ڥ
科学課ఔ 3 インυネシΞ スブラス・ϚϨット大学 2016�9�5ô9�15 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学部応用生໋
科学課ఔ 3

タイ νϡラロンコン大学

2016�10�2ô10�13 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

応用生科学部生࢈環ڥ
科学課ఔ 4 2016�11�16ô11�25 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学部生࢈環ڥ
科学課ఔ 4 2016�11�16ô11�25 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学研究科生࢈
環ڥ科学ઐ߈ . 2 த国 広大学 2016�9�2ô10�5 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学部生࢈環ڥ
科学課ఔ 3 インυネシΞ スブラス・ϚϨット大学 2016�9�5ô9�15

応
用
生
物
科
学
部
・
応
用
生
物
科
学
研
究
科
・

連
合
農
学
研
究
科

生多༷性とҨࢿ源
に係るೆ部ΞジΞ国際
協ಇ教育プログラム

応用生科学研究科生࢈
環ڥ科学ઐ߈ . 2

タイ

νϡラロンコン大学 2016�11�1ô12�1 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

応用生科学研究科応用
生໋科学ઐ߈ . 1

カセサート大学
2016�10�28ô12�1 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学研究科応用
生໋科学ઐ߈ . 1 2016�11�13ô12�1 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学研究科応用
生໋科学ઐ߈ . 1 νϡラロンコン大学 2017�1�6ô2�18

応用生科学研究科応用
生໋科学ઐ߈ . 2 νϡラロンコン大学 2016�11�6ô12�6 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学研究科応用
生໋科学ઐ߈ . 1 インυ インυ工科大学グϫϋςΟ校 2016�12�18ô

2017�1�31
ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

応用生科学研究科応用
生໋科学ઐ߈ . 2 インυネシΞ ΨジϟϚμ大学 2016�12�2ô2017�1�20 ˞留学生

連
合
農
学
研
究
科

国際学会研究発表等

連߹学研究科生生࢈
科学ઐ߈ % 2 த国 CenturZ CitZ International 

ConWention Center 2016�9�25ô9�28 ˞留学生

連߹学研究科生ࢿ源
科学ઐ߈ % 3 イΪリス RoZal %uClin 4ocietZ 2016�8�19ô8�27 ˞留学生

連߹学研究科生ࢿ源
科学ઐ߈ % 3 カナμ トロント大学 2016�7�24ô8�2 ˞留学生

連߹学研究科生ࢿ源
科学ઐ߈ % 1 υイツ ϑンϘルト大学 2016�7�17ô9�19

連߹学研究科生環ڥ
科学ઐ߈ % 3 ポーランυ、トル

コ
ϫルシϟϫ大学、 セルνϡク
大学 2016�9�24ô10�1 ˞留学生
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そのଞ（研究・ௐࠪ等含む）

連߹्医学研究科्医学
ઐ߈ % 1 Ξϝリカ ςϡϨーン大学 2016�10�1ô2017�9�30 ʦトϏタςʂ留学 JAPANʧ

工学研究科生໋工学ઐ߈ . 1 Ξϝリカ 国ཱӴ生研究ॴ 2016�10�1ô2017�9�30 ʦトϏタςʂ留学 JAPANʧ
工学研究科機ցシスςム
工学ઐ߈ . 2 シンΨポール シンΨポール国ཱ大学 2016�10�26ô2017�2�28ʦトϏタςʂ留学 JAPANʧ

交換留学

教育学部ٕ術教育࠲ߨ 3

Ξϝリカ
ΣストόージχΞ大学

2015�8�9ô2016�5�12 ʦ岐阜大学基ۚ（ 2 ）ᶃ ʧ
教育学部ӳ語教育࠲ߨ 3 2015�8�9ô2016�5�12 ʦ岐阜大学基ۚ（ 2 ）ᶃ ʧ
教育学部ӳ語教育࠲ߨ 3

ϊーβンέンタッΩー大学
2015�8�9ô2016�5�30 ʦ岐阜大学基ۚ（ 2 ）ᶃ ʧ

教育学部ӳ語教育࠲ߨ 3 2015�8�9ô2016�5�30
Ҭ科学部Ҭ文化学科 2

オーストラリΞ シυχー工科大学
2015�7�17ô2016�7�15

工学部ࣾ会基൫工学科 2 2015�7�17ô2016�7�15
教育学部ӳ語教育࠲ߨ 3 Ξϝリカ ϊーβンέンタッΩー大学 2016�8�14ô2017�5�13 ʦ岐阜大学基ۚ（ 2 ）ᶃ ʧ
工学部ి気ి子報
工学科 3 オーストラリΞ グリϑΟス大学 2016�8�12ô2017�9�20 ʦ岐阜大学基ۚ（ 2 ）ᶃ ʧ

工学部機ց工学科 3 υイツ όイロイト大学 2016�9�23ô2017�8�1
教育学部特ผ支援 3 タイ カセサート大学 2016�8�2ô2017�5�31
教育学部ӳ語教育࠲ߨ 3

オーストラリΞ シυχー工科大学
2016�7�21ô2017�7�19

工学部機ց工学科 3 2016�7�19ô2017�7�17

岐阜大学サϚースクール
プログラム

教育学部ٕ術教育࠲ߨ 1

オーストラリΞ グリϑΟス大学

2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

Ҭ科学部 1 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

Ҭ科学部 1 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

Ҭ科学部 2 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

医学部医学科 1 2016�8�10ʵ9�18

工学部ࣾ会基൫工学科 1 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

工学部機ց工学科 1 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

工学部機ց工学科 1 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

工学部機ց工学科 2 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

工学部化学・生໋工学科 2 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

工学部化学・生໋工学科 3 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

工学部機ց工学科 3 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

工学部機ց工学科 3 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度
（協定派遣）ʧ

工学研究科ࣾ会基൫工学
ઐ߈ . 1 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学部生࢈環ڥ
科学課ఔ 1 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
応用生科学部応用生໋
科学課ఔ 2 2016�8�10ʵ9�18 ʦJA440 海外留学支援制度

（協定派遣）ʧ
工学研究科ࣾ会基൫工学
ઐ߈ . 2

ؖ国 ιル科学ٕ術大学校
2016�7�24ʵ8�5

工学研究科生࢈開発シス
ςム工学ઐ߈ % 1 2016�7�24ʵ8�5 ˞留学生

Ҭ科学部Ҭ政策学科 3
ؖ国 Ӝ大学校

2016�8�2ʵ8�12
応用生科学部応用生໋
科学課ఔ 3 2016�8�2ʵ8�12

4 大学連ܞ事ۀ
Ն期研修プログラム

応用生科学部応用生໋
科学課ఔ 1

Ξϝリカ ϊースカロライナ大学
2016�8�28ʵ9�17

工学研究科人間報シス
ςム工学ઐ߈年 % 1 2016�8�28ʵ9�17

教育学部ࣾ会科教育 2
த国 ಉࡁ大学

2016�8�8ô8�22 ʦ岐阜大学基ۚ（ 1 ）ʧ
教育学部ࣾ会科教育 2 2016�8�8ô8�22
教育学部ٕ術教育 2

υイツ ϑライブルク
2017�3�2ô3�29

工学部機ց工学科 1 2017�3�2ô3�29
工学部化学・生໋工学科 1 2017�3�2ô3�29

ʲւ֎ࢧߤԉۀࣄʢҰ෦ൈਮʣr
ԉࢧߤΑΔຊ学学ੜのւ֎ʹۚجෞ大学ذ

ʢ 1 ʣظւ֎ݚम学ۚॿۀࣄʢظւ֎ݚमのࢧԉʣ
　　短期（ 6 ϱ月ະຬ）で海外研修する学部学生に対し、海外ݧܦの機会を促進し、国際交流ҙࣝを高め、

国際֮ײをඋえた人ࡐのཆ成をਤることを目的に支援した。
　　˞当初༧ࢉ枠（20໊）をえるਃがあったため、ผ్、特定事ۀ「国際交流促進のための学دෟۚ」ܦ費等より13໊

ิరした。

ʢ � ʣࡍࠃ交流ଅਐのͨΊの学دෟۚのࢧԉ
　ᶃ短期留学（派遣）学ۚ
　　本学と学術交流協定を締結している外国の大学に（年から 1 年間）留学する༏लな学生に対し支援し

た。
　ᶄ༏ल学生の海外派遣プログラム助成
　　学生表জ者ٴび応援学生を主な対象として、学術交流協定を締結している外国の大学での短期間プロ

グラム等へࢀՃする学生に支援した。
ʢ � ʣόϩʔɾ7 υϥοάւ֎ݚम学ۚॿۀࣄ
　　海外の大学、研究機関等において研究を行う大学Ӄ生に対し、学生としての࣭ࢿの向上、国際的人ࡐ育

成を目的に支援した。

τϏλςʂཹ学 +"1"/�ͱʁ
　文部科学省は、ҙཉと能力のある全ての日本の若者が、海外留学に自ら一าを౿み出す気ӡをৢ成
することを目的として、2013年10月より留学促進Ωϟンϖーン「トϏタς � 留学 JAPAN」を開始し
ました。政府だけでなく、ࣾ会૯ֻかりで取り組むことにより大きなޮՌが得られるものと考え、各
で活༂されているํ々やຽ間ۀاからのޚ支援やدޚෟなͲにより、官ຽ協ಇで「グローόル人
。していますࢦの育成を目ࡐ成し、কདྷ世քで活༂できるグローόル人ܗ育成コϛϡχςΟ」をࡐ
　本学ではこのプログラムによりこれまでに 8 ໊の学生が世քにඈびཱͪ、平成29年度は更に 1 ໊の
派遣が決定しています。ؼ国後は海外体ݧのັ力をえるΤϰΝンジΣリスト（ಓࢣ）として日本
全体の留学機ӡを高めることにݙߩすることが期されています。

トϏタςʂ岐阜大生ʂʂ
本学の࠾用実は࣍の௨りです。

平成26年度
2014年 9 月ʵ2015年 3 月 ϝルϘルン大学 オーストラリΞ
2014年12月ʵ2015年 9 月 ϝルϘルン大学 オーストラリΞ
2014年 9 月ʵ2016年 9 月 ランΨラカϨッジ カナμ

平成27年度 2015年 9 月ʵ2016年 3 月 ベルリン自༝大学 υイツ

平成28年度

2016年10月ʵ2017年 9 月 ϫーήχンήン大学、ルー
ϰΝンカトリック大学

オランμ、ベルΪー

2016年10月ʵ2017年 9 月 ςϡϨーン大学 Ξϝリカ
2016年10月ʵ2017年 9 月 国ཱӴ生研究ॴ Ξϝリカ
2016年10月ʵ2017年 3 月 シンΨポール国ཱ大学 シンΨポール

平成29年度（༧定） 2017年 9 月ʵ2018年 8 月 Ξルόータ大学 カナμ
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本学ڭ৬һ派遣࣮�
ʢฏ��ւ֎ऀߤௐʢԆਓʣʣ

部໊ہ 出ு 研修 ߹計
教育学部・教育研究科 54（11） 2（ 0 ） 56（11）
Ҭ科学部・Ҭ科学研究科 20（ 3 ） 0（ 0 ） 20（ 3 ）
医学部・医学ܥ研究科 93（ 1 ） 2（ 0 ） 95（ 1 ）
医学部ෟଐපӃ 47（ 1 ） 14（ 0 ） 61（ 1 ）
工学部・工学研究科 193（35） 15（ 0 ） 208（35）
応用生科学部・応用生科学研究科 119（27） 3（ 0 ） 122（27）
連߹学研究科 4（ 4 ） 0（ 0 ） 4（ 4 ）
連߹्医学研究科 8（ 0 ） 0（ 0 ） 8（ 0 ）
連߹創ༀ医ྍ報研究科 1（ 0 ） 0（ 0 ） 1（ 0 ）
流Ҭݍ科学研究センター 21（ 1 ） 0（ 0 ） 21（ 1 ）
生໋科学૯߹研究支援センター 4（ 0 ） 0（ 0 ） 4（ 0 ）
留学生センター 3（ 0 ） 0（ 0 ） 3（ 0 ）
保݈ཧセンター 10（ 0 ） 3（ 0 ） 13（ 0 ）
研究推進・ࣾ会連ܞ機ߏ 3（ 0 ） 0（ 0 ） 3（ 0 ）
Ҭ協学センター 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）
૯߹報ϝσΟΞセンター 3（ 0 ） 0（ 0 ） 3（ 0 ）
本部 17（15） 2（ 0 ） 19（14）

߹計 600（98） 41（ 0 ） 641（98）
うͪ（ ）内は協定大学

�ɾདྷ๚ऀडೖ࣮ऀڀݚਓࠃ֎
ʢฏ��֎ࠃਓऀڀݚɾདྷ๚ऀडೖௐʢԆਓʣʣ

部໊ہ 研究者 དྷ๚者 国（研究者） 国（དྷ๚者） ߹計
教育学部・教育研究科 1（ 0 ）10（ 4 ）Τジプト Ξϝリカ、イΪリス、ؖ 国、、த国 11（ 4 ）
Ҭ科学部・Ҭ科学研究科 1（ 0 ） 0（ 0 ）த国 1（ 0 ）

医学部・医学ܥ研究科 5（ 2 ）19（ 3 ）Τジプト、த国 Ξϝリカ、カナμ、ؖ 国、スイス、த
国、ϑΟリピン、ϑΟンランυ 24（ 5 ）

医学部ෟଐපӃ 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

工学部・工学研究科 28（11）19（10）
イΪリス、インυ、インυネシΞ、イ
ラン、Τジプト、タイ、த国、ナイジΣ
リΞ、東ςΟϞール、ルーϚχΞ

Ξϝリカ、インυ、インυネシΞ、
オーストラリΞ、オランμ、ؖ 国、タ
イ、、த国、υイツ、ϚϨーシΞ

47（21）

応用生科学部・応用生科学研究科 11（ 4 ） 4（ 1 ） インυ、Τジプト、த国、όングラσシϡ タイ、த国 15（ 5 ）

連߹学研究科 0（ 0 ）31（26） インυ、インυネシΞ、カナμ、タイ、
όングラσシϡ、ϑΟジー、ベトナム 0（ 0 ）

連߹्医学研究科 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）
連߹創ༀ医ྍ報研究科 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）
流Ҭݍ科学研究センター 1（ 1 ） 5（ 4 ）インυネシΞ インυネシΞ、オーストラリΞ 6（ 5 ）
生໋科学૯߹研究支援センター 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）
留学生センター 0（ 0 ） 1（ 1 ） スΣーσン 1（ 1 ）
保݈ཧセンター 0（ 0 ） 3（ 2 ） Ξϝリカ、ϑΟリピン 3（ 2 ）
研究推進・ࣾ会連ܞ機ߏ 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）
Ҭ協学センター 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

本部 0（ 0 ）50（28）
Ξϝリカ、イΪリス、イタリΞ、インυ、イ
ンυネシΞ、カナμ、タイ、トルコ、ϑラン
ス、ベトナム、ϚϨーシΞ、ϛϟンϚー

50（28）

߹計 47（18） 142（79） 189（97）
うͪ（ ）内は協定大学

ˎདྷ๚者： 1 ϱ月ະຬ、研究者： 1 ϱ月以上。ᶚ � ྉのࢿ 5 ɽそのଞにڍげた「本年度࠾された国際共ಉ研究等」（Q�69）は
含まない。

ಈ׆協ྗࡍࠃ

　本学のཧ೦である「学び、究め、ݙߩする」に基づき、グローόルなࢹにおいてもࣾ会ݙߩ、また有ҝ
な人ࡐ育成を行うため、ੵۃ的な国際協力活動を行っている。これまで本学が行ってきた国際協力機ߏ

（JICA）によるઐՈ派遣ٴび外国人研修員受入等について、今後もҾきଓき協力を行うとಉ時に、海外の
大学ٴび関係機関等と国際的なネットϫークをߏஙし、教育研究の国際化をਤることで、世քに開かれた大
学を目ࢦす。

ຊʹ࣮͞ࢪΕͨࡍࠃ։ൃ協ྗҰཡʢ+*$" ʣۀࣄ
種ผ 国໊ プロジΣクト໊ 人数 協力期間

ௐࠪஂ員派遣

東ςΟϞール

東ςΟϞール国ཱ大学能力向上プロジΣク
トӡӦࢦಋௐࠪϑΣーζ 2（報工学） 3 ໊ 8�10ô8�21

東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロ
ジΣクトϑΣーζ 2（ి気・ి子工学） 1 ໊ 8�29ô9�4

東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロ
ジΣクトϑΣーζ 2（ి気・ి子工学） 1 ໊ 8�26ô8�31

ઐՈ派遣 東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロ
ジΣクトϑΣーζ 2（報工学） 1 ໊ 11�30ô12�11

受ୗ研修員受入

東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロ
ジΣクトϑΣーζ 2（ి気・ి子工学） 2 ໊ 2017�1�13ô2�9

東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロ
ジΣクトϑΣーζ 2（報工学） 2 ໊ 2017�1�13ô6�29

ઐՈ派遣

東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロ
ジΣクトϑΣーζ 2（ి気・ి子工学） 1 ໊ 2017�3�3ô3�12

東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロ
ジΣクトϑΣーζ 2（報工学） 2 ໊ 2017�3�13ô3�26

東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロ
ジΣクトϑΣーζ 2（ి気・ి子工学） 1 ໊ 2017�3�20ô3�29

+*$" ౦ςΟϞʔϧۀࣄ
　h 東ςΟϞールでは1999年 8 月のಠཱをう直ථ後のࠞཚにより、多くのॅຽがආを༨ّなくされ、
教育機関を含む的インϑラの 7 ׂ以上がഁյ・用ෆՄ能となるなͲਙ大なඃをඃった。東ςΟϞール
定行政౷治機ߏ（6N5A&5�&55A）は2000年11月に東ςΟϞール大学を開校。国りを୲うきٕ術ܥ人ࡐ
の育成の؍から、インυネシΞ時代のچ東ςΟϞール・ポリςクχックを体として工学部にి気 � ి子工
学科、機ց工学科、工学科を設置したが、東ςΟϞールでは高等ٕ術教育体制のඋ・ӡӦに係るݧܦ・
ࣝがෆ⾜しており、日本に支援をཁしてきた。
　日本としては、東ςΟϞールの支援ཁに応え、2001年より東ςΟϞール大学工学部各学科のカリΩϡラム
の策定、ٸۓແঈۚࢿ協力によるࢪ設෮چ・機ڙࡐ༩、ి気・ి 子工学科に対して実習ࢦಋのઐՈ派遣を行っ
てきたとこΖである。ɦ 1 ）

　本学は2003年から JICA 東ςΟϞール事ۀ「JICA 東ςΟϞール大学工学部支援プロジΣクト」、さらに2010
年からは第 2 ϑΣーζである「東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロジΣクト」 2 ）の協力機関として、ಉ
国を支援している。

1 ）東ςΟϞール大学工学部支援プロジΣクト：JICA )P　ࢀর
　　（httQ���XXX�Kica�Ho�KQ�QroKect�easttiNor�0601585�01�inEeY�htNl）
2 ）東ςΟϞール国ཱ大学工学部能力向上プロジΣクト：JICA )P　ࢀর
　　（httQ���XXX�Kica�Ho�KQ�QroKect�easttiNor�002�outline�inEeY�htNl）
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ݚظमϓϩάϥϜ

ʲαϚʔεΫʔϧʢՆظޠظ学ݚमɿݣʣr
　サϚースクールは、その国の言語や文化をूத的にษ強するプログラムであり、短期間海外で生活するこ
とで国際֮ײを高め、言語力を向上させ、今後の国際交流・海外留学等への契機となることを目的に実ࢪし
ている。今年度は、グリϑΟス大学（2002年開始）、ιル科学ٕ術大学校（2008年開始）、Ӝ大学校（2009
年開始）にՃえ、平成28年度よりࢀՃした 4 大学連ܞ事ݹ໊）ۀ大学・Ѫ教育大学・ࡾॏ大学・岐阜大
学連ܞ事ۀʀQ�30）により、ϊースカロライナभཱ大学とಉࡁ大学がサϚースクール派遣ઌにՃΘっている。

渡航ઌ ιル科学ٕ術大学校（ؖ国）

実ࢪ期間 2016年 7 月25日ʵ 8 月 5 日 在期間 2 ि間

内容 ؖ国語研修・文化体ݧ等

Ճ人数ࢀ 2 ໊ ॓ധ ιル科学ٕ術大学校学生ྈ

渡航ઌ Ӝ大学校（ؖ国）

実ࢪ期間 2016年 8 月 2 日ʵ 8 月12日 在期間 10日間

内容 ؖ国語研修・文化体ݧ等

Ճ人数ࢀ 2 ໊ ॓ധ Ӝ大学校学生ྈ

渡航ઌ グリϑΟス大学（ΰールυコーストΩϟンύス）（オーストラリΞ）

実ࢪ期間 2016年 8 月11日ʵ 9 月17日 在期間 5 ि間

内容 ӳ語研修

Ճ人数ࢀ 16໊ ॓ധ ϗームスςイ

渡航ઌ ϊースカロライナभཱ大学（Ξϝリカ）˞ 4 大学連ܞ事ۀ

実ࢪ期間 2016年 8 月28日ʵ 9 月17日 在期間 3 ि間

内容 Ξカσϛックӳ語ߨ習・学生交流・ถ国ࣾ会文化学習等

Ճ人数ࢀ 2 ໊ ॓ധ ϊースカロライナभཱ大学学生ྈ

渡航ઌ ಉࡁ大学（த国）˞ 4 大学連ܞ事ۀ

実ࢪ期間 2016年 8 月 8 日ʵ 8 月22日 在期間 2 ि間

内容 த国語研修・文化体ݧ・上海ࢢ内見学等

Ճ人数ࢀ 2 ໊ ॓ധ ಉࡁ大学学生ྈ

ʦ成Ռ報ࠂʧ
留学報ࠂの機会：「ࢲたͪの留学の l 真実 z」ʗ࣍年度（平成29年度）の岐阜大学海外留学ϑΣΞ
サϚースクール報ࠂ書：「岐阜大学Ն期短期留学 サϚースクール2016」（冊子）

ʲαϚʔεΫʔϧʢՆظޠظ学ݚमɿडೖʣr
　平成28年度の岐阜大学サϚースクール（受入）は、 6 月から 7 月ま
での期間で実ࢪした（日本語および日本文化の教育୲当は留学生セン
ター）。本プログラムでཆ成を目ࢦす人ࡐは、日本をཧղし応援してくれ
る海外の人々である。日本語तۀはもͪΖΜのこと、本に触れる日本文
化体ݧ（現能ָࢣによるϫークシϣップ、ಃܳ体ݧや相؍戦等）、
Ҭ性を生かした学外活動（܊上ࢢにおけるϗームスςイプログラム等）、
日本人学生との交流機会等を提ڙしている。本プログラムは今ճの実ࢪが
29ճ目（29年目）で、ࢀՃ学生はԆ464໊を数える。本プログラムの修
ྃ生が、岐阜大学をは͡めとした日本の大学に年または 1 年の短期留学
に再དྷ日するྫはগなくなく、その後さらに日本の大学Ӄへの進学、日本
でのब職にࢸる者もいる。

対象大学
大学間学術交流協定校のうͪ、日本語能力ݧࢼ N 4 相当（300ࣈ）の日本語能力を有す
る学生が在੶する大学

実ࢪ期間 2016年 6 月29日ʵ 7 月27日 在期間 4 ि間

Ճ人数ࢀ
8 ໊：カセサート大学（タイ） 2 ໊、ϊーβンέンタッΩー大学（Ξϝリカ） 3 ໊、 

Ӝ大学校（ؖ国） 3 ໊

॓ധ 岐阜大学学外߹॓研修ॴ

εέδϡʔϧ
事߲ 内容

1
開ࣜߨ・Ψイμンス・ܴ
会

Ψイμンス、ΩϟンύスツΞー、॓ࣷνϡーターとのإ߹ΘせなͲ

2 日本語तۀ 8 ：45ʵ12：00のतۀを全12ճ実ࢪ

3 岐Τクスカーシϣン 岐ࢢを๚し、ಃܳ（ֆけ・ΖくΖ）を体ݧ

4 上プログラム܊
3 ധ 4 日の܊上ࢢにおけるϗームスςイٴび文化体ݧ（ಓ・書ಓ・
（上གྷり・খ学生や高校生との交流等܊・ಓ

5 能ָϫークシϣップ 能ָ（能・ڰ言）ϫークシϣップ �

6 相؍戦 大相໊ݹॴ؍戦

7 まとめの会・修ྃࣜ・ૹ会
修ྃ証書त༩と代表ࢀՃ学生スピーν、܊上ϗームスςイઌの͝Ո
、॓ࣷνϡーターもࢀՃ

ˎ本学留学生センター主࠵

ʦ成Ռ報ࠂʧ
サϚースクールϨポート：本学 )P、「国際交流、刊行 等」に掲載
httQ���XXX�HiGu�u�ac�KQ�international�neXsletter�ss@reQort�htNl
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ʲΟϯλʔεΫʔϧʢडೖʣr

　Οンタースクールは、本学とインυ工科大学グϫϋςΟ校（II5ô(）
活性化（ジϣܞびϚϨーシΞ国ຽ大学（6K.）との国際協ಇ教育の連ٴ
イントσΟグリープログラム等を含む）をࢹにいれた留学༠ಋプログ
ラムで、平成27年度から実ࢪしている。
　平成28年度の岐阜大学Οンタースクールでは、各校10倍以上の倍
のதからબൈされた 8 ໊がࢀՃし、ラϘϫーク（研究室体ݧ）、日本語・
日本文化教育等を、12月に 3 ि間で実ࢪした。本プログラムでは、
II5ô( びٴ 6K. から教員をটへいし、本学・II5ô(・6K. の学生が
ࠞ在したシνϡΤーシϣンでのٖٛߨを実ࢪするଞ、グローカル（グ
ローόルʴローカル）人ࡐの育成に向けて、Ҭۀاの見学も取り入れ
ている。

対象大学 インυ工科大学グϫϋςΟ校、ϚϨーシΞ国ຽ大学

実ࢪ期間 2016年12月 5 日ʵ12月22日

在期間 3 ि間

Ճ人数ࢀ
8 ໊：インυ工科大学グϫϋςΟ校（インυ）6 ໊、

ϚϨーシΞ国ຽ大学（ϚϨーシΞ） 2 ໊

॓ധ 岐阜大学学外߹॓研修ॴ

εέδϡʔϧ
事߲ 内容

1
開ࣜߨ・Ψイμンス・
会ܴ

Ψイμンス、ΩϟンύスツΞー、学表ܟ๚、ࢦಋ教員・॓ࣷνϡーター
とのإ߹ΘせなͲ

2 ラϘϫーク 工学部ٴび応用生科学部の協力による研究室活動体ݧ

3 日本語तۀ 90तۀを全12ճ実ࢪ

4 日本文化体ݧ 十二୯ண体ݧ �、書ಓ体ݧ �、ಓ体ݧ ��、ՎبΤクスカーシϣン ���

5 見学ۀا
工学部・応用生科学部教員による事લϨクνϟー、ࣜג会ࣾ真、オン・
セϛコンμクター岐阜Ӧۀॴ等

6 特ผセϛナー 本学教員、II5ô( 教員、6K. 教員による特ผセϛナーの実ࢪ

7
成Ռ報ࠂ会・修ྃࣜ・
ૹ会

研究室体ݧ成Ռ報ࠂ、日本語スピーν、修ྃ証書त༩等

ˎ本学留学生センター主࠵
ˎˎ岐阜ೆライオンζクラブ主࠵「日本の文化と౷を体ݧする会」
ˎˎˎ東ೱՎبத保ଘ会・岐阜Վبツーリζム事務ہ主࠵

ʦ成Ռ報ࠂʧ
ΟンタースクールϨポート：本学 )P、「国際交流、刊行 等」に掲載
httQ���XXX�HiGu�u�ac�KQ�international�neXsletter�Xs@reQort�htNl

ʲ+45 ͘͞ΒαΠΤϯεϓϥϯʢडೖʣrɹຊ࠾ۀࣄ

受入組織 টへい者
コース 実ࢪ期間 ςーϚ

ਃ者 ૹり出し機関
（国・Ҭ 
 課ఔ 人数

教育学部・工学研究科
ᖒ　和അ（教त）

ϚンμϨー大学
（ϛϟンϚー）

大
学
院
生

2

B コース 11�6ô11�26 ઌ機ث制ޚによるݪ子
֩実ݧのղੳ

ϠμナϘン大学
（ϛϟンϚー） 2

ϝςΟラ大学
（ϛϟンϚー） 2

Ϡンΰン大学
（ϛϟンϚー） 2

ラシϣー大学
（ϛϟンϚー） 1

ύ・Ξン大学
（ϛϟンϚー） 1

ຊɾΞδΞ੨গαΠΤϯε交流ۀࣄ
͘͞ΒαΠΤϯεϓϥϯͱ  

　「さくらサイΤンスプラン」は、࢈官学のີۓな連ܞにより、༏लなΞジΞҬの੨গ年が日本を
短期に๚し、ະདྷを୲うΞジΞҬと日本の੨গ年が科学ٕ術ので交流をਂめることを目的と
して、ಠཱ行政๏人科学ٕ術振興機ߏ（J45）により平成26年度より開始された事ۀです。

（র：httQ���ssQ�Kst�Ho�KQ�outline�inEeY�htNlࢀ）
টへい対象：高校生、大学生、大学Ӄ生、ポストυクターなͲ（ݪ則として日本に初めて在することになる40ࡀ以下の੨গ年）
対象国：όングラσシϡ、த国、インυ、インυネシΞ、ؖ国、ϚϨーシΞ、Ϟンΰル、ϛϟンϚー、ϑΟリピン、、タイ、

東ςΟϞール、ベトナム等の35の国・Ҭ（)29年度実ࢪ༧定 ��� ΞルϑΝベットॱ）　　　　�� はࡉৄ )P をࢀর下さい。

交流ܗଶ �
ʮՊ学ٕ術ମݧίʔεʯʢ" ίʔεʣ

目的
དྷ日するΞジΞҬの੨গ年が日本の受入れ機関のΞϨンジϝントにより、その受入れ機関が用
ҙする科学ٕ術関係の交流計画にࢀՃするもの。

在期間 1 ि間が目҆（ݪ則として上限10日間）
টへい人数 プログラム݅࣍第で10ʙ15໊を限度

ʮڞಉ׆ڀݚಈίʔεʯʢ# ίʔεʣ

目的

དྷ日するΞジΞҬの大学生、大学Ӄ生やポストυクターが受入れ機関のΞϨンジϝントにより、
その受入れ機関において日本の研究者とটへい者が研究ςーϚを明確にした短期の共ಉ研究活動
を行うもの。特定の研究ςーϚについて、受入れ機関がઌํの機関と共ಉセϛナー（ຢはシンポ
ジム）を開࠵したいというような߹も֘当。

在期間 則として上限ݪ 3 ि間
টへい人数 則10໊（Ҿ者を含まͣ）ݪ

ʮՊ学ٕ術ݚमίʔεʯʢ$ ίʔεʣ

目的
དྷ日するΞジΞҬの੨গ年が受入れ機関のΞϨンジϝントにより、ΞジΞҬの国・Ҭの੨
গ年を対象に、その受入れ機関で実ࢪする༷々な科学ٕ術に関するٕ術や能力のूத的な習
得のための研修を行うもの。

在期間 1 ि間が目҆（ݪ則として上限10日間）
টへい人数 ෳ数国の߹ � 則25໊　୯一国ݪ � 則15໊（Ҿ者を含まͣ）ݪ
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� ಈ׆交流ࡍࠃ．

学のϕτφϜ๚ʢ �݄��ʵ��ʣ

　 5 月22日（日）から25日（ਫ）まで、学、井応用生科学部らがベトナムのϋϊイٴࢢびήΞ
ン省ϰΟンࢢを๚した。
　 5 月22日（日）から24日（Ր）にかけては、ޫ؍や࢈ݝのトップセールスのため、東ೆΞジΞを๚し
たాݹ岐阜ݝ事一行にಉ行し、また学が会を務める岐阜・ベトナム༑好協会の交流行事として、
ベトナム進出ݝ内ۀاとの懇談会、ήΞン省װ部との໘談、ϰΟン૯߹大学、ήΞン省共࢈ౘ外務ہ、ۀ
ଜ開発省、文化・スポーツ・ہޫ؍、ベトナムࢿ開発ۜ行への๚等を行った。ήΞン省װ部との໘談
では、ήΞン省共࢈ౘのグΤン書記らとۀや人ࡐ育成での連ܞ等に関して活発にҙ見を交換し、ϰΟ
ン૯߹大学では、ಉ大との今後の大学間での連ܞについてσΟン学らと۩体的な協議を行った。
　 5 月25日（ਫ）には、本学の連߹学研究科が部ہ間学術交流協定を締結しているνϡイロイ大学を๚
し、グΤン学、グΤン෭学、ϑΝム国際協力部らと໘談した。グΤン学と学はこれまで྆大
学で実ࢪしてきた連ܞに対するँҙをޓいにड़ると共に、ॏ的に実ࢪしている研究活動のհを行った
΄か、今後さらに྆大学間の連ܞをਂめていくことについて協議した。
ʻ関連リンクʼνϡイロイ大学 8eC サイト
httQ���XXX�tlu�eEu�Wn�taCiE�89�catiE� 9 �iteN�7067�truonH�Eai�hoc�thuZ�loi�tieQ�Eon�Wa�laN�Wiec�Woi�chu�
tich�truonH�Eai�hoc�HiGu�nhat�Can�asQY

ʮୈ 1ճ本Πϯυߴ࣮ऀࡦରʯのग़੮ʢ �݄ �ʣ

　 7 月 7 日（）、東京内で、文部科学省が主࠵する「第 1 ճ日本インυ高等実務者政策対」が開࠵され、
本学からླཧ事（国際・広報୲当）が出੮した。
　この会議は、2015年12月の҆倍首相インυ๚を機に、文部科学省とインυ人的ࢿ源開発省間でॺ໊した

「教育の協力に関する֮書」に基づき実ࢪされたものである。
　インυଆからはインυ人的ࢿ源開発省高等教育୲当࣍官オベロイࢯ、インυ工科大学ϋイσラόーυ校 σ
サイ学、インυ工科大学Ϙンベイ校 νϟカラϫルςΟ学、ற日インυ大 シϊイࢯ等11໊がࢀՃし、初
等த等教育、ٕ術教育・職ۀ教育、科学ٕ術・学術交流、日本ܕ教育の海外展開等教育等のςーϚについて日
本ଆࢀՃ者とҙ見交換がなされた。
　高等教育関係では日本ଆから本学・東京大学・໋ཱؗ大学の 3 大学がࢀՃし、本学から「日本・インυ協
ಇ教育によるҬࣾ会を自ཱ॥環ܕへとݗҾする高度なઐ職ۀ人育成プログラム」と題して、インυ工科
大学グϫϋςΟ校との協ಇ教育について、
　　 1 ）ෳ数でのํ向協ಇ教育
　　 2 ）学࢜・修࢜・ത࢜課ఔでの協ಇ教育と共ಉ学Ґ
　　 3 ஙߏ教育基൫の協ಇܞҬ連、ܞ学連࢈（
の 3 つの߲目をபにླཧ事がプϨθンςーシϣンを行った。

ΠϯυՊେ学άϫϋςΟ͓ߍΑͼϚϨʔγΞࠃຽେ学�
との߹ಉγϯϙδϜを։࠵ʢ �݄ 1ʣ

　 8 月 1 日（月）、応用生科学部、連߹学研究科および工学部との共࠵で、国際共ಉ学Ґプログラム（ジϣ
イントσΟグリープログラム：J% プログラム）のύートナー校となる、インυ工科大学グϫϋςΟ校およ
びϚϨーシΞ国ຽ大学との߹ಉシンポジム「AQQlieE 4cience anE 5echnoloHZ oG Bio�relateE .aterials」
を開࠵した。
　本シンポジムでは、連߹学研究科ิࠤのத教तとインυ工科大学グϫϋςΟ校化学工学ઐ߈Ϛ
ンμル教तの基ௐߨԋを始めとし、 3 校߹Θせて21໊の研究者が発表を行い、教員、学生、留学生ら߹計58
໊がࢀՃした。各大学の生໋科学や࣭工学に関連する教員らが、生໋現象や生ࢿ源を対象とした基ૅか
ら応用までの෯広い研究成Ռを発表し、活発な࣭ٙ応が行Θれた。
　またಉ日、྆大学の代表者が学を表ܟ๚した。懇談では、各大学における国際交流活動、留学生
の受入ঢ়گ等についてのઆ明があり、和やかなงғ気のத、ҙ見交換が行Θれた。
　シンポジムのཌ日には、それͧれの大学の代表者間で J% プログラムの開始に関するし߹いがもたれ、
平成31年度の設置に向けてઐ໊߈やコーσΟネーターの提示等基本的な枠組みが߹ҙされた。

ϚϨʔγΞࠃຽେ学とେ学ؒ学術交流協定を締結ʢ �݄�1ʣ

　 9 月21日（ਫ）、本学はϚϨーシΞ国ຽ大学と大学間学術交流協定を締結した。本学とϚϨーシΞの大学
との大学間学術交流協定は初めてとなる。
　ಉ大学は、本学が進める国際協ಇ教育において戦略的にॏཁな協定大学の一つとҐ置づけられており、Ο
ンタースクールを始めとする短期留学プログラム、サンυイッνプログラム、ジϣイントσΟグリープログ
ラム等の৽たな学生交流プログラムのಋ入に取り組Μでいる。
　本学で行Θれたௐҹࣜには、ϚϨーシΞ国ຽ大学のϊール・Ξζラン・Ψβリ学、ΞンμナストΡςΟ・
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ムシϡター研究科、ナシϟルσΟン・βイナル大学Ӄ戦略ا画開発部、本学からは学、ླཧ事

（国際・広報୲当）、々ଜ工学研究科、井応用生科学研究科、ઍՈ連߹学研究科、୩教育学
部が出੮した。
　ௐҹࣜでは、྆学から、ޓいの大学をհするプϨθンςーシϣンがあり、その後、協定書へのॺ໊が
行Θれた。࣭ٙ応の際には、ޓいの大学の特や今後の交流༧定等について活発にҙ見が交Θされ、྆大
学間での協力関係を今後さらに強化するํで߹ҙした。

ෞେ学ϑΣΞذ JO ʢ1�݄��ʣ࠵େ学を։
　10月26日（ਫ）、大学間学術交流協定校である広大学（த国：ೆ ೡࢢ）で、「岐阜大学ϑΣΞ in 広大学」
を開࠵した。
　この行事は、本学や岐阜の特等を、海外の協定校を会としたϑΣΞでΞピールすることを目的として
今ճ初めて行Θれたものである。なお、本行事の事લ४උから当日ӡӦまでの事務は、事務ܥ職員海外実務
研修の一環として当研修にࢀՃした若ख事務職員が୲当した。
　当日は、 1 日を௨して本学հポスターや、l のみやすい z・l やさ z 等の展示が行Θれ、会は多くの
དྷ者（130໊）でΘった。
　また、展示とಉ時に、井応用生科学研究科ٴび若ख事務職員（海外実務研修研修生）が、本学や応
用生科学研究科のμブルσΟグリープログラム等に関するプϨθンςーシϣンを行った。
　井研究科からは「岐阜大学にはօさΜを受け入れる४උがっています。教育や研究を௨して、ޓい
によりྑい連ܞを強めましΐう。」とのϝッセージがえられ、このଞ、広大学のଙ෭教तや本学へ留学
。生からも、本学に関するプϨθンςーシϣンが行Θれたۀのある広大学のଔݧܦ
　当ϑΣΞの開࠵に向けて、広大学内岐阜大学オϑΟスのॆ実化もਤられ、大学の国際化を進める上で一
の体制࡞りが進められた。

ୈ 1ճ本ɾΧϯϘδΞ学ձٞʢ1�݄��ʔ�1ʣ
　10月20日（）と21日（ۚ）の྆日、カンϘ
ジΞԦཱプϊンϖン大学カンϘジΞ日本人ࡐ開
発センター（カンϘジΞԦ国プϊンϖンࢢ）に
おいて、第 1 ճ日本・カンϘジΞ学会議が開
、され、本学から学、高教त（工学部）࠵
平松教त（応用生科学部）、ੁ୩国際ا画課
がࢀՃした。
　本学会議は、日本とカンϘジΞの大学によ
る学術交流の更なる推進を目的として、໊ݹ
大学とカンϘジΞԦཱプϊンϖン大学の共࠵で
本年度初めて開࠵されたものである。
　日本ଆからは、本学を始め12大学、文部科学省、日本学術振興会όンコク事務ॴが、カンϘジΞଆからは
20大学がࢀՃし、࣍の 3 つのセッシϣンでࢀՃ大学によるҙ見交換が行Θれた。
　　セッシϣン 1 ：日本とカンϘジΞの大学の教育・研究交流
　　セッシϣン 2 ：カンϘジΞにおける大学教員の࣭（教育研究力）
　　セッシϣン 3 ：学生のΩϟリΞ支援
　学はセッシϣン 3 において本学流Ҭਫ環ڥリーμー育成プログラムをհした。
　当プログラムは、発展్上国が直໘しているਫ࣭・ਫࢿ源・ۀᕲᕱ用ਫ・生ଶ等のۃめてਂࠁな流Ҭਫ
環ڥの題を多֯的なࢹで的確にཧղし、戦略的なղ決策と発生止策を設計・ࢪ行する環ڥリーμー

（国内リーμーと国外リーμー）を育成するものである。これまでにカンϘジΞ出の留学生 3 ໊がこのプ
ログラムで学び、現在はカンϘジΞにؼ国して本学で学Μだٕ術等を活かし、環ڥ省等国Ոのதとなる機
関で活༂している。

(*'6ཹ学ϑΣΞ JO ϕτφϜʢ11݄1�ʵ��ʣ
　11月18日（ۚ）から20日（日）にかけてベトナムで開࠵された岐阜ݝ主࠵の「(I'6 留学ϑΣΞ」にࢀՃ
した。本ϑΣΞは、岐阜ݝ内の大学・教育機関へベトナムからの留学生をݺび込むことを目的とし、ϋϊイ、
ϗーνϛンの྆ࢢで行Θれた。
　本学からはञޫब職支援室、学術国際部国際ا画課ُ井主任ٴび応用生科学部学務係ٶ本係員の事務
職員 3 ໊がࢀՃし、྆会での本学ブースにおける留学相談や、現の教育機関との懇談を行った。྆会
にはซせて400໊のདྷ者があり、日本留学への関৺の高さがうかがえた。
　また、留学ϑΣΞऴྃ後の21日（月）には、学術交流協定校であるϋϊイ工科大学を๚し、国際交流୲
当のϚイ・タン・トΡン।教तや、本学のଔۀ生でもある生৯工学部のトラン・リΣン・ϋઌ生と教育・
研究交流の促進についてҙ見交換を行った。
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&4- ϓϩάϥϜの৽ن։に͚ͨΧφμ๚ɿ�
ΧϧΨϦʔେ学ɺΞϧόʔλେ学ʢ��1� �݄��ʵ��ʣ

　2017年 3 月20日（月）から22日（ਫ）にかけて、ླཧ事（国際・広報୲当）がカナμ・Ξルόータभの
カルΨリー大学とΞルόータ大学を๚した。๚には、グローόル化推進室のౢ教त（工学部）、தଜ
।教त（応用生科学部）、コ特任।教त（グローカル推進本部）、ٱ世ٕ術ิࠤ員（工学部）がಉ行した。
　 3 月20日（月）にはカルΨリー大学を๚れ、ಉ大学 &nHlish -anHuaHe 4chool でतۀをࢹした後、ಉ
4chool の .r� :assin BoHa（Associate %irector r International）ٴび .s� RZoLo 5aLaEa�Barrett （.anaHer 
� KeZ Clients � &-P � C&）と &nHlish as a 4econE -anHuaHe （&4-）プログラムに関するϛーςΟングを行っ
た。&4- プログラムの提ܞઌとして近いকདྷ、本学学生がカルΨリー大学での短期語学研修にࢀՃできる
よう、今後も協議をଓける༧定である。
　 3 月21日（Ր）にはΞルόータ大学を๚した。最初に本学とಉ大学の大学間学術交流協定書ॺ໊ࣜが行
Θれ、ླཧ事と %r� 4teWen %eX Ξルόータ大学෭学（ProWost）が協定書にॺ໊した。ଓいて行Θれ
たಉ大学Τクスςンシϣン学部でのϛーςΟングでは、.s� .iNi )ui （&YecutiWe %irector）を始めとする
職員から &4- プログラム等のհがあり、本学の更なる国際化に向けて学生だけでなく教員にとっても有
ӹな研修プランについて報交換が行Θれた。なお、2017年Նには本学からಉ大学への第 1 ճ &4- プログ
ラムの実ࢪを༧定している。
　ཌ22日（ਫ）、%r� Renee &lio Ξルόータ大学ཧ学部෭学部を始めとする職員とϛーςΟングを行った。
྆大学および大学Ӄ教育プログラムの֓ཁઆ明から始まり、今後の学生交流にࢸるまで෯広くҙ見交換を
行った。その後、%r� &ric RiWarE の研究室を含む、ཧ学部のいくつかの研究室を๚した。RiWarE の研ࢯ
究室には本学工学部の大学Ӄ生が2017年ळより 1 年間、文部科学省「トϏタςʂ留学 JAPAN 日本代表プロ
グラム」を用いて留学༧定であり、今ճの大学間協定締結を機に、大学ӃϨベルでの学術交流も今後さらに
活発に行Θれることが期される。

ΠϯυՊେ学άϫϋςΟߍ๚�
ʢ��1� 1݄��ʵ��ɺ �݄��ʵ��ʣ

　2017年 1 月20日（ۚ）から22日（日）に、本学のླཧ事（国際・広報୲当）ٴびখࢁ学ิࠤ、ੁ୩国
際ا画課、ُ井主任が、本学の大学間学術交流協定大学であるインυ工科大学グϫϋςΟ校（II5ô(）を
๚れた。
　今ճの在では、平成31年度に開設༧定のジϣイントσΟグリー（J%）プログラムのಋ入について、現
の୲当教員らとଧͪ߹Θせを行い、プログラムをӡ用する上での߹ཧ的な入学・開ߨ時期のݕ౼や、学生
の学ٴびް生ิಋに関する事߲について協議を行った。
　21日（）には、II5ô( を๚れた在インυ日本国大ؗ 平松特໋全ݖ大ۄࣇ、一等書記官、井上一等
書記官らと会談を行った。会談では、現在ௐを進めている J% プログラムや平成27年度より本学と II5ô(
との間で開始されたΟンタースクールなͲの事ۀについてઆ明するとともに、本学の今後のインυでの活
動展開に向けて大ؗの支援と協力をґ頼した。
　また22日（日）には、2016年12月に本学で実ࢪした第 2 ճΟンタースクールࢀՃ学生らと懇談を行った。
学生ୡのීஈの大学生活や、日本での生活等について振りฦり、ҙ見交換を行うことで、今後の開࠵に向け
て大いにࢀ考となる報を得ることができた。

　2017年 3 月27日（月）から30日（）にかけて、実務୲当者Ϩベルでの J% プログラムのݕ౼が II5ô( で
行Θれ、岐阜大学ଆの J% プログラムコーσΟネータであるٱถ教त（工学部୲当）、海ݪ教त（応用生
科学部୲当）、ؠ本教त（連߹学研究科୲当）とグローカル推進本部松井特任助教（Οンタースクー
ルコーσΟネータ）が II5ô( を๚れた。
　今ճの在では、教育課ఔのฤ成に関する事߲、教育組織のฤ成に関する事߲、入学者のબൈٴび学Ґの
त༩に関する事߲、教育研究活動等のঢ়گのධՁに関する事߲について、྆校のঢ়گをཧし、J% プログ
ラムとして྆国の協ಇ教育課ఔ制度に४͡た制度設計となるよう協議・ݕ౼した。また、文部科学省へ提出
する設置৹議会ਃ書ྨの࡞成に向けた大学基ૅσータऩूの協力をґ頼した。
　ಉ在தには、第 1 ճ、第 2 ճのΟンタースクールで本学に留学した学生らと懇談を行った΄か、2017
年 2 月から৽設された日本語コースのतۀを見学した。初ճのセϝスターでは、応ื૯数162໊からબれ
た80໊の学生が受ߨしている。本学がدଃした教科書を用して、会をத৺としたतۀが行Θれており、
II5ô( 学生らの日本語・日本文化への関৺の高さを直に͡ײることができた。本コースには、岐阜大学の国
際協ಇ教育プログラム（サンυイッνプログラム、Οンタースクールプログラム）で本学に短期在した
学生らも受ߨしており、「日本にまた留学したいから日本語をษ強していますʂ」と目をًかせてしていた。
今後の国際協ಇ教育を推進する上で、現での日本語教育との連ܞのඞཁ性を再認ࣝすることができた。
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ᶗ ᶗ
学のࡍࠃԽのऔりΈ

ˎւ֎ཹ学ϑΣΞʢ � ݄��ʣ
　交換留学や短期間の海外派遣プログラムに関する報を提ڙし、留学の促進をਤることを目的としている。
今年度は৽入生を始め、海外での活動に興ຯを࣋つ学生66໊がࢀՃした。

߲目 આ明者

岐阜大学の留学制度について
ʤ留学の種ྨ（交換留学・短期派遣プログラム）ʗ学ۚ制度等をઆ明ʥ

留学生支援係　
本　ѥ༝子 係員ٶ

ᶃ 派遣ઌ大学毎の短期留学プログラムઆ明

教育学部૯߹文化海外実習 ϊーβンέンタッΩー大学（Ξϝリカ） 教育学部　　ప 教त

工学ܥ　協定校学生交換交流プ
ログラムʗ工学研究科　グロー
カルリーμーཆ成

協定校を含む23校：Ϛυリッυ・カルロス
世大学、ユタ大学、υルトムント工科大ࡾ
学、グリϑΟス大学、χϡーサスΣー
ルζ大学、ೆ大学校、全ೆ大学校、ܚ
大学校工科大学、Ξンμラス大学、ベング
ル大学、ブラϏジϟϠ大学、ύμンभཱ大
学、ϚϨーシΞ国ຽ大学、トΡンク・Ξブ
υΡル・ラーϚン大学、νϡラロンコン大
学、ύンϊン大学、サー・ύラシϡラムブ
大学、インυ工科大学グϫϋςΟ校、σΟ
μンΩϚςΟ工科大学、カンピーナス大学、
ϚンμϨー大学、Ϛサνϡーセッツ工科大
学、カリϑΥルχΞ大学Ξーόイン校

工学部グローόル化推進室　
ౢ　ກ 室

サϚースクール（派遣）
グリϑΟス大学（オーストラリΞ）、
ιル科学ٕ術大学校（ؖ国）

留学生センター　
ଠా　子 教त

4 大学連ܞ事ۀ留学プログラム ϊースカロライナ大学（Ξϝリカ）
国際ا画課 
ੁ୩　३子 課

ᶄ 学生による留学報ࠂ

工学部短期派遣 ύンϊン大学（ϋンΨリー）
工学部 ̐ 年
さΜܙ　՚ߥ

サϚースクール グリϑΟス大学（オーストラリΞ）
工学部 ̏ 年
高平　ངհさΜ、
大　༑ՖཬさΜ

トϏタςʂ留学 JAPAN カナμ
医学部医学科 ̑ 年
　ٛ大さΜݪ

交換留学 Τルϑルト大学（υイツ）
教育学部 ̐ 年　
गٶ　าඒさΜ

ᶅ 留学にඞཁなӳ語力

I&-54 定協会ݕ日本ӳ語（ࡒެ）

ˎळの݄ࡍࠃ間ɹʢάϩʔΧϧਪਐຊ෦ओ࠵Πϕϯτʣ
時期（ࢀՃ人数） 実ࢪ内容

2016�11� 7 21
（80໊）

「スϖシϟル　イングリッシϡ・ランジ」
　毎月実ࢪしているイングリッシϡ・ラン
ジ の ス ϖ シ ϟ ル ا 画 と し て lInWitation to 
4uNNer 4chool ProHraN at Northern KentucLZ 
6niWersitZz と題し、ϊーβンέンタッΩー大
学のサϚースクールプログラムにࢀՃした教
育学部 1 年の学生 8 ໊が発表を行った。

2016�11� 8
（180໊）

「外国人留学生および外国人研究者等との学主࠵懇談会」
　本懇談会は、学をは͡めとする員、部ہ等と外国人留学生および
外国人研究者ฒびにそのՈ等が一ಊに会し、ກをਤることを目的としてお
り、今ճで 3 度目の開࠵となった。今ճは༨興として国ผにߏ成された学生グ
ループ計 7 νームが、そ
れͧれの出国にͪなΜ
だύϑΥーϚンスを൸࿐
した。

2016�11� 9
（60໊）

「ۀاݩとの交流会」
　本交流会は岐阜信用ۚݿとの共࠵により
毎年実ࢪしており、今ճで 5 度目の開࠵と
なった。留学生や海外に関৺の高い日本人
学生を対象に、ීஈることができない
の強みや特についてཧղをਂめるۀاݩ
機会を提ڙした。
　今年度はۀや༌出入ۀなͲ෯広いۀ種から15ࣾがࢀՃした。各ۀاによ
る事ۀ内容や自ࣾに関するプϨθンςーシϣンの΄か、懇会が行Θれた。

2016�11�25
（20໊）

「ポットラックύーςΟ」
　本ύーςΟは、留学生・学生・教職員と
そのՈがそれͧれ৯をدͪ࣋り、ӳ
語でのコϛϡχέーシϣンを௨͡て、世ք
各国の৯文化をるྑい機会となっている。
今ճは、த国、インυ、インυネシΞ等か
らの౷ྉཧやσβートがूまった΄か、
日本のՈఉྉཧも振るΘれ、会やήームを௨͡て交流をਂめた。

2016�11�30
（20໊）

「外国人留学生交流ϑΥーラムʙグローόルな岐阜ۀاݝに学Ϳʙ」
　本ϑΥーラムは、十ۜ行との共࠵により
ݝしている。今年度は、岐阜࠵年度から開ࡢ
下のۀا 2 ࣾが各ۀاの特৭や国内外での活
༂を多くհした。その後のύネルσΟス
カッシϣンでは、ۀاがٻめる人ࡐについて
౼された΄か、ۀاと学生による࠲談会も
行Θれた。
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ᶗ ᶗ
ˎएखࢧऀڀݚԉʢւ֎ݚमϓϩάϥϜʣ

「平成28年度岐阜大学若ख・தݎ研究者海外研修プログラム」
　グローカル推進本部では、第 3 期த期目標・த期計画に༧定される協ಇ教育୲当者のॆ実をਤるために、「岐
阜大学若ख・தݎ研究者海外研修プログラム」を工学部ٴび応用生科学部教員（各学部上限 2 ໊、うͪ各
学部 1 ໊はジϣイントσΟグリープログラム୲当༧定者）に対してࢼ行している。これは、༷々な制から
海外での研究ݧܦをੵむ機会がしい若ख・தݎの教員を対象としたもので、Ԥถの大学で海外研究ݧܦを
ੵむことを支援するものである。

ຊ࠾ऀ
ॴଐ部ہ （職໊）໊ࢯ 派遣ઌ（国໊） 助成ֹ（上限） 派遣期間

応用生科学部

本　गඒࢁ
（।教त）

イリϊイ大学Ξーόナ・シϟンϖー
ン校（Ξϝリカ） 500000ԁ 2017�2�23ô6�17

（115日間）
த　ஐ行

（教त） サンϊθभཱ大学（Ξϝリカ） 500000ԁ 2017�3�16ô6�15
（92日間）

ͦのଞ

ˎ � 大学࿈ۀࣄܞ
としての東海Ҭにおいて、Ճ度的にグローόੵूۀ࢈　
ル化がඞཁとされるϏジネス展開を支援するため、学生、教職
員に対してグローόル化を促進する人ࡐ育成体制を大学の連
すものであࢦを目܈し、真に国際化された大学ࢪ協ಉで実・ܞ
る。本事ۀは平成28年度から始まり、 6 年間実ࢪされる。
　平成28年度の各事໊ۀと本学のࢀՃঢ়گは以下の௨り。

事໊ۀ 内容 実ࢪ日 対象 岐阜大学
گՃঢ়ࢀ

日౼会 ςーϚ：Ϗッグσータ　科学がଋする日ৗのֵ໋とはʁ 4 月13日 学生、
教職員

ϊースカロライナभཱ大
学Ն期研修

Ξカσϛックӳ語ߨ習・現開ߨतۀௌߨ、学生交流・Ϗ
ジネス学習、ϫシントン %�C� 等を௨͡たถ国ࣾ会・文ࢹ
化学習等

8 月28日ô 9 月17日 学生 2 Ճࢀ໊

4% χϡーサスΣー
ルζ大学（6N48）

日本の大学事務職員を対象とした研修
（東工大、தԝ大学、東海۠事務連ࢀܞՃ大学にもর会） 8 月15日ô26日 事務職員 1 Ճࢀ໊

留学४උ I&-54 Ն・࠲ߨ I&-546�0以上の取得を目ࢦすとともに、留学の目的やΩϟ
リΞߏஙなͲについてਂめる࠲ߨ 8 月 8 日ô24日 学生 1 Ճࢀ໊

留学対策ӳ語
ि࠲ߨ

50&'-ôiB5 または I&-54 対策をこれから始める学生 5 月28日ô 7 月16日
（毎ि༵日） 学生

4 Ճࢀ໊
にط 50&'-ôiB5 スコΞ55ô79をॴ࣋し、50&'-ôiB580
以上を目ࢦす学生 7 月16日、 8 月 6 日 1 Ճࢀ໊

ಉࡁ大学Նの短期த国語
研修プログラム

த国語研修（主に会の強化）、文化体ݧ、上海ࢢ内見学
なͲ 8 月 8 日ô22日の15日間 学生 2 Ճࢀ໊

留学४උӳ語2016࠲ߨळ
（初ڃˍதڃクラス）
50&'-ôiB5 または I&-54 対策をこれから始める学生 10月29日ô12月17日（毎ि༵日） 学生 3 Ճࢀ໊

（ 1 EaZô4QeaLinH クラス）
ӳ語のスピーΩングに自信をつけたい学生 11月16日 学生 8 Ճࢀ໊

平成28年度事務職員の海
外研修

国際化に対応する人ࡐを育成する؍から、職員の海外研
修を実ࢪ

11月 7 日ô11日ベトナム
11月 7 日ô12日ϑΟリピン 事務職員 2 Ճࢀ໊

スーύーグローόル大学
創生事ۀ '% セϛナー
─ӳ語によるतۀのため
の教त๏─

ӳ語を教त言語としてतۀをしている教員、および今後୲
当する教員を対象に、ӳ語でतۀをする際に活用できるޮ
Ռ的な教त๏をհする。

9 月28日ô29日 教員 28日 2 Ճࢀ໊
29日 3 Ճࢀ໊

4 大学߹ಉ߹॓
ʲ留学આ明会ʳ 留学に興ຯのある学生を対象に߹॓ࣜܗでઆ明会を開࠵ 12月 3 日ô 4 日 学生 8 Ճࢀ໊
ϑライブルク大学短期
υイツ語研修プログラム

大学協定校のϑライブルク大学にて短期υイツ語研ݹ໊
修のプログラム 2017年 3 月 2 日ô29日 学生 3 Ճࢀ໊

留学४උ 50&'-ôiB5 ߨ
य़・࠲

)29年度、)30年度に交換留学なͲのਃ込みを考えている
学生で、50&'-ôiB580以上の取得を目ࢦす学生のための
࠲ߨ

2017年 3 月 6 日ô16日 学生 ˞આ明会ࢀՃ者
（1月12日） 2໊

留 学 ४ උ ӳ 語 ߨ ・࠲
1 EaZ sQeaLinH クラス

ӳ語のスピーΩングに自信をつけたい学生目҆：50&IC700、
50&'-ôI5P460、I&-545�0、50&'-ôiB550ఔ度 2017年 2 月16日 学生 4 Ճࢀ໊

ฏ��ɹ �大学（岐阜大学ɾ໊ݹ大学ɾࡾॏ大学ɾѪڭҭ大学）࿈ۀࣄܞҰཡ

ෞҬཹ学生交流ਪਐ協ٞձذ

ෞҬཹ学ੜ交流ਪਐ協ٞձͱɿذ
　ྟ時教育৹議会第二࣍ਃ（1986年 4 月）において、「留学生の受入れを推進するため、大学はも
とより関係省庁、ํެ共ஂ体、ຽ間๏人・ஂ体等のࢀ画するような官ຽ一体となった体制づくりな
Ͳ、ੵۃ的な対応を進める」ことが提言された。また、内閣官官主࠻のҬϨベルの国際交流を
考える会においても、のࠜの国ຽϨベルからの盛り上がりに基づく受入れ体制を確ཱするため、「
Ҭの大学がத৺となり、ํެ共ஂ体、ஂࡁܦ体、ຽ間ஂ体等によってߏ成される留学生交流推進会
議」の設置を֦大することが提言（1988年 6 月）された。
　これらਃを౿まえ、文部科学省ではҬの留学生交流推進会議の設置をྭしており、1986年に
ฌݝݿに設置されて以དྷ、各ಓ府46ݝҬ（2013年）に設置されている。岐阜ݝには平成 2 年 2 月
に「岐阜Ҭ留学生交流推進協議会」（以下「岐留協」）が設置された。
　岐留協は、岐阜ݝ内における留学生のԁな受入れの促進と交流活動の推進を目的とし、会員は、
岐阜ݝ内にॴ在する大学、ํެ共ஂ体、ஂࡁܦ体、国際交流関係ஂ体等42機関からなる。会は岐
阜大学が務め、本学が事務ہをӡӦしている。

ʢ࠵ෞҬཹ学ੜ交流ਪਐ協ٞձ૯ձΛ։ذˎ � ݄1�ʣ
　 7 月12日（Ր）、本部౩大会議室において岐阜Ҭ留学生交流推進協議会の૯会を開࠵した。
　૯会では、会の学による開会ѫࡰの後、Ξピࣜג会ࣾૣ取締ا画・ཧ本部によるߨԋ「留
学生ޏ用の現ঢ়」が行Θれた。また、ۚས援ࢯ（平成25年度本学応用生科学研究科修ྃ生）から「留学生
からみたब職について」と題するスピーνがあった。ଓいて、今年11月に第15ճ目となる岐阜ݝ内外国人留
学生日本語ห大会の開࠵を決定された。事ۀ報ࠂ等の৹議事߲にଓき、岐阜ݝ工࿑ಇ部ޫ؍国際ہ国際
課ҏ౻主任より「ۀاと留学生との交流促進について」の報ࠂがあった。

ˎୈ1�ճذෞݝ֎ࠃਓཹ学ੜຊޠห大ձʹຊ学ཹ学ੜ � ໊͕ग़ʢ11݄��ʣ
　第15ճ岐阜ݝ内外国人留学生日本語ห大会が、11月26日（）、岐阜大学サςライトΩϟンύスで開࠵
され、本学留学生のリ　カϤさΜ（留学生センター 特ผௌߨ学生）、カク　シϡンνクさΜ（Ҭ科学部
3 年）ٴびリン　カイϑΝさΜ（教育学研究科 2 年）の 3 ໊が出した。
　本大会は、本学が事務ہを務める岐阜Ҭ留学生交流推進協議会が、平成13年度より外国人留学生の日本
語学習ҙཉのש起ٴび日本語の表現能力の向上を目的として行っている事ۀである。
　当日は、大会実行委員の本学　ླཧ事（国際・広報୲当）による開会ѫࡰののͪ、岐阜ݝ内の大学、
短期大学からूまった 9 ໊の出者が 7 間の日本語のスピーνを行い、日ࠒの力の成Ռをଘに発ش
した。৹ࠪの結Ռ、本学出者からは、「ࢲから見た日本のब職活動」をςーϚに発表したリン　カイϑΝ
さΜが最༏ल、「কདྷのເʙ留学生活を௨してʙ」をςーϚに発表したリ　カϤさΜが༏लを受した。
入者は、岐阜Ҭ留学生交流推進協議会会である本学の学より、ঢ়と෭をत༩された。
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ʢ࠵ෞҬཹ学ੜ交流ਪਐ協ٞձӡӦҕһձΛ։ذˎ � ݄ � ʣ
　 3 月 2 日（）、本部౩大会議室において岐阜Ҭ留学生交流推進協議会のӡӦ委員会を開࠵した。
　ӡӦ委員会では、委員であるླཧ事（国際・広報୲当）による開会ѫࡰの後、「平成28年度留学生に
関するௐࠪ結Ռ」について事務ہから報ࠂがあった。
　ଓいて、11月26日（）に開࠵された第15ճ岐阜ݝ内外国人留学生日本語ห大会について大会事務ہか
ら報ࠂがあった。また、第16ճ目となる岐阜ݝ内外国人留学生日本語ห大会の開࠵について৹議を行い開
。を決定した࠵
　その後、岐阜ݝ工࿑ಇ部ޫ؍国際ہ国際課ݪ正ݑ課より「ۀاと留学生との交流促進について」のઆ
明があった。

ϢωείεΫʔϧ׆ಈࢧԉ

　本学は平成23年度にユネスコスクール支援大学間ネットϫーク（A4P6niWNet）にՃໍし、岐阜ݝ・岐阜
下のユネスコスクール֦大に取ݝ、しながらܞ下のユネスコ協会、そのଞ関係機関と連ݝの教育委員会やࢢ
り組Μでいる。現在、岐阜ݝ下では24校（2017年 3 月現在）がՃໍしており、それͧれҬにࠜࠩした特৭
のある活動を行っている。
　本学では、Ճໍਃ書࡞成支援（ユネスコスクールՃໍखଓきにඞཁなਃ書の࡞成支援）ٴび &4% 

（&Eucation Gor 4ustainaCle %eWeloQNent� ࣋ଓՄ能な開発のための教育）活動支援（学校ଆのཁに応͡て、
&4% に関Θるઐの教員や外国人留学生の派遣を行う）を行っている。

ˎۙྡখɾத学ߍの๚ͱϢωείεΫʔϧʹؔ͢Δઆ໌
　岐阜ݝユネスコ協会の協力を得て、ユネスコスクールへのՃໍに関৺を࣋っているݝ下のখ・த学校を๚
し、આ明会を開࠵した。12月16日（ۚ）にはࢢݝࢁ内のখத学校 3 校を対象にઆ明を行った。また、12月
19日（月）には、Մࢢࣇ内のখ学校 1 校を๚し、ユネスコスクールにՃໍするϝリットやՃໍ後のサポー
ト、ਃのखॱ、各校の特を活かした &4% 活動の実ફ等についてઆ明と助言を行った。こうした活動が、
。につながっていくことが期されるٴ下の学校のユネスコスクールਃへの関৺を高め、さらなるීݝ
　今年度は、ݝ下のখத高等学校19校が৽たにユネスコスクールとして認定された。

εʔύʔάϩʔόϧϋΠεΫʔϧۀࣄの協ྗ�

　スーύーグローόルϋイスクール（4()）事ۀは、「高等学校等におけるグローόル・リーμー育成にࢿ
する教育を௨して、生ెのࣾ会課題に対する関৺とਂい教ཆ、コϛϡχέーシϣン能力、題ղ決力等の国
際的ૉཆをにけ、কདྷ、国際的に活༂できるグローόル・リーμーの育成をਤることを目的」として、
文部科学省が実ࢪしている。目ࢦすきグローόル人像を設定し、国際化を進める国内外の大学をத৺に、
的ٻをਤり、グローόルなࣾ会課題、Ϗジネス課題をςーϚにԣஅ的・૯߹的・探ܞ国際機関等と連、ۀا
な学習を行う高等学校を 4() にࢦ定している。岐阜ݝでは 4() として岐阜ཱݝ大֞高等学校が、4()
ΞιシΤイトとして岐阜ཱݝ関高等学校がࢦ定されている。
　本学では、グローόルなࢹで研究教育に取り組むҬのڌとして、高校生の学・研究に関する興ຯ・
関৺を高め、国際的な࣭ࢿを高めてもらう機会を提ڙすく、高大連ܞ教育を実ફしている。

˓ҩ学෦
　 8 月 4 日（）、 5 日（ۚ）、 8 日（月）、 9 日（Ր）に大֞高等学校の生ె（ 2 年生）計43໊が、医学
教育開発研究センターを๚した。まͣ初めに、医学科ٛߨ室やςϡトーリΞル室、シϛϡϨーシϣン教育
を行うスΩルスラϘを見学し、本学の医学教育のհを行った。特に、生ెたͪは、スΩルスラϘでのシϛϡ
Ϩーターによる৺Ի、ٵݺԻௌ取やૠの体ݧにੵۃ的にࢀՃしたり、ランジに掲示してある「ςϡトー
リΞルબଐ」で医学科 3 年生が実ࢪした研究ポスターを৺に見入る࢟がҹ象的であった。その後、ਤ
書ؗ本ؗ 1 ֊のΞカσϛック・コΞへҠ動し、各生ెが取り組む「国際医ྍ」に関Θる課題研究の進ḿঢ়گ
報ࠂ会を行った。カンϘジΞでの医学教育やタイの )I7 ༧対策なͲの研究ςーϚにおける文ࡧݕݙの
ํを学Μだり、生ెが直໘しているしさとその対策をし߹いながら今後の研究計画について考えた。

学෦˓
　12月20日（Ր）、4() の取り組みの一環として、大֞高等学校 1 、 2 年生計30໊がཥ教तの研究室（ਫ
環ڥ）、ࠤ々教तの研究室（機ց）、٢ా।教तの研究室（ΤネルΪー）を๚し、それͧれ
30ఔ度ͣつ実際の実ࢪݧ設、機ցૢ࡞等を見学し、研究内容についてཧղをਂめた。 3 つの研究室๚後、
(6ô(-&& の学生が、࣋ଓՄ能な開発をཧղするためのϫークシϣップをӳ語で実ફし、環ڥ保ޢ、ཧ想的
なΤネルΪーシスςムなͲのߏஙについてઆ明した΄か、高校生のҙ見をҾき出し、発表することを支援し
た。
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Ⅱ Ⅱ
ˎγʔφΧϦϯΟϩʔτେ学ෟଐ学ߍを๚ʢ1�݄1�ʣ

　12月14日（ਫ）、୩学部と特ผ支援学校教
員ཆ成課ఔの学生がタイ国のシーナカリンΟ
ロ ー ト 大 学 の ෟ ଐ 学 校（4rinaLharinXirot 
6niWersitZ PrasarnNit %eNonstration 4chool

（4econEarZ））を๚して、インクルーシブ教
育を推進しているಉ校の教育活動を؍ࢀし、教
職員とҙ見交流した。シーナカリンΟロート
大学からは、教育学部特ผ支援教育࠲ߨの
4iriQan  4riXanZonH ।教त、学校の ChaXalit 
4oonHZai ।教तとෟଐ学校の教職員がत؍ࢀۀ
の対応とҙ見交流にࢀՃした。ಉ校では、発ୡ
োのある生ెが௨ৗ学ڃに在੶して、14のコΞカリΩϡラムから特定の教科をબして能力を開
Ֆさせる教育シスςムに取り組Μでいる。高等学校のֆ画तۀでは、発ୡোの生ెの࡞が高い
ධՁを受けていた。ҙ見交流では、こうしたઌ進的な取り組みについてさらに交流をਂめていくこと、
ಉ校の教員が2017年 5 月に本学を๚することで߹ҙした。

ˎλΠࠃಛผࢧԉڭҭηϯλʔを๚ʢ1�݄1�ʣ

　12月16日（ۚ）、୩学部と特ผ支援学校
教員ཆ成課ఔの学生がタイ国の特ผ支援教育
センター（4Qecial &Eucation Center ReHion 
12 ChonCuri）を๚し、ಉセンターの事ۀに
ついて、職員とҙ見交流した。まͣ、4oraXee 
%oLLulaC センターからセンターの֓ཁのઆ明
があり、その後、センター内でのোࣇ支援の
実際について؍ࢀした。センターでは、主に༮
を対象とする「༡び」を基ௐとする発ୡ支援ࣇ
や言語ࢦಋ、流れるプールやഅをར用したྍ
๏が行Θれており、また、ར用者等のࣷ॓دも
設置されていた。ಉセンターでは、学校教育との連ܞを進めており、センターから日本の特ผ支
援教育について࣭があった。この๚は、岐阜大学とタイ教育省基ૅ教育委員会との協定に基づ
き行Θれた。

1 ҭ学෦ڭ．

ˎཹظ学の࣮ࢪ�

ϊʔβϯέϯλοΩʔ大学ཹظ学
Ճ人数ࢀ 教育学部10໊、応用生科学研究科 1 ໊

実ࢪ日 2016年 8 月26日ʵ 9 月16日

教育学部科目 ʰ૯߹文化海外実習 （ɦ 3 ୯Ґ）

　ϊーβンέンタッΩー大学はΞϝリカத東部にあるέン
タッΩーभの部、オϋイオभとのभڥにҐ置する૯߹大
学である。1990年から岐阜大学と大学間学術交流協定を結
Μでおり、毎年相ޓにෳ数の交換留学生が学Μでいる。本
学のՆٳみ期間に実ࢪされた 3 ि間の短期留学では、ӳ語
研修だけでなく、現のখத高等学校や日本人学校を๚
し学生ୡと交流した。日本文化をհする実習を௨して、ޓいの文化や教育についてཧղをਂめることがで
きた。また、50:05A なͲの海外で活༂する日ۀاܥを๚するなͲ、多࠼なプログラム内容であった。
留学期間தは、主にΩϟンύス近ลのϗςルに在し研修を行ったが、िにはΞϝリカ人Ոఉでϗームス
ςイをする機会もあり、ϗストϑΝϛリーとの交をਂめることができた。

मʢݚظେ学学生のൣࢣࢁˎ �݄ �ʵ �݄�1ʣ

　2015年12月 7 日に締結されたத国ࢁൣࢣ大学との部ہ間学術交流協定に基づき、 5 月 8 日（日）から21
日（）の 2 ि間、4 ໊のҾ教員と共に、બൈされた24໊の学生をܴえて短期研修を行った。本研修では、
本学教育学部でのतۀ見学や学生実習にࢀՃした΄か、岐阜ݝ内の特ผ支援学校や短期大学、খத高等学校
なͲ、༷々な教育機関を見学した。教育以外では、܊上ࢢでの܊上གྷり体ݧやඒೱ和ࢴ体ݧ、ྑӏ
Ճした研修生はもとより、྆国の教育・文化ࢀ、した。本研修はڙ見学なͲ岐阜の文化に触れる機会も提ࣂ
の相ҧに関৺をͪ࣋৺に࣭する研修生の࢟が、交流した日本人学生にとってもྑいܹとなった。また、
研修期間தの༷々なイベントに、学部に在੶しているத国人留学生がνϡーターとしてサポートしたことで、
より実りある研修となった。
　教育学部としても、30໊規の受入れは今ճが初めてのことであり、教員ཆ成におけるグローόル化や国
際連ܞを強化する上で、وॏなݧܦとなった。

Ⅱɽֶ֤෦ɾڀݚՊͷओͳ׆ྲྀަࡍࠃಈ
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� ．ҬՊ学෦

࢝ཆίʔεのӡ༻։ڭࡍࠃˎ

　平成28年度より国際教ཆコースのӡ用が始まり、初年度は 9 ໊の学生が本コースをرした。これらの学
生の留学支援のため、コースඞ修のٛߨを௨͡て学生のࢦಋ・相談にあたった。また、月 1 ճ開࠵される国
際交流委員会では学生の学習ঢ়گのѲとともに、۩体的な留学支援のํ๏等についてݕ౼し、 7 月には学
部主࠵の留学આ明会を開࠵した。

ʦ国際教ཆコースの基本ཧ೦（Ҭ科学部ʰཤ修Ҋ内ʱより）ʧ

　ޫもあれӄもあるグローόル化したࣾ会ではŊ リベラル・Ξーツ教育にもとづく෯広い教ཆと、
自文化ならびにҟ文化に対するཧղ力をそなえて、ॾ課題を的確にѲしŊ そのղ決を展する学
ࣝがٻめられます。本コースでは、外国語ӡ用能力の向上をਤるとともに、ҟ文化に対するཧղを
ਂめ、グローカルな学ࣝをཆうことを目標とします。日本人学生は、海外の学術交流協定大学にݪ
則として 2 年࣍後学期から 3 年࣍લ学期にかけて、 1 年間留学することがඞਢとなります。また、
留学に向けて外国語ӡ用能力を高めるために、৽設されるগ人数のԋ習科目を受ߨします。留学期
間以外は、本コースのさま͟まなٛߨや実習・ԋ習で日本人学生と外国人学生がともに学Ϳ「多文
化共生」ܕのカリΩϡラムとなっています。外国人学生は、1 年࣍後学期から 2 年࣍લ学期にかけて、
留学生センターが開ߨする日本文化関連の科目を༏ઌしてཤ修します。また 3 年࣍લ学期のඞ修科
目である「Ҭ学実習」では、インターンシップなͲのࣾ会活動を௨して、日本ࣾ会の現ঢ়を体ݧ
学習してもらいます。

ˎཹ学આ໌ձ։࠵ʢ �݄��ʣ

　国際教ཆコースر者のための留学આ明会が 7 月23
日（ਫ）の13：00ʙ15：00に開࠵され、 7 ໊の学生が
本国際交流委員会委員よりࢁՃした。આ明会ではࢀ
国際教ཆコースにおける海外留学プログラムやաڈの
交換留学のঢ়گ、留学までのスέジϡール、語学力の
ཆ成、留学支援制度等についてઆ明があった。その後、
学術国際部国際ا画課のُ井主任より、部ہ間学術交
流協定を締結しているΞーカンιー大学ϑΥートスϛ
ス校のࢪ設や留学தのサポート体制等についてհが
あった。また、リール第 3 大学についてத教तより
հがあった。

ˎΞʔΧϯιʔେ学ϑΥʔτεϛεߍϔの๚�
ʢ �݄ �ʣ

　 9 月 6 日（Ր）に和ాࠤ学部とத教तが、本学部と部ہ間学術交流協定を締結しているΞーカンιー
大学ϑΥートスϛス校を๚した。学生ྈや学生サポートセンター、ਤ書ؗ、体育ؗ、ライςΟングセンター

（学習やϨポートなͲについての相談室）をࢹした後、国際交流室の Nicolas Pattillo と交換留学生のࢯ
受入れ人数や۩体的な応ืのखॱ、留学தの取得୯Ґ等について交বを行った。その後、%r� (eorHia )ale
教学୲当෭学を表ܟ๚し懇談を行った。
　その後の Pattillo との懇談では、今後学生だけではなく教員や事務職員との交流や研修も進めて行きたࢯ
いことや、留学にདྷる日本の学生用に &4- の開設を計画していることなͲ、今後の更なる交流のՄ能性が
示された。

� ．ҩ学෦

ˎେ学ߍʵذෞେ学ҩ学生交流ϓϩάϥϜ�
ʢ �݄1�ʵ �݄1�ʣ

　本学医学部と大学校医学部（ؖ国）とは、毎年 8
月に 1 ि間લ後、相ޓ学生交流プログラムを実ࢪしてい
る。平成28年度は、 8 月10日（ਫ）から14日（日）の 5
日間、岐阜大学医学部学生 9 ໊と教員 1 ໊、および岐阜
ࢣපӃ医ཱࢢ 2 ໊の計12໊が大学校を๚した。
　大学校がϗストとなる今ճのプログラムでは、期
間தに &nHlish 4ZNQosiuN が開࠵され、྆大学から学
生 4 ໊ͣつがӳ語で発表を行った΄か、大学校ߏ内
の設උや、ෟଐපӃ（ղ室、ثٵݺප౩、ख術室等）
を見学した。ࢀՃ学生たͪは大学校の学生ྈや、
大学校学生のՈにϗームスςイし、大学校の学生
との交流がਤられた。また、そのଞ文化交流の一環として、ιルޫ؍（景ߐ、ٶ等）や、大学校
学生によるϛχコンサート等が࠵されるなͲ、短い期間で内容のೱい交流が行Θれた。
　この日ؖ医学生交流プログラムは、本学医学部がϗスト校となる2017年に10प年をܴえるため、2017年 8
月に交流10प年記೦行事を行う༧定である。
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Ⅱ Ⅱ
ˎҩ学෦ٴͼอ݈ཧηϯλʔ͕ೆϑϩϦμେ学�
ҩ学学܈ʢถࠃʣと෦ؒہ学術交流協定を締結ʢ1�݄��ʣ

　10月20日（）、ೆϑロリμ大学医学学ऺެ܈Ӵ生学部のυナ・ピーターセンࢯが本学を๚れ、医学部
室にて医学部ٴび保݈ཧセンターとೆϑロリμ大学医学学܈との部ہ間協定を締結した。
　ೆϑロリμ大学は学生数48000໊と、全ถ最大規をތるभཱ大学で、64 NeXs � 8orlE ReQort`s Best 
ColleHe では全ถ14ҐにランΩングされている。
　本学とは1980年代から研究者交流があり、今ճ、国際保݈における研究交流が保݈ཧセンターで始
まること、また、医学部ޢ学科における国際ޢ学の交流をࢹに入れ、ಉ学医学学܈と本学医学部ٴび
保݈ཧセンターで協定を締結するӡびとなった。
　本協定のௐҹには、医学部からືޱ学部、ݪ෭学部、Ԟଜ෭学部、保݈ཧセンターからࢁ本セン
ターٴびඌ।教तが出੮した。
　今ճの協定締結により、ೆϑロリμ大学医学学܈と本学医学部ٴび保݈ཧセンターとの研究交流が促進
されることはもとより、কདྷ的には学生の教育交流への発展が期される。

ˎχϡʔδʔϥϯυݚޢमʢ �݄��ʵ �݄ �ʣ

　χϡージーランυ部のオークランυにҐ置するϚψカ工科大学にて、 9 日間の海外ޢ研修を実ࢪし
た。ޢ学科の学生15໊がࢀՃし、ޕલதはϚψカ工科大学留学生センターにて医ྍӳ語のϨッスンを行
い、ޕ後はϛυルϞΞϗスピタル、トタラϗスピス、ブルースϚクラーϨン高ྸ者ࢪ設を๚し、日本とは
ҟなる医ྍࢪࢱ設について学Ϳことができた。また、 1 ि間のϗームスςイ、現ޢ学生との交流、ि
のখཱྀ行なͲを௨して、ӳ語力の向上のみならͣ、オークランυの多༷な文化に触れるよい機会を得た。

� 学෦．

ˎϚϨʔγΞࠃຽେ学ʢ6,.ʣڭһとのϛʔςΟϯά�
ʢ �݄ �ʣ

　 8 月 2 日（Ր）、本学工学部と学部間学術交流協定
を締結しているϚϨーシΞ国ຽ大学（6K.）大学Ӄ
の෭研究科イシϟ・ΞϋϚッυ教तとಉ大学Ӄ戦略
画開発課ナシϟルσΟン・βイナル।教तが本学ا
を๚れ、ジϣイントσΟグリー（J%）プログラムに
関するϛーςΟングを行った。
　本学からは、グローカル推進本部本部　ླཧ事

（国際・広報୲当）、々ଜ工学部、工学部グローό
ル化推進室෭室　リム।教त、ٱ世ٕ術ิࠤ員が
ϛーςΟングに出੮し、2019年開ߨを目ࢦす J% プロ
グラムの実ફに向け、活発な議を交Θした。
　イシϟ教तٴびナシϟルσΟン।教तは 8 月 1 日

（月）、グローカル推進本部が主࠵し、応用生科学部ٴび工学部が共࠵したインυ工科大学グϫϋςΟ校
（II5�(）ٴび 6K. との߹ಉシンポジムにもࢀՃしており、6K. とಉ༷に本学との J% プログラムを༧
定している II5�( 教員とも交流をਂめた。

ˎฏ��学෦ཹظ学ใࠂձを։࠵ʢ1�݄��ʣ

　工学部は、平成28年度工学部短期留学報ࠂ会を10月26日（ਫ）に開࠵し、今後留学をرする多くの学生
や、教職員らがௌߨした。
　留学渡航ઌ（ޒ十Իॱ）
　　Ξϝリカ、インυ、インυネシΞ、オーストラリ

Ξ、ؖ国、έχΞ、スϖイン、タイ、υイツ、ϋ
ンΨリー、ブラジル、ϚϨーシΞ、ϛϟンϚー

　本報ࠂ会では、工学部グローόル化推進室 特
任助教が࢘会進行を、々ଜ工学部が開会のѫࡰを
行い、短期留学した学生より23 （݅37໊）の発表があっ
た。
　発表内容
・留学ઌの大学հ、研究内容、研究生活、ٳ日のա͝しํ
・日本と留学ઌのҧい（文化、生活、৯事）
・今後の目標、後ഐへのϝッセージなͲ
　現の人との交流についてや、日本を؍٬的に見るوॏな機会になったなͲ、وॏなݧܦをੵΜだことで
成した学生から༷々な報ࠂがあり、ӳ語をますますษ強したい、海外で事をしたいなͲ、今後の目標や
今後の学ۀ・研究生活に一ॴ໋ݒ取り組む決ҙがड़られた。
　最後に᠅᠁教तより、発表した学生らへのߨධが行Θれ、本報ࠂ会は盛گのうͪにऴྃした。
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Ⅱ Ⅱ
ˎϛϟϯϚʔとのαΠΤϯε交流ۀࣄ�
ʢ11݄ �ʵ11݄��ʣ

年度にଓき今年度も国ཱ研究開発๏人科学ٕ術振ࡢ　
興機ߏの「さくらサイΤンスプラン（日本・ΞジΞ੨
গ年サイΤンス交流事ۀ）」に࠾され、11月 6 日（日）
から11月26日（）までの20日間、工学部においてϛϟ
ンϚーのϚンμϨー大学をは͡めとする 6 大学から10
໊の大学Ӄ生と教員 1 ໊を受け入れた（P�21）。この
間に、本学の「μブルϋイύー֩実ݧ౩」をத৺に、
ݪ子֩実ݧのղੳに用いるઌ機ثやۦ動ιϑトに
触れ、ϛϟンϚーでの実ݧ໘での基ૅ科学の振興を
ਤった。なお、プログラム10日目には日本ݪ子力研究
開発機ߏでՃث（JôPARC）のࢹを行った。本事
には、任者のᖒ教तの΄か、ϛϟンϚーからのۀ
留学生 5 ໊や本学の大学Ӄ生 6 ໊が、ࢀՃ学生の支援を行った。本事ۀの実ࢪは、本学との共ಉ研究を進め
る基ૅ࡞りとなっただけでなく、相ޓのҟ文化のཧղもਂめられるྑい機会となった。

ˎୈ �ճذෞେ学学෦ʵશೆେ学ߍ�
δϣΠϯτγϯϙδϜを։࠵ʢ �݄ 1ʣ

　2017年 2 月 1 日（ਫ）、岐阜大学工学部は部ہ間学術交流協定大学である全ೆ大学校（ؖ国）とジϣイン
トシンポジムを開࠵し（岐阜ޫ؍コンベンシϣン協会コンベンシϣン開࠵事ۀ助成）、全ೆ大学校から多
くの教職員と学生が本学を๚れた。
　本学工学部第一会議室で開会ࣜが行Θれ、本学からはླཧ事（国際・広報୲当）と々ଜ工学部、全
ೆ大学校からは :ounH.an KI. 学（学部）より開会のѫࡰがあった。その後、岐阜大学と全ೆ大学校
の教員による基ௐߨԋ、学生によるプϨθンςーシϣンٴびポスター発表が行Θれ、Ͳの発表も盛گのうͪ
にऴྃした。
　今ճのジϣイントシンポジムをܦて྆大学の交流を一ਂめられたことで、今後の྆大学の更なる発展
に大きくݙߩすると期している。

� ．Ԡ༻生Պ学෦

ˎେொの֟生ऀ࢈との交流ձにࢀՃʢ1�݄1�ʣ

　10月12日（ਫ）、外国人留学生と大ொの֟生࢈者との交流イベントを行い、インυネシΞ・த国等から
の留学生12人がࢀՃし、「֟のඒຯしさ・ັ力」を体ײした。
　この交流会はࡢ年にҾきଓき 2 度目であるが、今ճは主に応用生科学部の学生で「ҬブランυとҬ
振興」を学Ϳ「有֟۞ָ部」の学生17人の現実習と一ॹに行った。岐阜大学はҬにとけこむ大学を目
を展開「世代Ҭリーμー育成プログラム࣍」を育成するࡐして、Ҭの課題ղ決に向けて行動できる人ࢦ
しており、このतۀはその一つある。
　当日は、やかなळれのத、大ொ֟࢈協議会の協力により、学生ୡは֟のબՌの見学や、Ԃで
のऩ֭体ݧの΄か、ׯし֟と०の֟をったύンυέーΩ࡞りなͲをָしΜだ。大ொで生࢈される༷々
な種の֟の৯ൺも行Θれ、学生ୡはそのຯや৯ײの多༷さにڻいていた。また֟ՈやՃ工・流௨に
関Θるํ々とのҙ見交換をܦて、交流会は和やかなงғ気のதにऴྃした。
　その後、有֟۞ָ部の学生は、グループϫークで有֟を取りרく環ڥについてཧղをਂめ、外国人留
学生のײ想なͲもࢀ考にしながら課題をݕ౼し、 1 月の報ࠂ会で提Ҋを発表した。
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� ．࿈߹学ڀݚՊ

ˎ5IF��UI�6(4"4�(6�3PVOEUBCMF�ˍ��
#8&-�+PJOU�*OUFSOBUJPOBM�4ZNQPTJVN���1��
を։࠵ʢ �݄��ʵ �݄��ʣ

　 8 月29日（月）に、JR 岐阜Ӻલの「͡Ύ
うΖくプラβ」にて、ೆ部ΞジΞ学ܥത࢜
課ఔ教育連ܞコンιーシΞムՃໍ校（ೆ部Ξ
ジΞҬ 7 ϱ国17大学）、インυネシΞ政府
教育省高等教育૯ٴہびオブβーόー 1 大学
に よ る「5he 5 th 6(4A4�(6 RounEtaCle 
2016」を開࠵した。
　Ճໍ大学の෭学や若ख研究者（主に本研
究科修ྃ生）等૯91໊の出੮を得、「学
の向上を目ݙߩ教育の࣭の保証とࣾ会࢜തܥ
活動」の一環であるσϡΞルʗμブルܞす国際連ࢦ Ph% σΟグリープログラムとサンυイッνプログラム
の進ḿঢ়گや 4 大学に設置した共ಉ実ݧ室のհと用ঢ়گ等について報ࠂがあり、ೆ部ΞジΞ学ܥത࢜
課ఔ教育連ܞコンιーシΞムのকདྷに向けた活発な提Ҋ、ҙ見交換、国費༏ઌ置プログラム学生 6 ໊の研
究進ḿঢ়گ報ࠂを行った。30日（Ր）は 3 ໊のࢣߨが、生化学、環ڥ科学、২පཧ学の各を代表して
最৽の研究内容について基ௐߨԋを行い、ޕ後はఱવ化学、৯科学、ۀ生࢈科学の 3 つの科会に
かれ、若ख研究者による研究౼会を行った。

ˎୈ �ճࡍࠃϫʔΫγϣοϓを։࠵ʢ11݄��ʵ11݄��ʣ

　連߹学研究科では、カセサート大学（タイ）
の協力を得て11月28日（月）・29日（Ր）の 2
日間、ಉ大学において「第 3 ճ国際ϫークシϣッ
プ」を開࠵した。本ا画は、大学のグローόル
化の推進と現ۀ࢈քとの交流を推進すること
を目的とし、平成26年度から実ࢪしているもの
で、今ճのϝインςーϚは「݈߁・৯・Τネル
Ϊーにݙߩする最৽のඍ生学研究」として開
後、スࡰした。ઍՈ研究科による開会のѫ࠵
ύཧ学部とླཧ事（国際・広報୲当）の基
ௐߨԋ、ޫӬ教तによる IC�(612活動հ、ؠ
।教तࢁ教त、Տ߹教त、ಙڮ 3 ໊の研究հ、カセサート大学からϏッνΣン।教त外 3 ໊の教員による
研究հののͪ、研究インターンシップ実習தの連学生 1 ໊、応生研究科学生 3 ໊による実習ঢ়ٴگびҟ
文化交流の報ࠂがあった。૯92໊のࢀՃ者は৺にࣖをけ、ࢀՃ者間でのҙ見交換も活発に行Θれた΄
か、ඍ生における報交換といった学術的なଆ໘だけでなく、修࢜学生・研究者・ۀاݩでのཱ
をӽえた交流も行Θれ、グローόル化促進のための交流のとして成ޭのうͪにऴྃした。

ˎఱવԽ学ࡍࠃγϯϙδϜを։࠵�
ʢ��1� �݄ �ʵ �݄ �ʣ

　連߹学研究科では、2017年 3 月 2 日（）・3 日（ۚ）
の 2 日間、本研究科߹ಉθϛナール室において「ఱવ
化学国際シンポジム」を開࠵した。
　ೆ部ΞジΞҬにおける学ܥത࢜教育・連ܞコン
ιーシΞム（ICô(612）活動の一環としてا画し、ఱ
વ化学ٴび生໋科学の研究ネットϫークのܗ成
とࣾ会ݙߩの向上を目ࢦす国際連ܞ活動として実ࢪし
た。
　初日の 2 日（）は、ઍՈ研究科の開会のѫࡰ、
ླཧ事（国際・広報୲当）のܴϝッセージの後、
ޫӬ教तによって本シンポジム開࠵のഎ景と目的に
ついてઆ明が行Θれた。その後、外国人研究者10໊（インυネシΞ、タイ、ベトナム、όングラσシϡ、カ
ナμの大学教員）ٴびभ大学の研究者 1 ໊、一ؙϑΝルコスࣜג会ࣾ（教育コンιーシΞム後援会インμ
ストリー部会会員）の研究者 1 ໊が最৽の研究成Ռについて発表し、૯45໊΄Ͳのௌߨ者との間で、活発
なҙ見交換が行Θれた。
　 2 日目の 3 日（ۚ）は、ఱવݪྉの研究開発をखがけている一ؙϑΝルコスࣜג会ࣾ（岐阜ݝ本ࢢ）を
๚し、最৽の研究開発の現ࢹと報交換が行Θれた。本シンポジムはఱવ化学におけるグロー
όル化促進のための交流事ۀとして成ޭのうͪにऴྃした。

ˎαϯυΠονϓϩάϥϜใࠂձٴͼमྃࣜを։࠵�
ʢ��1� �݄1�ʣ

　本研究科では、2017年 3 月17日（ۚ）に、サンυイッ
νプログラム報ࠂ会ٴび修ྃࣜを開࠵した。 本プロ
グラムは、ICô(612Ճໍ大学15校のത࢜課ఔの学生を
特ผ研究学生として 6 ϱ月間受入れ、本研究科とՃໍ
大学との教育・研究連ܞを促進することを目的として
いる。
　報ࠂ会のࢀՃ者は17໊で、தઐ任教員のѫࡰのあ
と、Ξッサム大学 2 ໊、インυ工科大学 2 ໊の特ผ研
究学生が自の研究内容や日本での生活について発表
し、報ࠂ会にࢀՃした日本人学生との間で活発な議
が交Θされた。また、修ྃࣜでは、ઍՈ研究科より
特ผ研究学生へサンυイッνプログラム修ྃ証ٴびٛߨの受ߨ証明書のत༩が行Θれた。
　特ผ研究学生が本学でա͝した 6 ϱ月間のݧܦは、൴らにとって今後の文࡞成の助けとなっただけでは
なく、日本人学生にとっても൴らと共にա͝した時間がҟ文化交流をཧղする上で有ҙٛなものとなった。
本プログラムのような国際協ಇ教育プログラムを௨して、学生ಉ࢜の国際的௨用性がより高まることが期
される。
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� ．࿈߹्ҩ学ڀݚՊ

ˎୈ �ճδϣΠϯτγϯϙδϜにࢀՃʢ��1� �݄��ʣ

　 2 月20日（月）、の国ཱத興大学にて第 8 ճジϣ
イントシンポジム「5he 8 th Joint 4ZNQosiuN oG 
7eterinarZ Research aNonH 6niWersities oG 
7eterinarZ .eEicine in &ast Asia」が開࠵された。
今ճのシンポジムには、日本から本学連߹्医学
研究科（岐阜大学、ଳ広ச࢈大学、東京工大学、
JRA ޱࢁ、（છ研究ॴײഅ૯߹研究ॴ、国ཱڝ
大学連߹्医学研究科（ௗ取大学、ޱࢁ大学、ࣛࣇ
ౡ大学）、東京大学、ຑ大学がࢀՃした。
　ジϣイントシンポジムでは、KeZnote -ecture

（्医学の研究発表）、4ession（学生による発表）
が行Θれ、ੵۃ的な報交換、ҙ見交換がされた。本学連߹्医学研究科からは 8 ໊の学生がޱ಄発表を行
うなͲ、若ख研究者育成の一環として、またΞジΞݍの्医学研究交流のとして、有ҙٛなシンポジム
となった。

ˎ)01&�ϛʔςΟϯά�XJUI�/PCFM�-BVSFBUFT�
ʢ��1� �݄��ʵ �݄ �ʣ

　)0P& ϛーςΟングは、ΞジΞ・ଠ平༸・ΞϑリカҬからબൈされた༏लな大学Ӄ生等を対象として、
ϊーベル受者なͲの世քののϑロンςΟΞを開した人々との対、ಉ世代の研究者との交流、さら
には人文ࣾ会のߨԋやܳ術プログラムを௨͡て、科学者としてより広い教ཆのᔻཆと人間性のಃをਤ
り、কདྷのΞジΞ・ଠ平༸・ΞϑリカҬ等の科学研究を୲う研究者としてඈ༂する機会を提ڙすることを
目的として、日本学術振興会により平成19年から開࠵されている事ۀである。毎年、20ϱ国からબൈされ
た100໊の若ख研究者がࢀՃしている。
　今年度は岐阜大学から連߹्医学研究科学生のࠤ有رさΜが࠾され、第 9 ճ )0P& ϛーςΟングに
。Ճしたࢀ
　プログラムはϊーベル受者によるߨԋのଞ、多༷なഎ景を࣋つࢀՃ者でߏ成されるグループによる発
表や౼なͲ、国際的かつ学際的な交流を促すものである。
　「)0P&」という言༿には、「活༂が期される若ख研究者」と「কདྷのΞジΞ・ଠ平༸・ΞϑリカҬの
科学ٕ術コϛϡχςΟܗ成へのر」という 2 つのҙຯが込められている。

� ．Ҭ協学ηϯλʔ

ˎୈ �ճ͗;ϑϡʔνϟʔηϯλʔɿ�
ʮࡍࠃ交流ػձの૿Ճをめͯ͟͠ɺ�
ç্܊のັྗを͑ߟΑ͏ʯʢ �݄1�ʣ

　Ҭ協学センターでは、文部科学省の「（）のڌඋ事ۀ」（大学 C0C 事ۀ）における取り組み
として、多༷な人たͪがूまりෳࡶ化したςーϚ（課題）についてະདྷࢤ向、ະདྷのՁの創といったࢹ
から議する対のである「ϑϡーνϟーセンター」を実ࢪしている。
　 7 月15日（ۚ）に開࠵したϑϡーνϟーセンターでは、岐阜大学生、留学生、܊上ࢢ国際交流推進協議会
員なͲ34໊がࢀՃして、܊上ࢢへさらに外国人ཱྀ行者が๚れ、国際交流の機会が増Ճすることを目的として
し߹いが行Θれた。 
　対では、܊上ࢢのັ力やޫ؍をָしΜでもらうためにඞཁなことはԿかという課題について、外国人、
ॅݩຽなͲ༷々なཱからのҙ見交換を行い、「܊上のചりである自વなͲ日本らしさを体ݧしてもらう」

 。なͲのҙ見が出された「内でのҠ動རศ性向上ࢢ上܊」
　今ճの対を受けて、さらに外国人ཱྀ行者が増え、ॅຽが日ৗ的に国際交流の機会を࣋つことが期され
る。岐阜大学、܊上܊、ࢢ上ࢢ国際交流推進協議会では、連ܞした活動をܧଓしていく༧定である。

� ．流ҬݍՊ学ڀݚηϯλʔ

ˎ流Ҭݍอશ学のࡍࠃγϯϙδϜ։࠵�
ʢ��1� �݄ �ʵ �݄ �ʣ

　岐阜大学流Ҭݍ科学研究センターでは、流Ҭݍの૯߹的なղ明と༥߹的な研究を௨͡て࣋ଓՄ能な流
Ҭݍの実現にࢿする「流Ҭݍ保全学」の創生を目ࢦして、関連研究コϛϡχςΟとの共ಉ研究と人ࡐ育成を
推進している。
　2017年 3 月 6 日（月）から 7 日（Ր）に国際シンポジム「International sZNQosiuN oG riWer Casin 
stuEiesʙtoXarEs the interEisciQlinarZ stuEZ Gor sustainaCle Casin enWironNent anE huNan XellôCeinHʙ」
を含む「第 1 ճ流Ҭݍ保全研究推進セϛナー」を本学Ωϟンύスで開࠵した。本会は学と҄センター
によるѫࡰで始まり、インυネシΞ、オーストラリΞ、ถ国からのটߨԋを含む 4 ݅の特ผߨԋ、 11݅
の研究成Ռߨԋ、34݅のӳ語ポスター発表、高ݧࢼࢁ、流Ҭਫ環ڥリーμー育成プログラム、共ಉ研究支
援室等の活動報ࠂでߏ成された。 2 日間のࢀՃ者は学外からのࢀՃ者28໊を含む߹計69໊（内、学内外の留
学生13໊）で、学術や国・Ҭをԣஅしたҙ見交換と৽たな共ಉ研究の発Ҋが活発に行Θれた。
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ˎੈքͰ׆༂͢る流ҬਫڥϦʔμʔのҭ

　岐阜大学流Ҭਫ環ڥリーμー育成プログラムでは、ΞジΞ・Ξϑリカॾ国が直໘するਫ࣭・ਫࢿ源・生ଶ
なͲの流Ҭਫ環ڥに関Θる༷々な題を多֯的なࢹで的確にཧղし、戦略的なղ決策と発生止策を設計・
。リーμーを育成しているڥ行する環ࢪ
　学生がॴଐする研究科のઐ科目にՃえ、ิ科目܈と本プログラムのオリジナル科目܈、ҟなる国の学
生間の交流、෯広いࣝの習得を目的としたセϛナー科目、環ڥ関連事ۀのධՁԋ習、環ڥ題・政治・ܦ
文化をཧղして教育能力をཆ成するԋ習、国内・国外でのグループ学外研修を組み߹Θせた特৭あるカ・ࡁ
リϡΩϡラムや国際シンポジムを௨してઐ性・多֯的ࢹ・国際性なͲ環ڥリーμーにඞཁなૉཆをཆ
成する。
　本年度は、ത࢜課ఔ 6 ໊（த国 4 ໊、インυネシΞ 2 ໊）、修࢜課ఔ13໊（日本 5 ໊、த国 3 ໊、インυ
ネシΞ 4 ໊、όングラσシϡ 1 ໊）、研究生 5 ໊（த国 3 ໊、インυネシΞ 2 ໊）を受入れ、カリΩϡラム
にԊった人ࡐ育成を行った。また、ത࢜課ఔ 5 ໊（日本 1 ໊、த国 3 ໊、インυネシΞ 1 ໊）、修࢜課ఔ16
໊（日本10໊、த国 2 ໊、インυネシΞ 1 ໊、ベトナム 2 ໊、όングラσシϡ 1 ໊）が本プログラムを修ྃ
し、国際環ڥリーμーとして認定された。

1�．ཹ学生ηϯλʔʢৄࡉはʰذෞେ学ཹ学生ηϯλʔلཁ��1�ʱࢀরʣ

ˎ本ޠɾ本จԽڭҭ

ʢ 1 ʣຊݚޠमίʔε
　日本語研修コースは留学生センターのத֩ۀ務で、ूத・一ൠの 2 コースがある。

ʪूதʫ国費留学生ٴび岐阜大学に在੶する大学Ӄ生、研究生、交換留学生を対象にした、ूத的に日本語
を学Ϳコース（ि 7 ʙ13コϚ）である。初ڃからத上ڃまでの 4 つのϨベルにかれ、大学・大学Ӄで学Ϳ
ためにඞཁな日本語能力を習得することを目的としている。

ʪҰൠʫ本学に在੶する、学部留学生をআくすての留学生がࢀՃできるコース（ि 1 ʙ 5 コϚ）で、ઐ
の研究をଓけながら、日本語能力を向上させることを目ࢦしている。ະ習からதڃまで 3 つのϨベルがある。
　第40期（2016年 4 月ʙ 9 月）のूதコース
は、学内ެืによる留学生18໊、留学生セン
ターॴଐの留学生 6 ໊の計24໊が受ߨした。
初ڃϨベルが 5 ໊、初தڃϨベルが 5 ໊、த
Ϩベルがڃ 9 ໊、த上ڃϨベルが 5 ໊であっ
た。一ൠコースは、学内ެืによる留学生34
໊が受ߨした。ະ習Ϩベルが13໊、初தڃϨ
ベルが13໊、தڃϨベルが 8 ໊であった。
　第41期（2016年10月ʙ2017年 3 月）のूத
コースは、学内ެืによる留学生23໊、留学
生センターॴଐの留学生 5 ໊の計28໊が受ߨした。初ڃϨベルが 9 ໊、初தڃϨベルが 5 ໊、தڃϨベルが
4 ໊、த上ڃϨベルが10໊であった。一ൠコースは、学内ެืによる留学生42໊が受ߨした。ະ習Ϩベルが
17໊、初தڃϨベルが15໊、தڃϨベルが13໊であった（留学生センターॴଐを含む）。

ʢ � ʣຊޠɾຊจԽݚमίʔε
　自国の大学で日本語・日本文化をઐ߈する文部科学省学ۚ留学生と交換留学生対象の、2000年10月から
始まった 1 年間のコースである（毎年10月に始まり、ཌ年 8 月にऴΘる）。ूத的に日本語と日本文化を
学び、ՃえてҬ文化・インターンシップも体ݧすることより、ਂい日本ཧղを得ることを目ࢦす。修ྃ生
の多くは自国や日本の大学Ӄに進学し、また日本関連のۀاにब職している。
　第15期生（2015年10月ʙ2016年 8 月）は、大ؗ推નの国費留学生 3 ໊（χϡージーランυ・カンタベリー
大学、ϑランス・国ཱ東༸言語文化大学、インυネシΞ・スラϚン大学）、大学推નの国費留学生 3 ໊（タイ・
カセサート大学、த国・ߐೆ大学、スΣー
σン・ルンυ大学）、ࢲ費留学生 4 ໊（各大
学との交流協定による交換数の枠内で、ス
Σーσン・ルンυ大学、த国・広大学、オー
ストラリΞ・シυχー大学、ؖ国・Ӝ大学
校）の߹計10໊であった。
　現在受け入れている第16期生（2016年10月
ʙ2017年 8 月）は大学推નの国費留学生 3 ໊

（タイ・カセサート大学、த国・ి 子科ٕ大学、
スΣーσン・ルンυ大学）、ࢲ費留学生 1
໊（各大学との交流協定による交換数の枠内
で、ؖ国・Ӝ大学校）の߹計 4 ໊である。
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ʢ � ʣຊࣾձจԽϓϩάϥϜ
　日本語・日本文化学習をرする日本語初ڃϨベル以上の留学生に、留学生センターが受入れ部ہとなっ
て、૯߹的な日本語・日本文化教育を行うために開ߨしたプログラムである。「ҟ文化ཧղ」と「日本文化
ཧղ」の 2 つのスςップで、日本のࣾ会や文化に関するࣝをにつけることを目的に、年間ないしは 1
年間の研修期間で実ࢪする。
　第18期（平成27年度後期ʙ平成28年度લ期）： 3 ໊
　第19期（平成28年度લ期ʙ平成28年度後期）： 3 ໊
　このプログラムઐ用科目として、日本文化を実ફ的に学Ϳ機会を提ڙするために、「日本文化へのい͟ない」
という科目を設けている。平成28年度のٛߨも、本学٬員教तでށߐઍՈ࿇՚ᣨ෭Ոݩである上ઇफঊ
にґ頼した。

ʢ � ʣશ学ڞ௨ڭҭʢຊޠɾຊࣄΫϥεɺਓจՊ学ܥՊʣ
　各学部に在੶する留学生と交換留学生を対象にした、上ڃϨベルの日本語と日本事に関する科目（ 7 科
目）を開ߨした。また、ྫ年Ͳおり人文科学科目（ 9 科目）も୲当した。

ಋɾ૬ஊࢦˎ

　本学で学Ϳ留学生が生活・ษ学の໘でࠔに直໘した時に、దな助言を༩え、援助・ղ決にあたる留学
生ࢦಋ୲当教員や事務職員が留学生センターに置されており、日本人学生に対する学術交流協定大学への
留学相談にも応͡ている。ࢦಋ・相談は、留学生ࢦಋ୲当教員と事務職員の二人で対応し、教員へのϝール
やిで༧がࡁΜでいる学生以外は、まͣ事務職員が受け、Ͳͪらで対応するかをஅする（国際ا画
課留学生支援係にճす߹も多い）。大きな題の߹は、相談者のࢦಋ教員、関連部ॺの୲当者、留学生
支援係の事務職員等にも協力をڼいでいる。
　今年度のࢦಋ・相談૯数は521݅で、主なものは（ 1 ）留学生からの相談：189݅（学ۀ関係、ཤ修・留年・
෮学、研究室ม更、大学Ӄ進学関係等）、（ 2 ）日本人学生からの相談：186݅（留学関係、学ۀ関係、各種
イベント・νϡーターۀ務の相談）、（ 3 ）大学内外からのい߹Θせ：118݅（留学生受入れに関する相談、
学ۚ関係、保ݥ関係、事ނ対応、広報関係等）であった。
　དྷ年度以降、留学生センターのকདྷϏジϣンや全໘Ҡసを;まえて、に߹ったࢦಋ・相談体制をݕ౼
することがඞཁである。

ʲཹ学生ηϯλʔؒࣄߦʳ

2016年 4 月 日本社会文化プログラム、日本語研修コース開講式（13日）

日本語研修コース授業開始（13日）

5 月 郡上踊りワークショップ（11日）

6 月 岐阜大学夏期短期留学（サマースクール）受入開始（29日）

7 月 ラウンジチューター企画“七夕まつり”（ 6 日）

能楽ワークショップ（13日）

岐阜大学夏期短期留学（サマースクール）修了式及び歓送会（27日）

日本語研修コース授業終了（28日）

8 月 日本語・日本文化研修留学生論文発表会（ 7 日）

日本語・日本文化研修コース、日本社会文化プログラム修了式（23日）

10月 日本語・日本文化研修コース、日本社会文化プログラム、日本語研修コース開講式（ 7
日）

日本語研修コース授業開始（11日）

11月 道の駅明宝　外国人誘客実践調査事業　岐大留学生参画プロジェクト日帰りモニ
ターツアー（27日）

12月 道の駅明宝　外国人誘客実践調査事業　岐大留学生参画プロジェクト道の駅スタッ
フ接客研修（ 6 日）

ウィンタースクール日本語教育（ 6 日～21日）

「十二単の着装と体験～日本の民族衣裳～」特別講義（ 7 日）

2017年 1 月 ラウンジチューター企画“日本のお正月”（11日）

2 月 日本語研修コース授業終了（10日）

道の駅明宝　外国人誘客実践調査事業　岐大留学生参画プロジェクト 1 泊 2 日モニ
ターツアー（16・17日）
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11．อ݈ཧηϯλʔ

ରԠ͚ͨにऀڀݚਓཹ学生ɾࠃ֎ˎ

ʢ 1 ʣ֎ࠃਓཹ学ੜɾ͚ͨʹऀڀݚอ݈ཧηϯλʔχϡʔεʹΑΔӳޠͰのใ׆ಈ

ʢ � ʣ֎ࠃਓऀڀݚडೖΕن定ʹΑΔ݈߁அূ໌ॻのఏग़֬ೝ
　2015年 6 月11日にվ定された外国人研究者受入れ規定により、各部ہの受入れ時に医ࢣによる݈߁அ書
の提出をٛ務け、本学保݈ཧセンターにおいて受入れ後の外国人研究者に係る݈߁ཧにཱてている。

（அ証明書：httQ���XXX�hoLen�HiGu�u�ac�KQ�iNH�enH@certipcate@to�HiGu�QEG߁݈）

ʢ � ʣւ֎͚ͨʹߤʮ݈߁のखҾ͖ʯΛ༻͍ͨ࣌ߤの݈߁ཧʹ͓͚Δҙىש
　海外へ留学する学生（職員）に向けて、海外渡航時に݈߁໘で注ҙすき事߲をΘかりやすくまとめたύ
ンϑϨットを提ڙし、注ҙש起を行っている。

（のखҾき：httQ���XXX�hoLen�HiGu�u�ac�KQ�iNH�teCiLi�QEG߁݈）

ʢ � ʣશ֎ࠃਓཹ学ੜʹӳޠの݈ൃܒ߁ຊʮ)FBMUI�.BOBHFNFOU�PO�$BNQVTʯΛ
　ӳ語の݈߁報冊子を提ڙすることにより、留学生の自߁݈ݾཧ、݈߁ҙࣝの向上にཱてた。

1�．ҩ学ڭҭ։ൃڀݚηϯλʔ

ˎϚΪϧେ学ڭһにΑるߨԋձの։࠵�
ʢ �݄��ʵ �݄ �ɺ11݄1�ʵ11݄��ɺ��1� �݄��ʵ �݄��ʣ

　医学教育開発研究センターでは、ϚΪル大学より教員 3 ໊をটへいし、岐阜ݝ内のྟচ研修පӃྟচ教育
の活性化を目ࢦしたߨԋ会等を開࠵した。૯͡て、岐阜ݝにおけるັ力あるྟচ教育、ͻいては医ࢣの確保
につながる示ࠦにむߨԋ会等であった。
　今後も、ྟচとその教育に国際定ධのあるϚΪル大学との連ܞを進めて行く。

ʢ 1 ʣ%S�'BSIBO�#IBOKJ のট͍ʢ � ݄��ʵ � ݄ � ʣ
Ճࢀもࢣԋでは、各ྍ科の主任のみならͣ、若ख医ߨ　
し、ੵۃ的な౼議を行った。ࢀՃ者からは「研修医にとっ
てັ力的な教育ํ๏のΞイσΞがつかめた」「カナμの最
৽の医ྍを֞間見ることができ、日本の医ྍϨベルの高さ
を再認することもできた」と好ධであった。また、ྟচの
内容と教育の内容を߹Θせてٛߨするํ๏はޮՌ的である
という示ࠦも得ることができた。
　今ճのটへいにおいて、平成26年度、平成27年度にϚΪ
ル大学においてのྟচ研修プログラムにࢀՃしたコンιー
シΞムॴଐのࢦಋ医と BhanKi 、が各පӃで再会をՌたしࢯ
交をԹめつつྟচ教育の近گ報ࠂができたことは、研修ࢀՃ者にとってもඇৗにҙٛਂいϑΥローΞップ
の機会となった。

ʢ � ʣ%S��:WPOOF�4UFJOFSU のট͍ʢ11݄1�ʵ11݄��ʣ
　本学医学部ෟଐපӃ等で実ࢪされたߨԋを௨して、岐阜ݝ
内でಇくࢦಋ医や医ྍै事者とີな交流を行った。岐阜ࢢຽ
පӃでのߨԋでは、かつてない΄ͲのࢀՃ者をूめた。
　ϚΪル大学においての研修にࢀՃした歴代のϝンόーが再
会し、その後のࢦಋํ๏のม容を報ࠂし߹えたことも大きな
成Ռであった。また、今ճのདྷ๚を活かして岐阜ݝの医ྍの
実を現ࢹやྍಉ行を௨して見ていただくことがで
き、岐阜ݝにおけるັ力あるྟচ教育、ͻいては医ࢣの確保
につながる示ࠦを共有することができた。

ʢ � ʣ%S��-JOEB�4OFMM のট͍�ʢ��1� � ݄��ʵ � ݄��ʣ
　内科学教तの 4nell のདྷ日に߹Θせて本学にটし、実ࢯ
際の現でのࢦಋํ๏についてのσϞンストϨーシϣンが行
Θれた。海外ྟচ実習४උதの医学生・ױ者（研修医）・
4nell Ճ者はྟচࢀ、によるӳ語のロールプϨイが行Θれࢯ
現でのࢦಋの༷子を؍することができた。コンιーシΞ
ム関連පӃからのࢀՃ者もあり、岐阜ݝ内のྟচࢦಋ医ネッ
トϫークの広がりを༧ײさせるߨԋ会となった。今ճのよう
なσϞンストϨーシϣンを含めた実ફ的なスΩルを学Ϳこと
のできるセϛナーの計画を含め、今後の交流のありํについ
てҙ見交換も行Θれた。

˻ฏ��ൃ࣮ߦ˼

No� 発行日 タイトル

104 2016�12� 9 ;iLa Wirus inGection is QreWalent in 
Central anE 4outh ANerica�

105 2016�12� 9 &QiEeNic LeratoconKunctiWitis has 
recentlZ CecoNe QreWalent in (iGu 
QreGecture

106 2016�12�15 4chool Zear 2017�InGorNation on 
annual health checLuQ

ηϯλʔͷར༻Ҋٸٹ໋ٹ（"&%）ͷҊ

อ݈ཧηϯλʔχϡʔεӳޠ൛（/P�1���1��）
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ˎཹ学生ととに学ͿʮҩྍӳޠϫʔΫγϣοϓʯ

　医学科では 5 ô 6 年࣍に学外ࢪ設でྟচ教育を受
けることができる「બྟচ実習」を実ࢪしている。
このྟচ実習プログラムでは、海外の医ྍ機関も実
習ઌとして認めており、一定の݅をクリΞした学
生が海外ྟচ実習に戦できる。毎年10ʙ25໊が海
外実習をرするため、医学教育開発研究センター
では、渡航の 1 年લからӳ語でのや体、
ྫ発表を学Ϳ४උ教育プログラム（医ྍӳ語ϫー
クシϣップ）をا画している。
　平成28年度は全 5 ճのϫークシϣップに外国人ߨ
した。そこでは、ロールプϨイといったӳ語の࿅習機会を増やすことがॏཁであり、ӳ語が࠵をটき開ࢣ
せるױ者がඞཁෆՄܽとなる。ױ者として協力を得た工学部、応用生科学部、Ҭ科学部の計32໊の
留学生は、ױ者のঢ়やࣾ会的എ景を記ड़したシナリオを֮え、そのױ者をԋ͡たり、実ફ࿅習後に医学生
へϑΟーυόックを提ڙしたりした。また、ன৯時間にはӳ語でのグループ交流会もا画した。留学生から
は「日本の学生との交流はָしく、自のษ強にもなった」というײ想、また、医学生からは「本当のױ者
さΜをしているようで大มษ強になり、Ξυόイスももらえてありがたい」とँײのが多くあがり、
ํにとってॆ実した時間を提ڙできた。

1�．େ学本෦

ˎฏ��ذෞେ学ࣄܥ৬һ�
άϩʔόϧϚΠϯυৢݚमʢ �݄1�ʵ1�݄ �ʣ

　本学事務ٴܥびٕ術ܥ職員における国際化の取り組みとして、平成27年度から実ࢪしている。この研修は、
グローόルϚインυをৢ成するために、ҟ文化における多༷なՁ؍をཧղし、෯広いࢹで事をଊえら
れるようになること、ฒびに国際的なϏジネスϚナーを学Ϳことで、職員の࣭ࢿの向上とۀ務行能力の増
進をਤることを目的としている。
　本年度の研修は、9 月15日（）から10月 7 日（ۚ）までの期間に、ࣜג会ࣾインιースࢣߨ 2 上ݝ岐阜ݩ、໊
海事務ॴ主੮代表（現岐阜ݝ工࿑ಇ部৽ۀ࢈・ΤネルΪー振興課　I5 ものづくり係）୩ޱ真ཬ子ࢯ、外
国人留学生 9 ໊にࢣߨをґ頼し、ΞクςΟブラーχングࣜܗで35ࡀ以下の一ൠ職員30໊ఔ度を対象とした。
　今年度は、ӳ語を実際す機会を増やし、大学の૭ޱを想定した内容でӳ語でのロールプϨイングを取り
入れた。

プログラム 内容

ҟ文化ཧղ（第 1 ʙ 4 ճ） จԽのҧ͍ΛΔ
「ϋイコンςクスト・ローコンςクスト」等、日本における
ࣾ会௨೦を再認ࣝするためのΩーϫーυが༩えられ、それ
ͧれの自組織についてグループ内でし߹った。
ҟจԽ間のίϛϡχέʔγϣϯ

「ローコン文化的コϛϡχέーシϣン」のॏཁ性について、
国際ࣾ会におけるϏジネスの相खとのコϛϡχέーシϣン
の取りํについて実体ݧをฉきながら学Μだ。

国際ϏジネスϚナー（第 5 ʙ 8 ճ） ฤʣޠΔʢӳ͑ߟਓのରԠΛࠃ֎ʹࡍ࣮
1 ）対໘での応対、 2 ）ిでの応対、 3 ）ϝールでの応対
ԋशɾϩʔϧϓϨΠϯά
二人ϖΞになり、ӳ語で対໘応対の࿅習をした。留学生が
カンターにདྷて、Կをཁٻしているかをฉき出す際の大
事なポイントを学Μだ。

ԋ（第ߨ上海事務ॴ主੮代表ݝ岐阜ݩ 9 ճ） ・ۀ࢈工࿑ಇ部৽ݝ上海事務ॴ主੮代表（現岐阜ݝ岐阜ݩ
ΤネルΪー振興課　I5 ものづくり係）୩ޱ真ཬ子ࢯにߨ
ԋをґ頼した。上海ற在தのݧܦから、த国（上海）につ
いての報提ڙや国際ࣾ会でグローόル人ࡐとして活༂す
るためにٻめられる能力なͲについて、۩体的にしてい
ただいた受ߨ生は興ຯਂくௌߨした。

留学生との懇談（第10ʙ11ճ） lC00-� JAPANz、 zB00IN(� JAPANz という 2 つのςーϚ
について、খグループに 1 ໊の留学生を交えてௐࠪという
໊目でのコϛϡχέーシϣンをਤった。
1 日目：インυネシΞ、த国、όングラσシϡ、ベトナム
2 日目：タイ、Ψーナ、グΞςϚラ、ϑΟリピン、த国、

ベトナム、インυ

海外研修報ࠂ会（第12ճ） χϡーサスΣールζ大学（6N48）4% 研修プログラ
ムにࢀՃしたੴ係員（医学部ෟଐපӃ૯務課研究推進係）
の研修報ࠂ。
　 1 ɽCoNQarison (6 anE 6N48
　 2 ɽCoNNunication in &nHlish
　 3 ɽ(loCal NinE
この 3 つのςーϚについて、現のࣸ真をհしながらॆ
実した研修内容の報ࠂがなされた。

やることએ言ʂ 各ࢀՃ者が、研修を௨して気づいた l 国際化に向けて自
がやっていくこと z をએ言した。

修ྃࣜ 修ྃ証त༩
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�मݚ৬һւ֎࣮ܥࣄˎ
ʢ1�݄1�ʵ11݄ �ʣ

　本学海外オϑΟス（広大学内オϑΟスٴび上海
オϑΟス）に事務職員を派遣し、岐阜大学の広報活
動や留学をرする学生の支援等を行い協定大学と
の連ܞを強化すること、ٴび岐阜ݝ海外ற在員事務
ॴと連ܞし、த国に進出している岐阜ۀاݝとの交
流を行い国際࢈学連ܞ・岐阜Ҭのグローカル化に
ついてݕ౼すること等の実務をݧܦさせることによ
り、本学のকདྷϏジϣンに掲げられた「国際化（
Ҭにࠜ͟した国際化と成ՌのҬؐݩ）」を実現す
るための事務職員の能力向上をਤることを目的に、
平成28年度岐阜大学事務ܥ職員海外実務研修を実ࢪした。ެืをܦて 2 ໊の事務職員を派遣した。広大学
では 3 ि間在し、岐阜大学ϑΣΞ in 広大学を実ࢪすることのଞ、事務室内のඋ・ཱͪ上げ、留学相
談なͲ広大学の教員ٴび学生と協力し成しげた。
　上海では、 1 ि間の在のதで大֞共ཱۜ行、十ۜ行、໊ݹ大学த国交流センター、岐阜ݝ上海事務
ॴ、ಉࡁ大学、松工ࣜגۀ会ࣾ、イϏσンࣜג会ࣾ、日本留学ઐ機関なͲを๚し、ۀاがٻめる人ࡐ
をௐࠪするなͲ交流をਤり、དྷ年度以降にܨがる関係をߏஙした。

50&*$ είΞΞοϓϓϩδΣΫτ

　語学力向上のため自ݾ研ᮎにྭむ一ൠ職員にྭۚを支څすることにより、更なる研ᮎをྭし岐阜大学
のグローカル化の基൫を強化することを目的として 50&IC スコΞΞッププロジΣクトが2016年 5 月に制定
された。
　ྭۚを受څすることのできる者は、本学にॴଐする一ൠ職員（事務職員ٴびٕ術職員）であり、
50&IC で800以上を取得した者を対象としている。
　今年度は 1 ໊（応用生科学部）の職員からਃがあり、認定証ฒびに岐阜大学基ۚ特定事ۚۀ「国際交
流促進のための学دۚ」よりྭۚをଃఄした。

55国際化における現状分析

ᶙ
ᶙɽࡍࠃԽʹ͓͚Δݱঢ়ੳ

本学の学術交流協定締結の軌跡から今後の学術交流協定の在り方を探る

グローカル推進本部
特任助教　松井真弓

はじめに

　国際 IR（Institutional Research）活動の一環として、岐阜大学学報に創刊号（1950年）から触れる機会
を得た。本学における国際交流の始まりとして、創刊当時から国費外国人留学生制度（1954年開始）、外国
政府やユネスコ等による海外への留学支援の記録、また、教員による自発的な研究渡航の事実を確認するこ
とができる。1964年以降の冊子においては、在外研究員等の支援制度により、多くの教職員が毎年海外に出
向き研究活動をしていた記録が示されていた。そして更に年を追って見ていくと、最近では海外渡航支援の
対象が学生にまで広がってきている。日本全体としてみても、日本政府の政策課題の一つとして学生の海外
派遣数を「2010年の 6 万人から12万人へと2020年までに倍増させること」を目標として閣議決定され 1 、各
関連省庁により実行計画（「若者の海外留学促進計画実行」）が取り組まれている。
　学生の国際交流推進のための支援を考えた時、大学間の信頼関係に基づいた学術交流協定によるサポート
があげられる。最近の協定書をみると、年間の上限数を設けた交換留学制度の枠組みだけでなく、協定大学
間で保証する短期語学研修やインターンシッププログラム等、交流内容が多岐に渡って盛り込まれてきた。
本稿では、これまでに締結されてきた多くの学術交流協定について、本学の教育力と研究力の進展のための
戦略ツールとしての有用性を探り、今後の国際交流活動に向けて共有したい。

1 ．学術交流協定締結の軌跡と学生派遣

1 - 1 ．大学間学術交流協定締結の背景
　日本における海外との留学交流の起源ははるか昔からの歴史をもつが、近代日本における外国人留学生の
受入れの制度化 2 は、1901年（明治34年）制定の「文部省直轄学校外国人入学規定」から始まった。本学に
おいてもその流れを汲み、開学（1949年）当初から学則において“外国人学生”についての掲載が確認でき
る。そして、1974年には、医学部と工学部に外国人学生が正規生として入学している。1964年の東京オリン
ピックを契機とした好景気下での学術振興・成熟を受け、1983年には“留学生受入れ10万人計画”3 が発表
された。本学においても、教員の研究交流が進むと共に、研究をベースとした学生の派遣・受入も開学当初
からあったと想像する。このような内外の国際化の高まりを受け、本学においては1981年に国際交流委員会

（全学）が発⾜した。また、本学で学び
研究する外国人留学生や外国人研究者へ
の種々の支援（日本語・日本文化の習得、
生活相談等：これらの機能はその後留学
生センターの設置で強化された。）を全
学的に対応するため、国際交流に特化し
た事務組織となる国際交流室が1984年に
設置された。国際交流室設置年には、第
一号となるカンピーナス大学（ブラジル）
との大学間学術交流協定が締結され、
2017年 3 月31日現在では18ヶ国47大学 1

図 1．大学間学術交流協定数推移（岐阜大学）
（注）各年内に締結・廃止した協定校を含む。

1  「日本再興戦略─ JAPAN is BACK ─」，首相官邸，平成25年 6 月14日
2  「我が国の留学生受入れ制度100年の主なあゆみ」，文部科学省，平成13年11月
3  「二十一世紀への留学生政策に関する提言」，二十一世紀への留学生政策懇談会，昭和58年 8 月
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ᶙ ᶙ
　�� Τラスムス計画（5he &uroQean CoNNunitZ Action 4cheNe Gor the .oCilitZ oG 6niWersitZ 4tuEents� &RA4.64 1987年

開始）等、༷々な &C（現在は &6）Ճໍ国間での人ࡐ育成、科学・ٕ術における留学支援プログラムにより、ҟ文
化交流がਁಁしている環ڥとしてピックΞップした。

　���0&C%「&Eucation at a (lance 2016� 5aCle C4�3� .oCilitZ Qatterns oG GoreiHn anE international stuEents （2014）」ࢀর

ද 1．֤国ͷߴڭҭؔػにおけるࣗ国੶学ੜͱ֎国ਓ学ੜٴͼ֎国ਓཹ学ੜͷ流ಈੑ（��1�）

1 ）2013年度のσータを用。
2 ）国内の高等教育機関の学生は、૯学生数から外国人留学生数をҾいたものではなく、૯学生数から外国人学生をࠩしҾい

たものを用。
˞岐阜大学の学生海外派遣σータ：（ 1 ）（平成28年度日本人学生海外派遣数：148໊）ʗ（平成28年 5 月 1 日現在の૯学生数（正

規・ඇ正規生、含、留学生）：7422໊）ʷ100（ 2 ）（平成28年度日本人学生海外派遣数：148໊）ʗ（平成28年 5 月 1 日現
在の外国人留学生数（正規・ඇ正規生）：329໊）

ʦ出యʧ0&C%　「&Eucation at a (lance 2016」 5aCle C4�3よりվฤ

機関との大学間学術交流協定を、部ہ間Ϩベルでは44の大学・機関（協定数49）と部ہ間学術交流協定を締
結している（ਤ 1 ）。

1 - � ．協定締結ͱຊਓ学ੜݣ
　本学の国際交流広報ࢽで
ある N&84-&55&R（1986
年第 1 号ʙ現在第42号にࢸ
る）には、創刊当時から、
毎年50໊ఔ度の外国人留学
生と研究者を受入れていた
ことが記されている。大学
間の信頼関係の下で研究
者・学生の受入・派遣を推
進する学術交流協定数の増
Ճにい、1984年以དྷその
数は年々増Ճしている。近
年の協定数の推Ҡ向を、
本学とಉఔ度のࡒ務ੳ上
の規 （ྨグループ（(））
の大学間協定締結実でൺ
ֱしたとこΖ（ਤ 2 ）、本
学の協定締結数の年࣍ม化
はಉグループ内の平ۉを若
。下ճっているׯ
　一ํ、本学における協定
に基づく日本人学生の海外
派遣数はここ10年でஶしい
増Ճを示すۂઢをඳいてい
る。2008年とൺֱすると、
協定に基づく学生交流は
年々活発になってきている

（ਤ 3 、表 1 ）。
　日本全体の年間海外派遣
数の数目標は12万人（૯
学生数 � の1�7ˋ）である
が、これは本学の૯学生数
7422໊（2016年 5 月 1 日
現在、含、留学生）当たり
に換ࢉすると126໊に相当
する。実際、本学学生の海外派遣数は平成28年度で182໊（内、日本人学生148໊）であり、政府の目標ୡ成
に十ݙߩしていると考えられる。更に、世ք的に見た߹でも、今後 &622�� の海外派遣ׂ߹（3�0ˋ ���：
200໊相当）まで増Ճさせていくことは、協定を活用することでそれ΄Ͳしくなく౸ୡできる数にࢥΘ
れる。（ࢀ考：表 1 　ؖ国：3�3ˋ、த国：2�1ˋ ���）
　� 平成28年度の学校基本ௐࠪ結Ռより高等教育機関（大学：2873624໊、短期大学：128460໊、高等ઐ学校：57658໊）、

高等学校（3309342໊）、ઐ修学校（656649໊）の߹計数（7025733໊）よりࢉ出。

図 �．学術交流協定数推移（(άϧʔϓˎ）
ʦ出యʧ文部科学省　「海外の大学との大学間交流協定、海外におけるڌに関するௐࠪ結

Ռ」、平成20年度ʵ平成25年度結Ռ　˞協定数には大学間、部ہ間、そのଞ学生相
のためௐࡂ派遣（μブルσΟグリー等）に関する֮書等も含む。平成22年度はޓ
ࠪせͣ。

ˎ医科ܥ学部を含むෳ数学部でߏ成され、学生ऩ容定員 1 万人もしくは学部数等が֓Ͷ10
学部ະຬの大学܈。

図 �．岐阜大学における学術交流協定数ͱ協定にͮ͘جຊਓཹ学ੜ（ݣ）数
ʦ出యʧ文部科学省　「海外の大学との大学間交流協定、海外におけるڌに関するௐࠪ結

Ռ」、平成20年度ʵ平成25年度結ՌʗJA440 「協定等に基づく日本人留学ঢ়گௐࠪ」
本学報ࠂ
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ᶙ ᶙ
� - � ．4DJ7BM ͔Βذͨݟෞ大学のڀݚ
　4ci7al（&lseWier ࣾ提ڙの研究ੳツール）を用いて、
文出൛数から見た本学の掲載文の向がਤ 6 で
ある。医ྍが最上Ґに、࣍いで生化学やҨ・子
生学的ྖҬ、工学、ۀや生科学等とଓく。医学部

（含、ෟଐපӃ）、応用生科学部・連߹学研究科、工
学部、連߹創ༀ研究科等、ཧܥの学部・研究科が多い本
学としてはଥ当なであΖう。

� - � ．4DJ7BM ͔Βͨݟ協定大学のڀݚ
　本学との研究交流を推進させるというଆ໘から、
4ciWal 上で27ある内の 2 ô 2 ɽで見た本学の研究
（18）にண目して各協定大学の文出൛向（ਤ
7 ）と各における文のҾ用から見たӨڹ力（ਤ
8 ）を見た。ここからあるఔ度、各大学の特৭（ਤ 7 ）、
強み（ਤ 8 ）となる研究が推できる。ྫえ、大学規はҟなるがνΣンϚイ大学、シυχー大学等
の文出൛ྖҬ向がଞの協定大学とൺて本学とࣅていることがΘかる（ਤ 7 ）。

図 �．大学間学術交流協定ઌͷจग़൛（��11ô��15ɼ4DJWBM）
［出典］ELSEVIER, SciVal （Subject area: ASJC, Data sources: Scopus, up to 04 May 2017）
（注）SciVal 上で検索できない協定大学を除く。上記の分野カテゴリーは収載論文の分類分けに依存するため、複数分野でカ

ウントされている論文もある。ASJC（All Science Journal Classification Used in Scopus）の27分野のメインカテゴリー
の内、岐阜大学で論文出版割合の多い項目（図 6 ）のみを比較。

図 �．岐阜大学ͷ分ผจग़൛（��1�ô
��1�ɼ4DJWBM）

ʦ出యʧ&-4&7I&R 4ci7al （4uCKect area� A4JC %ata 
sources� 4coQus %ata last uQEateE� 04 .aZ 
2017）

� ．本学の学術交流協定େ学のಛ

� - 1 ．大学間学術交流協定締結ʹΑΔڞࡍࠃಉڀݚのޮՌ
　本学の大学間学術交流協定の基本ݪ則として、「交流がํの大学の教育と研究ٴび相ޓの国のཧղ促進、
文化の向上にݙߩするきものであること。」とある 4 。そこで、協定締結が྆大学において研究力の向上
にݙߩしているのかをଌる一つのख
ஈとして、྆大学の研究者を共ஶ者
に含む文数推Ҡを見た。
　協定締結後に協定締結ઌとの共ஶ
文数は増Ճする向にあり、かつ、
直近の2010年代に締結した大学との
研究交流はより活発であることが
σータより示された（ਤ 4 ）。また、
ਤ 5 のグラϑを2010年代に締結され
た大学（ԫ৭κーン）にண目して見
ると、高ྷ大学（2010年締結）、Ϙΰー
ル科大学（2010年締結）でݦஶに
増えていることがΘかる。

図 �．協定క݁ผͷ֤ͷڞஶจग़൛数推移
ʦ出యʧ&-4&7I&R 4coQus（A''I-（l(iGu 6niWersitZz）AN% A''I-（l6niWersitZ 

naNez））AN% P6B:&AR � 1983 AN% P6B:&AR � 2018
（注）PuClication：Article、ReWieX、-etter のみカント

4  「岐阜大学における大学間国際交流協定締結に関するݪ則」，岐阜大学グローカル推進本部，平成27年 4 月վ定

図 5．協定క݁ॱに֤ͨݟ協定大学ɾؔػͱͷ֤ͷڞஶจग़൛数ม化
ʦ出యʧ&-4&7I&R 4coQus （A''I-（l(iGu 6niWersitZz）AN% A''I-（l6niWersitZ naNez））AN% P6B:&AR � 1983 AN% 

P6B:&AR � 2018
（注）PuClication：Article、ReWieX、-etter のみカント
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図 �．大学間学術交流協
定ઌͷ֤จ分におけ
る'8$*ൺ （ֱ��11ô��15
ɼ4DJWBM）

ʦ出యʧ&-4&7I&R 4ci7al
（4uCKect area� A4JC %ata 
sources� 4coQus uQ to 04 .aZ 
2017）

（注）ਤ 7 とಉ݅で実ࢪ。一
部のみൈਮし掲載。
'8CI：'ielE�XeiHhteE Citation 
INQact は、間の研究活動
のࠩを考ྀして文のインύ
クトをଌるࢦ標で、当֘文ݙ
のඃҾ用数を、ಉ͡出൛年・
ಉ͡・ಉ͡文ݙタイプの
文ݙの世ք平ۉでׂったもの。
ここに掲載したものは各大学
の文ूݙ߹になるので、各文
のݙ '8CI の平ۉをൺֱし
ている。

図 �．大学間学術交流協定ઌͷ֤จ分における'8$*ൺֱ（��11ô��15 �4DJWBM）ɿ࣍ϖʔδにଓ͘
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ᶙ ᶙ
� ．学生のւ֎派遣のਪҠと今後のల

　本学の第 3 期த期目標・த期計画（平成28ʙ33年度）では、「岐阜大学は、Ҭにࠜ͟した国際化と成Ռ
のҬؐݩによってグローカル化を実現する。多文化共生ܕによる国際教ཆコースの設置、日本人学生と留
学生のࠞ在ܕ教育のॆ実、留学生の組織化やब職支援のॆ実なͲ、国際化につながるࢪ策を推進する。」 5

ことを目標として、༷々な計画が進められている。
　「グローόル化に関する目標をୡ成するためのા置」 6 として、本稿のςーϚとॏなるものをൈਮしたの
が以下の 4 つの実ࢪ計画である。
ᶃʵ 1 　大学の国際化を推進するため、ෳ数の協定大学への海外共ಉ実ݧ室の設置・活用やμブルσΟグリー

（%%）・プログラムを推進するとともに、平成31年度を目్にジϣイントσΟグリー（J%）・プロ
グラムをඋし実ࢪする。

ᶃʵ 3 　日本人学生の短期海外研修制度の活用や海外留学Ϟσルのߏங等により、日本人学生の海外留学生
数ٴび派遣学生数を第 3 期த期目標期間தにԆ500໊以上にする。 

ᶃʵ 4 　教員の海外研修ٴび海外留学を推進するとともに、事務職員を対象とした海外実務研修制度をඋ
する。 

ᶃʵ 6 　応用生科学研究科ٴび工学研究科におけるळ入学を活用したӳ語による教育コースのݕ・վળ
 。するࢪ教育を実ܕびҬ科学部における国際教ཆコースの設置等により、日本人・留学生のࠞ在ٴ

　第 3 期த期目標・த期計
画の日本人学生の海外派遣
目標数はԆ500໊以上（計
画：ᶃʵ 3 ）である。平成
28年度時で年間148໊の
日本人学生が海外へ研修・
研究等を目的として渡航し
ており、 6 年間で500໊は
ୡ成Մ能な数と言える。
աڈ数年の数の上ঢから
推計すると、平成33年（2021
年）には派遣者数年間200
໊ఔ度（૯学生数の3�0ˋ、
1 ɽでも目҆としてड़た）
の数が設定できる（ਤ
10）。現在本学では、ᶃʵ
1 にあるような %% や J% のような協定大学との協ಇ教育プログラムのඋを、グローカル推進本部と関連
部ہとの連ܞにより進めている。II5ô(、6K. の 2 校を相ख大学とする J% プログラムは 4 つのઐ߈の設
置を計画している。それ以外に、ᶃʵ 3 にあるように、協定大学との連ܞを活かして短期海外研修制度・海
外留学Ϟσルの৽規ߏஙにより大学としてのӳ語スΩルΞップをਤっていく（ਤ11）。۩体的には、ӳ語力・
ҟ文化ཧղの向上という“࣭の保証”を行う目的での（短期留学）渡航લ事લ研修を実ࢪするため、&4-
プログラムの開発が進Μでいるカナμの協定大学（Ξルόータ大学）と連ܞして、岐阜大生のためのオリジ
ナルプログラムを開発த（2017年Ն実ࢪ༧定）である。
　短期間（数ि間ʙ数ヶ月ఔ度）の海外在だけで国際的௨用性をཆうことは、一ൠ的にはしいとされる。
しかし、&4- なͲの短期海外研修のݧܦ等を契機として、学࢜課ఔ、修࢜課ఔそしてത࢜課ఔのプログラ

図1�．岐阜大学におけるຊਓཹ学ੜ（ݣ）数ͷ推移ͱকདྷ༧ଌ
［出典］文部科学省　「海外の大学との大学間交流協定、海外における拠点に関する調査結

果」、平成19年度－平成27年度／JASSO 「協定等に基づく日本人留学状況調査」本
学報告分に一部データを追加

5  「国ཱ大学๏人岐阜大学த期目標」，岐阜大学 )P 掲載（第 3 期），平成29年 3 月21日文部科学省大ਉม更認Մ൛
6  「国ཱ大学๏人岐阜大学த期計画」，岐阜大学 )P 掲載（第 3 期），平成29年 3 月29日文部科学省大ਉม更認Մ൛

� - � ．ઓུπʔϧͱͯ͠の༗༻ੑΛ୳Δ

　ਤ 9 では、各協定大学の 'acultZ 4ta⒎ 一人当たりの年間文出൛数（2015年出൛）を示している。グロー
カル推進本部が発⾜（2015年）してから৽規に締結された大学（インυ工科大学グϫϋςΟ校：II5ô(（2015
年）、ϚϨーシΞ国ຽ大学：6K.（2016年）、ϚΪル大学、Ξルόータ大学（共に2017年））は本学とൺֱし
て、いͣれも一人当たりの文出൛数はಉ等かまたは高いҐ置にある。このうͪ II5ô( と 6K. とは、国
際協ಇ教育推進の一つのखஈとして、ジϣイントσΟグリー（J%）プログラムの設置を進めている。この
2 校にண目してਤ 8 のσータを見た߹、II5ô( は .eEicine、Neuroscience（ྟচ研究以外のྖҬ）、
7eterinarZ（ྟচ研究以外のྖҬ）、CheNical &nHineerinH、&nerHZ が本学より高い数を示していた。
一ํ、6K. とは、σータ上ではͲのྖҬにおいても΄とΜͲಉ等の研究Өڹ力を有しているように見受け
られた。J% プログラムӡ用をσータから考えた߹、લ者は྆大学の࣋つҟなる得ҙを活かしあ
うことによる相ޮՌを、後者はಉܥを活かした相ޮՌをૂって研究ྖҬをબするとޮՌ的であΖ
う。学生、特にത࢜課ఔをհした共ಉ研究の発展により、྆ 大学における教育ٴび研究の向上が期される。
　また、今後はطଘの協定大学との共ಉ研究推進・協ಇ教育推進プログラムのݕ౼だけでなく、৽規に協定
を締結する際や、部ہ間協定を戦略的に大学間学術交流協定にしたい߹等に 2 ɽの各߲目でڍげてきたσー
タをࢀ考にݕ౼しても有用であΖう。طଘの協定大学との向と、取られてきた交流戦略によりͲのよ
うなม化（共ಉ研究の促進、教職員・学生交流の活性化等）が起こるのか、ύターンをੵしていくことで、
大学間学術交流協定締結લに大学間の相性を見る一つのखஈとなることが期できる。

図 �．"DBEFNJD�'BDVMUZ�4UB⒎（6OJWFSTJUZ�0WFSWJFX�JO�24）ن͔Βͨݟจग़൛（��15）
ʦ出యʧReQorts nuNCer� &-4&7I&R 4ci7al � AcaEeNic 'acultZ 4ta⒎ nuNCer� 24 2uacRuarelli 4ZNonEs -iNiteE 6niWersitZ 

0WerWieX
（注）4ci7al、24 上でώットしなかった大学間学術交流協定大学は掲載していない。
　　ç4coQus にऩ載されないӳ語以外の文文ݙはカントされていない。
　　çAcaEeNic 'acultZ 4ta⒎ と文のは考ྀしていない。（現語でのۀが多いに関してカントから外していな

い。）
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ᶙ
ムを௨して「国際的ࢹ」と「国際的௨用性」のஈ
֊的な向上をਤることにより、多༷なՁ؍にਂい
ཧղをͪ࣋Ҭの活性化にݙߩする“グローカル

（(loCal � -ocal）”リーμーとなっていくことが期
される。協定大学との連ܞはそのための۩体的な
。策として今後ӹ々活用していくこととなΖうࢪ

ऴΘりに

　1980年代からঃ々に数を増やしてきた海外との大
学間協定も、締結当時には活発に研究交流を行って
いた本学教員がୀ職等でෆ在となると、研究交流と
それにう学生交流がௐとなってしまうことが多
い。1980年代、90年代に締結されたزつかの大学は、
それͧれの強みやັ力が༷々にあるものの、研究・
教育໘でのޮՌ的で有ޮな交流推進がҝされておら
ͣ、本学の発展のために活かされていないようにも
みえる。本稿では、限られたࢴ໘の߹上、͝く一
部のࢹからではあるが、国際 IR のՄ能性として、
大学間学術交流協定の有用性を種々のσータからಋ
き出し、今後の৽たな教育・研究推進へのಓを探っ
た。本学においてはまだ๖ժஈ֊と言える IR が、
国ཱ大学“๏人”化された岐阜大学にとって、限ら
れたۚࢿと人的リιースを有ޮに活用していく上で
কདྷ的に有用なख๏であることを、国際 IR のଆ໘
からも確信する。

図11．岐阜大学ͷӳޠεΩϧΞοϓύε

ྉࢿ�5

ᶚ
1 ．໊ 

ฏ��άϩʔΧϧਪਐຊ෦ҕһ�
ॴ　ଐ・職　໊　等 ໊　　ࢯ

グローカル推進本部本部（ཧ事・෭学） ླ　　文　昭
グローカル推進本部෭本部（留学生センター） 　ా　ߊ　一
グローカル推進本部෭本部（学ิࠤ） খ　ࢁ　ത　೭
グローカル推進本部෭本部（学術国際部） 大　　ӻ　史
教育学部・教त ٢　松　ࡾ　ത
Ҭ科学部・教त த　　一　༤
医学ܥ研究科・医学部・教त ઍ　ా　ོ　
医学部・ޢ学科・।教त খી　Ճಸ子
工学部・教त（工学部グローόル化推進室） ౢ　　　ກ　
応用生科学部・教त（応用生科学部・෭学部）（連߹学研究科・研究科ิࠤ） ޫ　Ӭ　　　ప
連߹学研究科・教त த　　ߒ　平
連߹्医学研究科・教त ઙ　井　మ　
連߹創ༀ医ྍ報研究科・教त ా　த　߳おཬ
留学生センター・教त ଠ　ా　　子
グローカル推進本部・特任।教त ϨイϞンυ　コ
グローカル推進本部・特任助教 松　井　真　弓
教育学部・教त 　　　　　ప
教育学部・教त ߂　හ　ా　ࢁ
学務部教務課 ٱ　㛲　和　ࠇ
学術国際部国際ا画課 ੁ　୩　३　子

� ．協定Ұཡ

˔大学間協定ʢ1�ϱࠃ��大学 1 �ʣؔػ ��1� � ݄�1ࡏݱ

大学・機関໊ 国・Ҭ໊ 協定締結日
तۀྉ相ޓ

ෆऩ
交換Մ能
学生数˞

1 カンピーナス大学 ブラジル 1984ɽ8 ɽ27 有 2
2 サンσΟΤΰभཱ大学 Ξϝリカ 1985ɽ5 ɽ7 有 4
3 ᔳߐ大学 த国 1986ɽ4 ɽ21 有 3

4 広大学 த国 1986ɽ4 ɽ24 有 4
5 ి子科ٕ大学 த国 1986ɽ7 ɽ21 有 2
6 ೆ大学ߐ த国 1986ɽ9 ɽ3 有 3
7 ルンυ大学 スΣーσン 1987ɽ9 ɽ12 有 ù
8 ϊーβンέンタッΩー大学 Ξϝリカ 1990ɽ9 ɽ26 有 2
9 ιル科学ٕ術大学校 ؖ国 1992ɽ3 ɽ19 有 3
10 グリϑΟス大学 オーストラリΞ 1995ɽ3 ɽ3 有 4
11 ユタ大学 Ξϝリカ 1997ɽ5 ɽ28 有 ʵ
12 ユタभཱ大学 Ξϝリカ 1997ɽ5 ɽ29 有 ù
13 ϋϊイ工科大学 ベトナム 1998ɽ6 ɽ26 有 2
14 ΣストόージχΞ大学 Ξϝリカ 1998ɽ12ɽ16 有 3

ᶚɽࢿྉ
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医学ܥ研究科・
医学部

ᔳߐ大学医学Ӄ த国 2000ɽ12ɽ4 有 学生・教員
コンέン大学医学部 タイ 2000ɽ12ɽ18 有 学生・教員
大学校医学部 ؖ国 2009ɽ4 ɽ17 有 学生・教員
ϋϫイ大学医学部 Ξϝリカ 2016ɽ8 ɽ24 有 学生・教員

医学部・保݈
ཧセンター ೆϑロリμ大学医学学܈ Ξϝリカ 2016ɽ10ɽ20 ແ 教員

工学部

国ཱ全ೆ大学校工学部 ؖ国 2002ɽ2 ɽ6 有 学生・教員
༄ؖ大学校工学ྻܥ ؖ国 2010ɽ9 ɽ29 有 学生・教員
ベングル大学数学自વ科学部 インυネシΞ 2011ɽ7 ɽ20 有 学生・教員
サー・ύラシϡラムブ・カϨッジ インυ 2012ɽ9 ɽ17 有 学生・教員
ೆ大学校工学部 ؖ国 2013ɽ1 ɽ18 有 学生・教員
Ϛυリーυ・カルロスࡾ世大学工
学部 スϖイン 2013ɽ7 ɽ9 有 学生・教員

υルトムント工科大学機ց工学部 υイツ 2014ɽ6 ɽ23 有 学生・教員
ϚンμϨー大学自વ科学部 ϛϟンϚー 2014ɽ8 ɽ25 有 学生・教員
ブラϰΟジϟϠ大学数学自વ科
学部 インυネシΞ 2014ɽ12ɽ16 有 学生・教員

ϠμナϘン大学自વ科学部 ϛϟンϚー 2014ɽ12ɽ16 有 学生・教員
ϝςΟラ大学自વ科学部 ϛϟンϚー 2014ɽ12ɽ16 有 学生・教員
σΟΞンΩϚςΟ工科大学工学部 έχΞ 2014ɽ12ɽ16 有 学生・教員
トΡンク・ΞブυΡル・ラーϚ
ン大学ཧ工学部 ϚϨーシΞ 2014ɽ12ɽ16 有 学生・教員

大学校工学部ܚ ؖ国 2015ɽ2 ɽ27 有 学生・教員
Ξϝリカ߹ऺ国国ཱӴ生研究ॴ
国ཱ৺ഏ݂ӷ研究ॴ Ξϝリカ 2015ɽ3 ɽ18 有 学生・教員

όーσン・ϰϡルςンベルクभཱ
ଠཅΤネルΪー・ਫૉ研究センター υイツ 2015ɽ3 ɽ20 ແ 学生・教員

ブンϋッタ大学 インυネシΞ 2015ɽ7 ɽ30 有 学生・教員
ύμンभཱ大学数学自વ科学部 インυネシΞ 2015ɽ9 ɽ18 有 学生・教員
νϡラロンコン大学ཧ学部 タイ 2015ɽ12ɽ2 有 学生・教員

χϡーサスΣールζ大学 オーストラ
リΞ 2016ɽ4 ɽ25 ແ˞ 学生・教員

東ςΟϞール国ཱ大学工学部 東ςΟϞール 2016ɽ8 ɽ29 有 学生・教員
工学部・流Ҭݍ科
学研究センター クラクϑ工科大学環ڥ工学部 ポーランυ 2015ɽ11ɽ30 有 学生・教員

インϑラϚネジϝ
ントٕ術研究セン
ター

த国科学Ӄਫར部ਫ保࣋研究ॴ த国 2008ɽ8 ɽ12 ແ 教員
த国ਫརਫి科学研究Ӄؠ工
ఔ研究ॴ த国 2009ɽ7 ɽ24 ແ 教員

応用生科学部

νϡラロンコン大学ཧ学部 タイ 1994ɽ3 ɽ15 ແ 学生・教員
コンέン大学学部 タイ 2000ɽ3 ɽ27 ແ 学生・教員
コンέン大学学部間共ಉ開発研究ॴ タイ 2000ɽ3 ɽ27 ແ 学生・教員

国्ཱ医科学ݕӸӃ्医科学研究ॴ ؖ国 2008ɽ11ɽ4 ແ 教員

15 カセサート大学 タイ 1999ɽ8 ɽ5 有 3
16 内ݹۀ大学 த国 2000ɽ8 ɽ8 有 2
17 シυχー工科大学 オーストラリΞ 2000ɽ8 ɽ14 有 3
18 ύンϊン大学 ϋンΨリー 2001ɽ3 ɽ2 有 3
19 Ξンμラス大学 インυネシΞ 2001ɽ4 ɽ23 有 4
20 όングラσシϡۀ大学 όングラσシϡ 2001ɽ8 ɽ23 有 2
21 Τルϑルト大学 υイツ 2002ɽ12ɽ4 有 3
22 ٢ྛ大学 த国 2003ɽ5 ɽ20 有 4
23 νΣンϚイ大学 タイ 2003ɽ8 ɽ4 有 3
24 μッカ大学 όングラσシϡ 2004ɽ6 ɽ17 有 3
25 ϞンクットԦトンブリ工科大学 タイ 2005ɽ1 ɽ10 有 3
26 ՚ڛ大学 த国 2005ɽ3 ɽ29 有 3
27 ಉࡁ大学 த国 2006ɽ3 ɽ16 有 2
28 ランポン大学 インυネシΞ 2006ɽ4 ɽ25 有 2
29 内ݹ大学 த国 2007ɽ2 ɽ6 有 1
30 Ӝ大学校 ؖ国 2008ɽ2 ɽ26 有 3
31 シόジ大学 インυ 2008ɽ3 ɽ18 有 2
32 όイロイト大学 υイツ 2008ɽ8 ɽ22 有 4
33 ೆ交௨大学 த国 2008ɽ9 ɽ5 有 4
34 ベンϋー大学 Τジプト 2009ɽ3 ɽ18 有 2
35 高ྷ大学校 ؖ国 2010ɽ1 ɽ15 有 2
36 カナス工科大学 リトΞχΞ 2010ɽ3 ɽ8 有 4
37 Ϙΰール科大学 インυネシΞ 2010ɽ12ɽ2 有 3
38 内ൣࢣݹ大学 த国 2011ɽ6 ɽ8 ແ ʵ
39 ϰΟータタス・Ϛグψス大学 リトΞχΞ 2012ɽ1 ɽ19 有 ù
40 ΨジϟϚμ大学 インυネシΞ 2012ɽ9 ɽ13 有 3
41 シυχー大学 オーストラリΞ 2012ɽ12ɽ5 有 1
42 スブラス・ϚϨット大学 インυネシΞ 2013ɽ7 ɽ8 有 3
43 ύリ第11大学 ϑランス 2014ɽ12ɽ16 有 3
44 タイ教育省基ૅ教育委員会 タイ 2015ɽ3 ɽ10 ແ ʵ
45 インυ工科大学グϫϋςΟ校 インυ 2015ɽ6 ɽ23 有 ú
46 ϚϨーシΞ国ຽ大学 ϚϨーシΞ 2016ɽ9 ɽ21 有 2
47 ϚΪル大学 カナμ 2017ɽ3 ɽ8 ແ ʵ
48 Ξルόータ大学 カナμ 2017ɽ3 ɽ21 ແ ʵ

˞毎年、 1 学年度の間に派遣または受入Մ能な最大限の人数を表す。

˔෦ہ間協定

協定部ہ 大学・機関໊ 国・Ҭ໊ 初ճ締結日 तۀྉ
相ޓෆऩ 交流対象者

教育学部
シーナカリンΟロート大学教育学部 タイ 2015ɽ3 ɽ17 ແ 教員
カールスルーΤ教育大学 υイツ 2015ɽ10ɽ21 ແ 教員
大学ൣࢣࢁ த国 2015ɽ12ɽ7 有 学生・教員

Ҭ科学部
Ξーカンιー大学ϑΥートスϛス校 Ξϝリカ 2015ɽ6 ɽ8 有 学生・教員
リール第 3 大学 ϑランス 2015ɽ10ɽ1 有 学生・教員
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ᶚ ᶚ
� ．ւ֎ΦϑΟεɾࢪڀݚઃ�

ෞ大学ւ֎ΦϑΟεذ˔
設置ॴ 国・Ҭ 設置時期

岐阜大学上海オϑΟス த国 2009年 5 月
岐阜大学μッカ大学内オϑΟス όングラσシϡ 2009年 8 月
岐阜大学スブラス・ϚϨット大学オϑΟス インυネシΞ 2014年12月
岐阜大学広大学内オϑΟス த国 2015年 3 月

ઃࢪڀݚಉڞ˔
設置ॴ 国・Ҭ 設置部 設置時期

Ϙΰール科大学 インυネシΞ ఱવ化学 2014年12月
スブラス・ϚϨット大学 インυネシΞ 環ڥ科学 2015年12月
μッカ大学 όングラσシϡ 生化学 2015年12月
カセサート大学 タイ ඍ生学 2016年 2 月

� ．ͦ のଞ

ˎຊ࠾͞Εͨڞࡍࠃಉڀݚ

˔ຊ学術ৼڵձࡍࠃ交流࠾ۀࣄҰཡ

種ผ 用者࠾ 学術交流ઌ 研究課題 研究期間

共ಉ研究
工学部
খྛ　一（教त）

ೆ大学校（ؖ国）
)Zun�%o :6N（教त）

ٺ化したమےコンクリー
トߏのՙ性とٱ性
の 4)CC による向上

2017ô2019

টへい（短期）
工学部　
খౡ　༔ش（助教）

Ξイオϫभཱ大学
（Ξϝリカ）
RoCert )0R50N（教त）

ཧ学による൫工
学、学、࡞学の連ܞ 2017�5�20ô6�2

˔ʢެࡒʣాޱणձࡍࠃ学術交流ॿۚ࠾Ұཡ
۠ 用者࠾ 学術交流ઌ 研究課題 研究期間

টへい

工学部
ా　༸子

（教त）

Ξϝリカ߹ऺ国国ཱӴ
生研究ॴ　国ཱ৺ഏ݂
ӷ研究ॴ（Ξϝリカ）

ਆܦม性࣬ױにおけるコンυロイ
νンེࢎプロςオグリカンのׂ 2017�9�1ô9�7

工学研究科
ᖒ　和അ

（教त）

ϚンμϨー大学
（ϛϟンϚー）

日本とϛϟンϚーにおける大学
初年࣍実ݧ教育のॆ実を目ࢦす
ൺֱ研究

2017�11�16ô11�25 

応用生科学部
∁ਢ　正規

（।教त）
カセサート大学（タイ）

タイ在དྷՈசの多༷性保全に関
する研究 2017�6�11ô6�18

応用生科学部

Ϟンΰル国ཱ大学ཧ࣭学部 Ϟンΰル 2012ɽ10ɽ29 ແ 教員
ϋϝ応用科学大学όイオΤコϊ
ϛーユχット ϑΟンランυ 2015ɽ1 ɽ22 有 学生・教員

Ψーナ大学基ૅ応用科学部 Ψーナ 2015ɽ8 ɽ20 ແ 教員

ラジシϟώ大学学部 όングラσ
シϡ 2016ɽ12ɽ27 ແ 教員

連߹学研究科

Ξッサム大学生໋科学部 インυ 2012ɽ7 ɽ19 ແ 学生・教員
νϡラロンコン大学ཧ学部 タイ 2012ɽ12ɽ6 有 学生・教員
νϡイロイ大学 ベトナム 2015ɽ6 ɽ25 有 学生・教員
όンυン工科大学生໋科学工学部 インυネシΞ 2015ɽ8 ɽ11 有 学生・教員

連߹्医学研究科 Ψーナ大学基ૅ応用科学部 Ψーナ 2015ɽ8 ɽ20 ແ 教員
連߹創ༀ医ྍ報
研究科

カϑル・Τル・シΣイク大学्
医学部 Τジプト 2009ɽ11ɽ15 有 学生・教員

ෳ ߹ ࡐ ྉ 研 究 セ ン
ター

&.C 2 クラスター・IR5 ジϡー
ル・ϰΣルψ ϑランス 2014ɽ3 ɽ13 ແ 学生・教員

˞χϡーサスΣールζ大学のಉҙ後໔আՄ。

� ．දܟ๚

๚͞Εͨํʑܟෞ大学Λදذ˔
日 国・Ҭ ๚者 目的

2016ɽ5 ɽ9 த国 大学政๏学Ӄ　ཥ٠Ֆ事ൣࢣࢁ
務委員会主任ら 4 ໊

表ܟあいさつ、教育学部における
短期海外教育実習の実ࢪ

2016ɽ6 ɽ28 ϛϟンϚー ϠμナϘン大学　Τ・νϣ学 表ܟあいさつ、工学部๚
2016ɽ8 ɽ1 インυ、

ϚϨーシΞ
インυ工科大学グϫϋςΟ校　 Ϗ
シϡψύμ・Ϛンμル大学Ӄઐ߈
ら 3 ໊
ϚϨーシΞ国ຽ大学　イシϟク・
ΞϋϚッυ大学Ӄ෭研究科ら 2 ໊

表ܟあいさつ、ジϣイントシンポ
ジムへのࢀՃ

2016ɽ8 ɽ22 インυネシΞ スブラス・ϚϨット大学　ϋルト
ϊ医学部ら 4 ໊

表ܟあいさつ、医学部๚

2016ɽ9 ɽ21 ϚϨーシΞ ϚϨーシΞ国ຽ大学　ϊール・Ξ
ζラン・Ψβリ学ら 3 ໊

大学間協定ௐҹࣜ、学生との懇談

2016ɽ10ɽ4 ベトナム ή Ξ ン 省　 グ Τ ン・ ς Ο Τ ン・
υΡックۀଜ開発ہഓ・২
保ޢ部ら 2 ໊

表ܟあいさつ、ٕۀ術交流に係
る現ࢹ

2016ɽ10ɽ25 インυ Ξッサム大学　σΟリープ・νϟ
ンυラ・ナス学ら 2 ໊

表ܟあいさつ、連߹学研究科๚


2016ɽ10ɽ25 ベトナム ήΞン省政府・ۀا関係者ら13໊ 表ܟあいさつ、学プϨθンௌߨ
2016ɽ11ɽ14 カナμ ϚΪル大学　イϘンψ・シϡタイ

ナート医学教育センター
表ܟあいさつ、医学部๚

2016ɽ11ɽ16 ϛϟンϚー ϚンμϨー大学　ςΟμ・Οン
学ら 2 ໊

表ܟあいさつ、工学部๚

2017ɽ1 ɽ20 東ςΟϞール 東ςΟϞール国ཱ大学工学部教官
ら 4 ໊（JICA 研修員）

表ܟあいさつ、「JICA 東ςΟϞール
国 ཱ 大 学 能 力 向 上 プ ロ ジ Σ ク ト　
ϑΣーζ 2 」研修
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ᶚ ᶚ
ˎཹ学ੜのҬݙߩ

˔ཹ学ੜのҬΠϕϯτの࣮ݣ

開࠵時期 事໊ۀ 主࠵者
Ճࢀ
人数

2016ɽ4 ɽ20
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 6

2016ɽ5 ɽ9 日本文化プϨθンςーシϣン࠲ߨ 岐阜ཱݝ岐阜ۀ高等学校 4
2016ɽ5 ɽ15 国際༑好平和ࡇ　ララ　2016 NP0 ๏人　国際文化༑好協会 17

2016ɽ5 ɽ30
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 3

2016ɽ6 ɽ6
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 4

2016ɽ6 ɽ9 岐阜大学ෟଐখ学校との交流会 岐阜大学ෟଐখ学校 1
2016ɽ6 ɽ24 岐阜ӏࣂ見学 国際ιロプνϛスト岐阜 18
2016ɽ7 ɽ8 ͗;ྑのӏࣂ 岐阜ࢢॴ　工ޫ؍部 17
2016ɽ7 ɽ10 ϋローΪϑ・ϋローϫールυ2016 岐阜ݝ国際交流ஂ体協議会 18

2016ɽ7 ɽ6
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 5

2016ɽ7 ɽ8
海外研修　日本文化プϨθンςーシϣ
ンத間発表会

岐阜ཱݝ岐阜ۀ高等学校 1

2016ɽ7 ɽ13 外国人留学生ब職セϛナー 岐阜ݝ૯߹人ࡐνϟϨンジセンター 14
2016ɽ7 ɽ29ô 7 ɽ31 一ࣣٶ༦ϗームスςイ 一ࢢٶ国際交流協会 7
2016ɽ7 ɽ30 国際交流Ϙーリング大会・֗಄ܒ発活動 第 1 ブロック੨গ年育成ࢢຽ会議 3
2016ɽ8 ɽ4 ô 8 ɽ8 はつかいͪ平和ツΞーin 広ౡ2016 日ࢢࢢ国際交流協会 1
2016ɽ8 ɽ5 岐阜ݝ内ۀا　工見学όスツΞー 0KB 大֞共ཱۜ行 3
2016ɽ8 ɽ13 &nHlish at .eEia CosNos &nHCosNo 1
2016ɽ8 ɽ18ô 8 ɽ30 2016東ΞジΞ・サϚースクール ಸྑݝ・ಸྑཱݝ大学 1

2016ɽ9 ɽ2
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 6

2016ɽ9 ɽ16
͗;ϝσΟΞコスϞス見学と多文化交
流のूい

岐阜ࢢྑ東ެຽؗ 1

2016ɽ9 ɽ17 第38ճ;れあいサークル NP0 ๏人国際文化༑好協会 11
2016ɽ9 ɽ21 ೱ学Ԃ ೱ学Ԃத学校 2

2016ɽ10ɽ1
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 1

2016ɽ10ɽ4
岐阜大学事務ܥ職員グローόルϚイン
υৢ成研修

岐阜大学 5

2016ɽ10ɽ5
岐阜大学事務ܥ職員グローόルϚイン
υৢ成研修

岐阜大学 6

2016ɽ10ɽ7
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 3

2016ɽ10ɽ6 海外研修報ࠂ会 岐阜ཱݝ岐阜ۀ高等学校 2
2016ɽ10ɽ15 ۚ՚ࢁొࢁ 岐阜ࢢ੨年ஂ 0B 会 34

ˎཹ学ੜʹର͢Δब৬ࢧԉ

˔ཹ学ੜのब৬ʹର͢Δࢧԉɺηϛφʔ։࠵
実ࢪイベント 開࠵時期 実ࢪ部ہ ࣜܗ 内容

外国人留学生
岐阜ݝ内ۀا
工見学ツΞー

2016ɽ8 ɽ5

ʲ主࠵ʳ
0KB 大֞共ཱۜ行

ʲ共࠵ʳ
岐阜ݝҬ留学生
交流推進協議会

ʲ協力ʳ岐阜ݝ
ʲ後援ʳ
岐阜・ベトナム༑
好協会 ۀا見学

ۀا
見学

ᶃ工見学・会ࣾઆ明

ʲ๚ઌʳ 3 ࣾ
大֞ਫ਼工᷂
᷂ླӫޫಊ
ムトーਫ਼工᷂

外国人留学生ब職
活 動 支 援 コ ー ス

（日本語）

2016ɽ10ʵ
2017ɽ1 ʲ主࠵ʳब職支援室

ٛߨ 外国人留学生のब職活動についてʗ自ݾ
ੳのඞཁ性と進めํ

実習 ํ向性の確認、Career 7ision の࡞成

ٛߨ બۀاࢤੳのඞཁ性と進めํʗۀا
び・ۀاੳ実ફ

・ٛߨ
実習

Τントリーシート（&4）、ཤ歴書（C7）の
૪力のあるڝ成ʗ࡞ &4、C7 に上げる

実習 બ考の基本・৺ߏえの習得ʗグループσΟ
スカッシϣン

実習 ໘時ٴび各種ब活Ϛナーʗूஂ໘・ݸ
人໘の実ફ（スーツண用）

ۀاݩとの
交流会 2016ɽ11ɽ9

ʲ主࠵共࠵ʳ
グローカル推進本部
岐阜信用ۚݿ

આ明会
交流会

ᶃࢀՃۀاからのۀاઆ明
ᶄۀاと留学生の交流会

ʲࢀՃۀا 　r15ࣾ
ΞサώϑΥージ᷂、今井航ۭ機ث工᷂ۀ、
岐阜࢈研工᷂ۀ、岐阜プラスνック工᷂ۀ、
᷂クリΤイト・プロ、K59 、߹ޒ᷂、᷂
昭和事᷂、᷂ セントラルϑΝインツール、

（੫）5AC5 ∁井๏ത会計事務ॴ、᷂トー
カイ、᷂ナベϠ、᷂Ṥޱ࡞ॴ、᷂ܳ
ਫ਼工、᷂ϝイϗーΤンジχΞリング

外国人留学生交
流ϑΥーラム
ʙグローカルな
岐阜ۀاݝに学
Ϳʙ

2016ɽ11ɽ30

ʲ主࠵ʳ
᷂十ۜ行
グローカル推進本部

ʲ後援ʳ
岐阜ݝ・ެӹஂࡒ
๏人　岐阜ۀ࢈ݝ
振興センターࡁܦ

ʲ協力ʳ
岐阜ݝҬ留学生
交流推進協議会
᷂ Keisei

આ明会
談会࠲

ᶃࢀՃۀاからのۀاઆ明、ύネルσΟス
カッシϣン「外国人留学生の活༂」
ᶄۀاと留学生の࠲談会

ʲࢀՃۀاʳ 2 ࣾ
᷂ςクϊプϨχーυ　ώμ、　ムトーਫ਼工᷂
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ᶚ
Ҿࡧ

ҾࡧʢҬʣ໊ࠃ
Ξϝリカ P18 19 30 34 37 38
インυ P20 22 23 26
オーストラリΞ P18
カナμ P 6  7  27 51
ؖ国 P18 19 37 40
カンϘジΞ P25
タイ P19 35 42
 P44
த国 P18 24 34 54
χϡージーランυ P38
東ςΟϞール P17
ベトナム P22 25
ϚϨーシΞ P 6  20 23 39
ϛϟンϚー P21 40

ˎ表内等の記載はআく

ΩʔϫʔυࡧҾ
留学ϑΣΞ P24 25 28
JICA 事ۀ P17
Οンタースクール（受入） P20
外国人留学生在੶数 P10
岐阜大学海外オϑΟス P69
岐阜大学基ۚ P10 15
岐阜留学生交流推進協議会（岐留協） P31
共ಉ研究ࢪ設 P69
グローόルϚインυৢ成研修 P52
国際教ཆコース P36
国際月間 P29
さくらサイΤンスプラン P21
サϚースクール（受入） P19
サϚースクール（派遣） P18
事務ܥ職員海外実務研修 P54
スーύーグローόルϋイスクール（4()）事ۀ
 P33
૯߹文化海外実習 P34
大学間学術交流協定 P 6  8 23 27
トϏタςʂ留学 JAPAN P15
日本学術振興会国際交流事ۀ P69
日本語・日本文化研修コース P47
日本語研修コース P47
日本ࣾ会文化プログラム P48
表ܟ๚ P68
部ہ間学術交流協定 P 7  38
本学学生の海外派遣実 P11
ユネスコスクール P32
留学生のब職支援イベント P70
留学生のҬイベント派遣実 P71
若ख研究者支援（海外研修プログラム） P30
4 大学連ܞ事ۀ P30

2016ɽ10ɽ12 大ொの֟生࢈者との交流会
大ொかき振興会 JA いび、༖൹
ྛ事務ॴ

15

2016ɽ11ɽ12 ເ;れあいの日 岐阜ཱࢢྑத学校 5

2016ɽ11ɽ18
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 4

2016ɽ11ɽ26
第15ճ岐阜ݝ内外国人留学生日本語ห
大会

岐阜Ҭ留学生交流推進協議会 3

2016ɽ12ɽ3 和ଠޑᝨԋ会のؑと体ݧ 国際ιロプνϛスト岐阜 22
2016ɽ12ɽ10 日本の文化と౷を体ݧする会 岐阜ೆライオンζクラブ 19
2016ɽ12ɽ11 第22ճṷつき大会 国際交流のྠ˾ࠇ 41

2016ɽ12ɽ20
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 2

2017ɽ1 ɽ23
த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂと
の交流会

த部学Ӄ大学短期大学部ෟଐ༮ஓԂ 4

2017ɽ1 ɽ25 岐阜本特ผ支援学校との交流会 岐阜本特ผ支援学校 2
2017ɽ1 ɽ27 岐阜本特ผ支援学校との交流会 岐阜本特ผ支援学校 1
2017ɽ2 ɽ1 ô 2 ɽ6 ӳ語ネイςΟブϘランςΟΞ 岐阜ཱݝ関高校 6
2017ɽ2 ɽ17 外国文化ཧղ࠲ߨ 国際交流協会ࢢ岐阜（ࡒެ） 1
2017ɽ3 ɽ19 第39ճ;れあいサークル NP0 ๏人国際文化༑好協会 5
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編集後記
　2015年の vol. 1 に続いて「岐阜大学国際交流年報2016　vol. 2 」が発行されました。2016年も岐阜
大学と世界の間で様々なイベントが実施され、多くの人の行き来がありました。
　“グローカル”とは地球規模の（グローバルな）視野とある国・ある地域の（ローカルな）視野を
併せ持つこと…。岐阜大学から世界に飛び出し、あるいは世界から岐阜大学にやって来られた方々
の“グローカル”な視野や考え方を、それぞれの記事からうかがい知ることができます。
　どれだけ交通機関が便利になっても、どれだけ容易に世界に行けるようになっても、各地域が持
つ個性や特性が失われることはないでしょう。岐阜大学が目指す国際化は岐阜という地域に根ざし
た国際化であり、国際化の成果が岐阜に還元される国際化です。まさに“グローカル”…。
　ご多忙の中、「岐阜大学国際交流年報2016　vol. 2 」の刊行にご協力をいただいた皆様に、心から
感謝と御礼を申し上げます。

2017年 6 月
編集担当
グローカル推進本部委員
医学研究科解剖学分野　千田　隆夫
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　　　　　レイモンド・コウ（グローカル推進本部）
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